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第 1日 11月48(日)(9 45 ....... 10 35.) 

1 0 1 13 C化学シフトlとおける溶媒効果 PAGE 

(神女薬大)0杉浦真喜子(神大教養)土地真一 I 

102 13C化学シフトにおけるASIS効果

(神大教養)0土地真一(神女薬大)杉浦真喜子 5 

(10:45-12:00). 

103 零粘度緩和時間(3)メチル基の陽子スピン格子緩和時間

(名工大)0吉野明宏，上野昇，高橋憲助 9

104 ピコリル型カルパニオンのNMR(V)ピコリル型イオン対の 13C及び 7Li NMRスペ

クト Jレ

(三重工技セ)0小西和頼(名工大)吉野明宏，加藤守松，高橋憲助 13 

(分子研 )JII田勇三，菅原正，岩村秀

105 分子内硫黄原子によって安定化された炭素陽イオン (7)13CNMR による研究

(神大工〉北条卓，0市忠顕 17

(13:00-14:15) 

106 有機スズ化合物とルイス塩基の椿液内錯体形成亙 ジメチルスズジクロライドとピコ

リン塩基の会合についての熱力学的検討

(阪大薬)藤原英明.0酒井文彦，佐々木喜男 21 

107 有機スズ化合物とルイス塩基の溶液内錯体形成皿 液晶溶媒中での観察

(阪大薬)0藤原英明，佐々木喜男 25 

108 光学活性物添加ネマティック液品のNMRスペクトル (目立，目立研)0亀沢範正 '29 

(14:25-16:05) 

109 高温，高分解能NMRによる溶融高分子の動的性質
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(北大工)0下JII繁三宮沢邦夫，横野哲朗，山田英二，真田雄三 33

110 パナジウム水素化物中の水素の拡散

(化技研)"0林繁信，早水紀久子，山本修，小野修一郎 37

111 スラッジ中の水の状態lζ関する研究

(荏原インフィルコ )0佐藤広昭，鈴木英友(東北大非水研)池上恒男 41 

112 ゲソレ中の氷結機構:温度依存性に及ぼすゲJレ濃度の効果について

(静岡薬大)0片山誠二(東大理)藤原鎮男 45 

(16:15-17:55) 

113 固体高分解能NMR法を用いた高分子における結晶質と非品質の分離測定

(京大理 )0前田史郎，寺尾武彦，雑賀亜幌 49

114 Magic Angle Spinning (MAS)法による固体高分子の緩和時間測定

(日本電子)0藤戸輝昭(京大理)寺尾武彦 53 

115 高圧，高分解能NMR 核置換N，N -dimethylbenzamideの分子内回転lと対する圧力

効果

(fIIl大理)山田博昭， 0中塚正勝，子谷一実，世良 明 57

116 22 OMHz，高圧，高分解能NMRヘム蛋白質のへム近傍の構造に及ぼす圧力効果

(京大工 )0森島績，小川諭(伸大理)山田博昭 61 

第 2日 t1月5日(月)( 9 : 20 -t 0 : 35 ) 

201 プロトン間スピン結合定数におけるπ電子伝達機構と結合次数

202 MRTi法とπ電子伝達機構

203 アセチレン一白金(.0)錯体の 195PtNMR定数の検討

(北大理)0吉田克彦 65 

(北大理 )0吉田克彦 69 

(東大生産研)0鯉江泰行，篠田純雄，斎藤泰和 沼

(10:45-12:00) 

204 二配位酸素化合物の 170・NMRと化学構造

(分子研)岩村秀，菅原正，川田勇三(名工大)0加藤守松，高橋憲助 77 

205 13C NMRの化学シフトの加成性と構造解析への応用

(宇都興産中研)0斎藤啓治，石田嘉明，大島時生 81 

206 高分解能 1HNMRデータのファイル化方式の検討

(化技研)0山本修，柳沢勝 85
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( 13 : 00 -14 : 40 ) 

207 ビシク.ロ型ピウレタンのステレオダイナミックス

(東大教養〉野村祐次郎.0竹内敬人 89 

208 べンジJレアニ 1)ンにおける水素結合と NMRスペクトル

(電通大)0小宮誠，藍原有敬 93 
15 、13

209 4ーアミノアソベンゼンの N及ひ C NMRスペクトルへのプロトン付加の影響

(京大薬)0黒田義弘(名市大薬)桑江彰夫 97 

210 15N NMR分光法I アミドと 15N.NMRスペクト lレ

(化技研)0中西洋志(C. 1. T. ) J. D. Roberts 101 

(14: 50-'16:30) 

211 15N NMR分光法II 15N NMRスペクト Jレによるプリン及びアデニン誘導体のプロ

トン付加の研究

(化技研)0中西洋志(C. I.T. ) J. D. Roberts 105 

212 15N核酸関連物質の構造化学への応用 (味の素中研)0甲斐荘正恒，小倉博子 109 

213 15N. NMR による核酸塩基の相互作用の検出

(阪大蛋白研)0京極好正，渡辺まゆみ，樋口直樹，岩橋秀夫

菅田 宏(三菱生命研)大島泰郎(味の素中研)甲斐荘正恒 113 

214 フラビンおよびフラビン蛋白のNMR(第7報)

(名大医)0河野敬一，鈴木彰子，大石誠子，八木国夫(阪大蛋白研)京極好正 117 

第 3日 11月6日(火)( 9 : 20 --10 : 35 ) 

301 各種ノ-::，レス系列の応用

(日本電子 )0細野政美，大内宗城，松下和弘，中JII恵策，今成 司 121 

302 相関NMRとその応用咽 データ処理の高速化とデータ処理精度の検討

(東大計セ )0小沢宏(東大理)荒田洋治，藤原鎮男 125 

303 相関NMRの生体系への応用E 大腸菌の嫌気的醗酵過程における代謝制御および膜

透過

(東大理)荻野孝史.0荒田洋治，藤原鎮男 129 

(10:45-12:00) 

304 NMR による病態解析 (領、大教養)0吉川研一(予研)逢坂 昭 133 

305 選択的水飽和法による生体組織の lH高分解能スペクトル
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(京府甚大)0吉崎和男，調尾芳輝，西川弘恭(生理研)亘 弘 137

306 生体高分子系におけるスピン拡散 (京大理)0赤坂一之 141

(13: 00-14: 15) 

307 生体膜極性基部位と陽イオンの相互作用

〈京府医大 )0西川弘恭，安里会人，吉騎和男，森本武利(生理研)亘 弘 145

308 31p， 14N NMR によるリン脂質とイオン，麻酔剤の相亙作用

(理研)0柴田俊之，鵜沢淘，杉浦嘉彦(群大医)林浩平 149

309 レシチン多重膜におけるポリエンマクロライド，サボニンとコレステロールの相互作

用 2RNMR による研究

(国立がんセ研)0斎藤肇，稲荷昌司(東大薬)秋山敏行，・高木重和，三川 潮 153

(14: 25-15: 40) 

310 ランタニドイオンの存在下におけるウロン酸の 13C.NMRスペクトル

(京工繊大)0泉邦彦 157

3 11 2'-Fluoro -2' -deoxyadenosineを含むジヌクレオシドモノホスフェートのコンホ

ーメーションのNMRによる研究

(阪大薬)0上杉晴ー，高塚陽子，池原森男 161 

(Johns Hopkins大)D. M.αleng， L. g. .K.atl， P. o. P :Ts6 
312 非へム鉄酸素添加酵素プロトカテキン酸-3.4ージオキシゲナーゼの活性中心構造

と基質の結合

(京大工)0小川諭，森島績，米沢貞次郎，遠藤一央(滋費医大)佐伯行ー，

岩城正佳，野崎光洋 ‘ 165 

( 15 : 50 -17 : 30 ) 

313 lH .NMR によるコブロeトキーシンの水溶液中の構造の研究

(東大理，京大薬*)0遠藤斗志也，稲垣冬彦，林恭三f宮沢辰雄 169
314 ウシ勝臓トリプシンインヒピターのメチルシグナルiζ関する研究

(東大理)0柴田康行，稲垣冬彦，宮沢辰雄 173

315 スピンラベル化したアセテートキナーゼ?と基質との特異的相互作用

(埼玉大工)0飯田武揚，西尾正敏，荒川陽一，三田村孝 177

316 13C l'制Rによるクロマチンゲルのヒストン-DNAの相互作用の研究

(国立がんセ研)斎藤肇， 0大杉義彰，児玉品彦，永田親義 181
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インフォーマルミーティング 11月 58C月)1自;4()-n: 40 趨伝導NMRについて

懇親会 11月 58 C月)問:00 - 職員集会所「さわらび:J1<::て行ないます。
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'(滋自室電研究所)

己記

交 通 阪急、千望線北千里下車徒歩15分e タクシー 5分

北大阪急行千里中央下車タクシ-10分
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ぢ3宕咲の持ftによって;I 視とされる←H 又 i京〈子c ，f;姶(-:ゐげるをさ雲 ηd港内直~/.-I
的¥えの議娘三一フトの差j之Tす71.1うらめれる舎のと芳える乙ヒ内批来る o ムの Fう
に、②につlXZ.1宮、被害'}L-之しi否決秀これあIj税制えか性俳断、Leくるの℃:

その来系のを手的性管t斗ゐru-:'剖不可り\~相周左示すこと内予穂される o F，i~.4 
に、 -3E事実/わぜ〉に拐げる各ゑ奈のイヒ字乙フト芝 ttゐ~"l~汀 L て 70口・フト L て
ltr~折、主主初予鳴通 1).霊模碁動集の比較6タ大きしi蓬燦べ、ユぜシのつ11根以外勾
炭来l二つレn.‘叱鞍的よレl 棉j砂防;;tJ\~ Q 
-7ï①の箇与につしiては、 3容~llo の自重要助i丈宣伝刻、周命[，1.レi ると芽えられレ附
腕格闘開明械にす手1)併のてれば似かヒ芽えられる。モこで¥今必・ゆ4
機構亡、綬却し之し}る糸委につし1(11、っしはレlるJ/()震の彰晃均等Lけれ11'弔l1てcに交
比例朽ので.たか星換べ〉也うにつレi之、い-r，tt.1t、シ必μアの椙闘を見1三。
均，S"'["船5うに‘主iて旬、牛で餅UJ¥らす吠なもの剤、年く百と箱関門しは。
二予告患ざれるF守i之、1iP¥"/h --S L-¥ éの可 íJイ)ヲ柏餅守閣のスラレ\~Iグ〕移、、‘ザÆ:If "¥" 
，hウく鶏謀1:対する瓜〉豪州犬ぎ<flっ之しiること付解る。
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Tab1e 1. ~-C AS工Sand 1H ASIS effects(ppmla)obServed 13~ .~~~， 1 

for the methy1 carbons of camphor， fenchone， and 
pu1egone 

C
6
D
6 

C
6
F
6 

13C AS工S 1H AS工S 13C ASIS 1H AS工S
Camphor 

8 Me -0.15 _0.21bl +0.15 +0.07bl 

9 Me -0.15 -0.28b) +0.15 +0.16b) 

10 Me +0.20 +0.07b) -0.15 -0.06b) 

Fenchone 

8 Me o _0.08cl o -0.01 

9 Me o -0.10c) o -0.01 

10 Me +0.20 +0.02c) -0.15 -0.07 

Pu1egone 

7 Me -0.10 -O.24c) o +0.09 

9 Me -0.20 -0.28c) 立。 +0.01 

10 Me +0.15 +0.15c) -0.20 -0.09 

a) The p1us and minus signs mean the downfie1d and up-

fie1d shifts， respective1y. b) K. Nikki and N. Nakagawa， 
Chem. Lett.， 699(1974). c) J. D. Conno11y and 
R. McCrind1巴，J. Chem. 800. (C;， 1613 (1966). 

(議案i'¥1， ，ぺ 1η
ゑ季に 7 けるの 1]乙

A-p / P 知まは善K.~
す3キえ)
対ん-;~旬 l. 13 C A 
j) I s動家内比較"，

2たの勾喝 I=-亮'1"け t

、‘ L 可r1のち， 実
ぢ4・:ft員同 jιすう 7
トE淵長 l1.. ‘I ~手考
ヒ実方，~t.1:時フ授与
l量ヒ..， I同4空l旬&'j印
牧河It/与の汗によa
争tI)i'，対象 t(; 7 
Z叶}拷〈iS1itJJt3乙

伊 'H)tfJ 、、。、ん1-:.Q' 

紛れうr-史'1J且t
rJ lρ、宇ずあふ
五~ 1 t1‘~， tls r; 
0、市ょう/:=.， C.側 1phor

/jj'ょの 3.tJ.Me基1=
対l1.量嗣f され~ IJι A-s I ß 初案内考句 r~， 10 ，11(./: i.f {} 13 C A-s I ~知果のち
i司~ ¥1， 1主ずお L ;4t ~3 葎巧メケル是内示 f IJ C ，4 s I s効来今寺 I司rJ:， 'HA 
~ I戸初来 4汚句 l-老女 l1 、1 ~o 叉， f.仰ι~ip..~与戸内eの品合会 1::' ゐ" 1.. /干，$員
若命 13C A S I ~初来 rt""'t qれな‘， dら令1}J?3o引?14 憾の 1)C み tf/~ 支o呆勾き
伺ιヴ，¥1. Io:， 'H A-p I ，r 1jf)豪m喝令1:"1 i竹の Jfλr誌均られ九三れ宇内事長
11， 13(. A-S I ，s知孝のす何も定，V!P~ に説明~ d作川口J 1ft冷$1 ~初来"'~あAト ι
I~ 様 1-::' Iη/1--ポ、::-11..平(jJi'j ぐ cE. po μ 平面 ~II) ft. '1 '" 1 1 ~ (~ i主3ミtを示 lZ 
けい免れれ~. 又.l~江付 N Þ1 尺 il ~ 1)6 ~ C， li'1f1.業中1..'，干.1色内 A-，f/.l'脅か来
左手すユl:.d"皇、・弘三仇1..". 1 0"¥ 13 乙 Æ-rS l ，J 交.Q}.I~ J)、、 t 乙 t:;. '7 川崎 i司旬、、'Il~ら
ゲ l三見手‘Il，二ニ i'f寄う似ι。乙 A-s/，f去り呆司有 11]ff. 1:.支持 l1.‘tL しが Lな
が、~， 13 C A，f' I ，s初来暗示す天主主 l手 1ftA-，s I ，s知呆の~ 1\ と I~. 今少 ~β ，
τけ 3ミ1::.17"‘のかる。 ニのゑ11手. 恐多く (/).Itt~ 13C Aβ I ，s'初来の許lゅキぅ五1-:.
革ヅEt:io mメケ lレJf，=抗、け J切と 13C拷に対r~ 1) /ιíf~‘討し差(1考古ぎかし正
(6 f)6ザ C6ff6分会) ヒの域 lす~1-Iニ h げ~ "、工いよ主"1-:' J: 3 b t1I包忠刷れし
fル.cA訓ぞ合ょにみけ 7.，10Mεl手.c伽 ψh.or分兵の ID的ヒ i守lずl司C牧I司i盃}-t 
持ヲヒ湾え 4れ4崎で IJC It t I tYに勾\1.も liJ程放今弘幸 11~'~~ 均三れれ事長.
今i持品v:，'久主工ヒち!こ‘ i司Uτぁ}ミヒグ必 u、}Tと。 ー方 J $J， 9 ~e ，を1-::.}" tI 1. 
11. f要惹向。乙A-S t ，r ~1}発 E 見リホ万二ヒ rτ 主命。、 1 T-=-. (-'7"可1乞f1桜噌 Iす.
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g， 1月¢幕。、へ '3C A-p I s ~IJ 象的荷考の夜私-; }警予算持主 1: ぁ~ r叫う i復員5て、有
3。マハ喝令， 8， <J Mε草の本，系正JA-.'} • 申 tしず-::./1.草 1:対 11t.i.α巷芽生与を売
元Zηt'( .ω叩ito炉ヒ P帆I~pぜ仰向会主 lOMEj長名 1手 ø月 9 旬、 l乙ニの基琴錦ιF ソ
b 前~ 1:' J主主l1.示‘')，又 d仰ph()y合会の~ ?門ε表存、11. '1 01 jを希 1::舟まれパ
1::作1 ザ乙 A-~ ( ; ~1J 号" f r司ザ‘う 1{説明され~ .Fう 1::史，1Y1似ししか L.
ずムペじん叫内<;，<t f'f eの仰井戸 (，s i1l l (ら仇)tJ'~ 為1手%j生々夫主主乏 itli.、d
ニヒ~~ゐ Lι ‘ 表じ手金~fL 零す 3 こヒであん)
ドle~分よ i三l).HZI子 --7tf ん 11) 't ( '1. J 仔乙 A-p ( P会}味 1:先ヅ'く門e差
う T‘11ι 勾 J降局 E行 'J 1己.ニの合会記、l句緩k作) 1. 叶 11争ti11. 1‘10 j江Me差の豆
町ずみれ r仰ktJ'i 1 '1.~) η/~ ，r，:':::. n建I:}IL.，メ作 lし差 11¥¥" ~ t1I 1l 5手商事~ Tヒめ
l乞柄品場~?トす 1 t ，. -1手史 1:: 悪..，"川"あ私t易lall~ 三アア I J.，左 10危地基/=坤易
しT九 今.従来の力』し11ひ lレ平由員111;車111L L.希え1.)すれぽ 10付e)6 ， 墨考会.l~
の前方 lこj江主し， C6 D6 !fず{色紘.~， C"h6ゆずあ紘場主 7トE受11，ー考 1Me1ま.
1女今にほ1，喜作め ((，06中fih品場IC6 Ft6 t:p -i' (生脇場主 7ト主受げるごヒげ1千処
三れる。 T~l に示主れたず， ID Me基の 1)C Æ β 1~ íi:!J泉 4 今何がら志政.~倒
的シア 1 Iし1手、 Uij'7 1}、に 1~茸 Me 季 1:.1争~f ~ことが吋き丸エの然来 lð. J;州在lJ
6の'J" 1:. 11i! t'あき。又. 7 f1 e I手，若嘩維のjりにftIl3らめ，々乙ぷ ，JI 
，s'ln来4希同も手事 flb の Z~ h ~ <> 
レムiニ.Jι学会フト品軟兎による勾乙 A-s I ，s劾釆の評liiP1-:" フ叶 τ;ギベ~1 壬巳妙、:

1\ 1 爪 1争反 fa:ピのれ智 iι学的，i..， l有ヒ d うエヒ左希~ 1. / '] c. A-J> 1 ，s効呆η7自i史
評fi面誌 1::'7 " l号本E吉， ~ 0 
さ与 1::' 空会、のニヒず均~ 11'''， 11 I L.ポ引レj及本~， ρ t 1 ，r~1} 呆正をけ Z 川喜符ず
て‘あき。 ー;呈の?事事業ヂ 1:"r，'ヴ 3乙-:::.0比字予 7 ト1'1， 1ユ私の"t--1-叫匂向必ゐ1Ct:JIMR の

c-1の化管ぅ 7トと手?たえ利閉 11昆うれか1T シれ 11，刀 ιi}:"ユlし是正門久
主町内ob'f奇いため， ωρw-WQ.fA Is抑制以外内向車r;r芳子元吟 k勾
祁をiドIfl( ~II ~ 11'， H-初 dヤ必:pofuaSiμぷ ;"")17吹きく払うib7トに務警 Lf:.丘
グ)t考え 4れれをの色め弘 2 Il. 以誉'1'二級官 L たぶう l二~) ~:似'1:落球バラズ- J-
母}畠りを Itl・・ d'3ζ=-0 に初 l1. ;i.続的拘関1:j号sことが'でを fι。ニの孟主与がらのず
れヒヲil号η安ネ+主主o呆k局閉;皇lつつ¥， 1-も私事す 3 予え 1‘あ~ .. 
d属医〉
1) reviews ヒL1.: P. Lasz1o， PY'ogY'. NMR SpeσtY'OSC.， 1， 231 (1967); J. Ronayne 

丑ndH. Wi11iams， Annu. Rev. NMR SpeσtY'OSC.， 2， 83 (1967). 

姦、江の肴俄3ι号令事守ヘ内 iyゆ妙、iヒl1.. ~ 1・Horibe，H・Shigemoto，and K. Tori， 
Te tY'ahedY'口n Lett.， 2849 (1975). 

2) K. Nikki and N. Nakagawa， Bull. Chem. Soc. Jpn.， 51， 3267 (1978). 
3) S. Ueji and M. Nakamura， TetY'αhedY'on Lett.， 2549 (1976). 
4) J. Jaute1at， J. B. Grutzner， and J. D. Roberts， PY'Oσ. Nαt. Aaad. Sci. U. S.， 
65， 288 .(1970). 

5) A. A11erhand and P. v. R. Sch1eyer， J. Am. Chem. Soσ.， 85， 374 (1963). 
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103 零姑皮主主却時間 (3)
メチ)/..，基の P~ -3-スピシ格~殺和時間

( ~名エえ) 0吉野明広，よ野 卑，高格垣則

人 iまUめに スcン格.;.雑元日時閣 l哉、う1'+t電動につけマの有簡な崎幸氏汲ヒなる
パミ lこ.海域における羽曳のー今段であ{j)時.;.スピシ晶子維が時間(以下T.ヒす

る〉で i宜. ~~主したーゑの日'blijえ緑色永すような付与を石町境対弘とし、その分ふの量

ik.柔董地体主主年生来に府内で-4叙実践t~j うことによ。て分ミト内の相え作用 lこ占る宰

ふと、ウi~聞の相主作用による寄与 E 分馳する尉女かなされ τきた o-'Il1!1ち、この五を

の支岐におリて』在. 主として分多聞の沼崎.;.-恕施ふ絹ゑイ下隔による寄与が.:4ゑえに

よラて消失し、分ふ内の寄与の針が舛舎にし. さ61之測定こ温皮芝生イにさ色令ことに

よリ句通4-雄知ゲスピン糧事忠義袋和め努与 E史段的t三点こめ、分.}内毎与かる j色し引き

、最後リ主‘リ毛分与内広雄トヌえぬる組盆作用による寺ふと Lて分輸してり2えし
かし‘を水義が時ミトの同イ主体え去であ②じ';l:nん. その」釆多量 tなムイ告であリ‘鴻b食

物岨の主~t.\宰苓えでき乍 u 0 したかってを久美書検体とモうでくf¥ ¥ (. のめ分与 a仇
唱え粍み「全く同『な主畠掠象的Jl.境変-<¥:， t~ 1すが匙うて、〉告に ld断定しかと L¥ 0 

J与備すそで‘~.以』二述~.た犠気的Jt.~t胤9トの環境金仏、特に粘度変化がなけ j d.品‘

主的環境支~t. (f) ~ナタ記之今 τ\) ~喝令のT. n~争力主毛~.実故的 tこ.対私分~の分

+内の相金作風の級如への寄与に‘分ふ閉め相5.イ事同の紘如ヘ n寄与乏五碍に分離

することt.試みる

b) ，守〉
立‘王宮崎 ー舵 l乙.紙知機構 i主Zえのように分馳される。

( I/T，)舗や::(R，)判p::(R，)o-o十(R.)併は-t(R‘)SC + (R，) CA十(民)SR ..，・・(1)

(R.)o-o.....J.J，.ぬ与ー双拍手紙和

(R.)炉""-ぃ・・・包括手紙糸口

(凡)Sc.‘…ス力ラー級品目

(R'¥A'、.ぃ化誉ふ 7トの喪主jJト宜 tこaる維如
(凡)SR....・スピンー回賦紘和

ふこで、制定主主 t~喜与にし、対私分るミ炭化水量あ令けは‘ そのハロケ、シ軍;j:，，~;l主主

用、). Stl'l 定通皮、制定国浪執E一定とすれ l在、 1m油各紙知 l主ス U ン~.J.{であ争か 5

4与立し屯¥¥スカラー重量如 I章、時喜一 Plふの為令かなければ、無主えでき‘化学シフト

の奨有地による重量五日崎、 p".;.下、 lま倒カマ少念りょに. /4K C:.r~A:の雄主義IJ: ~ ~札し T

d: ¥ ) 0 主たス υ ルー回転後却は.剰気温皮 l~ 依与しておリ‘ 一夫とと;¥え-s .*(令。し
たが勺"\‘ (t)~、 1;1: ::.えの.iう i己主r~ • 

(R.)叫::{R，}ゆけ{R ，}~比

= {R‘T-o} ~寸{ ( R， I)~)仇寸 (R.) di1札} 一('-)

こごで、添掌. 仇h;a.&. v.'“山ゑ4， 1章、それぞれ.分与開局L.. V' 分与内の ~ä 作用によ~組

d:しの あさひろ. うえの のぼる たかほし Itんす lす

-9-
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釦』争犠 iこよる寄与t.~とわし‘添字叫ん\..1在、仰のä..~キ婚後 iこよ会寄与 E 表的可.さ τ

、江主告さ-]3.~を.;.相盈作用 l章、分~内組盈作 i羽(回転 tl 動)と分与問相互作用(並

Ji変動)があリ‘同維の紘のみ存在寸る埼令iこl志ユえの"Kで・与え dれる。 ω，1)

円己 3がYマ。v 北:生X(7。ラシヲえ歎)
( f?，o-O)仏三一ぇrr， :; =一一一~L. 寸一一ぺ3) '.，..LJV 

't f"6 ♀ ~T 7 ¥，，6 jJ 雄九由航~t.

6花~ñ/f+ マ {n P̂んl 進:ボト Jレツマシ定紋(R， D.J u.h. : :ト，r IVO) • • _ _ _ • _ (め
剛品 5~T 附 I '1::，4 :回転の粗問時間

(3)誌における VI事、人あ量哲克去最左仮定して、 v=0.'14-叫ん。p r :喝手間距馳
ヒする。主た剛志、における括弧の中 l在、ス U ン宰友 r~' I:..:"ちい3) V: 分吾容特

E.t.わしてけ令。ここで、をオく、長ゲ塩素分V分与中に含遣れてけ匂と寸れ iま.時J--

rl..与問の~~飴と陀ふー全米主， ，ゑJ--埴柔の Z屋裏金が写しけじりうイ&えの品と l亡、~)

玄、』乙与 Lる寄与は. ~.亀ふー時与の場合 l之氏べてそれそれ 0、 04.2 ， 0‘03 :tヒ令 1)‘ と

れよリそれ dの寄与 t主祭主見しうる gのヒ毛え Sれ号。寄与)'ii I主、 J~ .;.閉め双桔ふ-1.]..

拍手相盈作用主主わしてけるため‘海積一鴻噴閣の相主作用だけで伝く、喜容積一喝

事某閣の組互作用，:: t lfJ. lfIできる。これよっ (2)~ 1志~.tのようになる。

(臥)抑:::{ (R， p-似ぬ~守 (R，o-J~-d.uwl仏+ {(R，刈;.(R， )~1ゅ・・ (5) 
iもええ支肢によ'). (5)窓?の第-:&買 (R'D-O)~-~々は消失し‘続l) l .件)t¥' Iこさリ.
ュIt(R， II-Dムtゐ-~ぷ主計増して差し ~I け i宮、第三 Z員以後の分与内の寄与の持かS司令

ζ じに令色@ 色し包 含米主 z 地4志で本紙~険しとな~ Iず， (F?， D.o}..a仏叫品川は制凡で

きるので、持皮t，..¥t.，tこよ七 R，(f) t..\乙分ヒ(臥品。〉品以.-~仙を加えた tn 如、清久するこ

とになっ‘粘j主生イににな奇 R，~ま 4に分だけのま長差か生ずる。また.主主弘分」与の香久

11検体:Mλ守でき毛主 ~) t亀令 1之 I~ • との占うる勿輪 l孟不苛島ιL毛主、てし sぅ。した
カ1'".，て.をえ急竃辛魚体 tI)/;零とし年¥)分斡 iゑ!:.'k取的 I~ 各家寸令.

a. 史主主 紘受注すててキ販の tの E使用した。湖、足試料 lci.真空免 /0・5n，.rに

てえ結一月え気ー融解乏五回以よ綾逗し、~，、匂 4変容討した t の色イ史閉した。相対枯底L

は、菓空中で測定し、丸ttJ主 I'}-/I旬i，粘A.I c Pとし τ軟正した。怒庄 l者、畑対
地Jt lえ t〆 τ の湖完~Æゑ.嗣ー按糾 lこつけ τ 湯}起し、 Jに内定患L で J耐えした。

経如時閉め刷免i宮、 日立製R-10 B ( 60 M Hi) 1. 任問し、 N 門 R イ古~ t.一旦
日立桂信JE平均化角幸村換竃 A-/600AIこ記崎!i!.たのち記録した。測定志~I.. I~ 、去

り断意思、ial.¥畠に占令後イじめ反転国稚内宅3i.a. I司¥).そのぬ北国 !f隻幽続 l主、最，\、二重~~

tとて飽桁した。またその湖えさyl.. η 量当A-~I寺、ペンセ:ン~ì-~)定詰鬼 Eイ也のえ雨天じ見

事生寺令ことによっ碕認した.

以 L の3身iえにおける相Iすま主主 1書.そ kてそれ、組対粘A:t 2-i.凡下、怒A.工/メ刈
下、主食品ロ吟問主 /0メ以下であ~. ~i~ 定溢皮 I孟す、、て 3 人 5 2. 0‘ I 0 cて、、あ 1 た。

4. 支駿結累と老家 へ、、ンピン rニソー Jレ，ア也トニトリ l/..， I • 1， I一三極北
エタンの四婚の対弘分与について. ニL碕，イじ民主， IIl1:tf..ィじ良家，四地dしL チレシ，ぇ

極北エ 9シ&.vt 倉地仁義竃主義体主主にして坊主主とし、~えた曳民主主行ヲた@ぺンゼ〉に
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つけ τ、 ( Iメr.Hpち R，ヒ乏 iレ分傘との関係/舛
主主わi!1宮、国 1のようになゐ。図さリ自円{叫勺

sか令如く. R，ヒモ:..Jし分空宇の聞に Ia"、 lま¥a."
盈主主関係ホ認めsォ't.会合‘錆膏P¥'写の海 3 
噴分そ「そのちのの変化l事なり sのヒ毒人 d 之
片t~ Q したか..， "{‘ IjJ 1 1::お L】マ~現皮句

域主直級近似しマ;tめた羽片 lさ‘鴻~分与

O 
の魚Ilfl.本叙時的イ直ヒして十分 lこ蒐味E持つ

t のと毛.l~ オ{{;> .し h、レ、 とれるの明月

lこ /j 、 (5)~ に未す占う i乙、 3容積ー鴻味閣の

O、o 0.2. 

組互イ宇聞を t含んでお') • これ E差し引く

ψtがあ令。これ会 t(4)~ よ 'H十箪し‘そ

の曳駿イ直.¥:')差しまiくと、表:"1のようにな

令。長1dリ哨sかく主如く‘ これうの切片
i率、海現によ、マ寝色コて必リ、増強由有

の同地乙 ωうさリ、 むしう i想主..の矧峰 1:'~弘

ゑ 1

場主呆

|ニ石えは主

!々 、〉色、〉ー仇

¥l3I:t色北東京

互屯4乙.1.9ン

t. -1. cs♀ 
0-0 ゐ吻_-0(‘
A-/:" cc.e体

⑨-<D今城2

。、+ 0、(，‘骨
モLル俳キ

1.0 

分与問羽j.，作 l司 (x;oo) 

4賞、五億 tn片 内Aι

。‘ 00 /、 3骨 J、3&

0.00 人 43 /‘43 I 

。‘ 00 /、 66 /、 6b 

j 、S'f 3、70 之、II 

急事篭会r明与し ll)匂に毛人 S*'令。長 1

cl: ~川例制ふの糾号州，凶鍬;2
劫f大さくなる IJ.t:!t haしτ%ヲ， (3) i.丈にお 4 

lil 2 凡 v、s‘泌4全体重文(s.tザ刷る)

ける(凡ト。)ふ依ιが，也庖 iこと乙.(f'}しτりること
ヒ老んらわ也令じ、定北的 iこ正しけ。さ S

にこオttU.Sfjするため.との t列均. ~p -S ‘ 

長lで端正した同均 E粕位体まえに対して 70

ロットした結果主未芭 I~" . (00♀)執述内如

〈町時ヒ永島岨仏教の聞にゆ直綿胡ィ4泊¥.4 #') 
dオ1令。さ 51:'. よ主回すべきf'e..lcl:‘ペンぜ

~l その争点主宜品保子 n~ ぺ‘シゼ7 ン - g(， 

3 

O 
O 

1"-jþ叙した場合の t刀片 t と η~ 綿ょにあ令こと

であ ~o したがづて‘(り式によれば‘ この轟主主

-hqヂ"'Q.

之

永邑 A生イゑまえ (cP) 

まえ

l寺、代、〕必比の粘4生係数.:d:るわ乙主主わし"{ I受験Aa I 3‘/6 
おリ、少なくと t3.お螺1;::使 i有した拘留の枯皮範 |計箪也 I3‘55 I /0、64

3 

I副におけて崎、この直線蘭イ~I念 þ\‘立してけ包ヒ II えよう。したかヲて. この畠~~

利用して、枇鴻域の粕E主l亡 3ち‘け勺 {R'Jωi7tCA..~ l.え史Z寸れ i古、純溶s夜中の分会理争力にお

I'}る分寺内め宅寄与と分会閉め寺らがうT制され令 lまずであリ.品た. Jも叙通経 l之おlす

る粘皮史..(¥:.1之さ七実験イ直 η 変化的推定&.v."紘ゑJ柑穐の分艶が牙能念 I~ ずであゐ。し

たがヲて‘ これ l之さ、 τ‘べ、ンピンの分§内の寄与と.合子ふ閣の寄与 E分通惜したイ喜

左、妻 2に汗、し、 s) ，偽)式による計箪イ直と比較すれゆ‘併}式、によ§是正泉崎蛤脅 I~ よ

けー敬!;T，すが‘(3)ぎによ{)結果 l古えさく喪念。 Q 1 :::.リール 1.Lトミ塩化L タ

~ l'二関して la/枚、屯ふ紙突鼠t.行うじ‘団 3 L.トに示す dぅ{j:縫製が得sォ1， ~ .こす1
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ぷのニ物質に志、けて t.々ンセ:ン L 閉じく

九に結桔4率教の由民 l亡 l主 畠紘関係 t"'t耳立し 10免

状 1主')、分与内的寄与じ付ふ閉め寺+1こ分(-")
えO

S企でき{) 0 (主3)しずし、\~えに国 3 ‘

4 ~弘へとるじ、べ乙ゼシ(f)場合 I~ιι"-:::\

イ也Q)ユ帯~í自ではそのイ喝さ t tll.I!J t.かIj')久
10 

さく、零に喝しがたい.ごめこに l主.(3)ざ

t乙京りて‘精度が零じ弘、て t(R， 0-0)ふh

t)".零 ι屯s令‘、こじ E示す.!P S .粕Jt零
lこれ・け τ.1無里 F限良 iにこ Aル"、さ く J勺Eる l略主す‘の亡A佑
9あ3令4街当 P限邑 Uハ可イ毒よ tリ) Iは主 J¥い、さ く 号匁~ :)すす.‘ 団伝達

庄が-~を倍以』二じ生 s 屯いに老人ぷれる

め会け l;j. t5l ぎにおけ七代、1 .tt. ι し 1 老~ 10九
うるス C シ回転紘糸口 による等与が5を‘ョてリ tti)
。え令が-!A.. =>幸司令であうう.竹千れに也

よ、メ今}レ基¥-::.対して i事.零粘皮にお It匂

it.i<J B奇聞にR ，)ぃ。.'1~O /lマ I善社し・i'<てい~:i見守
10 

れ曜、 b良のように令~.

国 3 R，川粘枯仏玖(ゐ~)

似.w4 / p~同• 
ιceら

ιS. 

。
O / え

枯，ト主 4皐 を久

国4- R，川、粘岨イ糸私。.I.I.-M<Jふ叫ん心

3 

1. 1， J -T'l.L品情必叫

. 一一一~一一-
(川崎、:: C同tX~ 守 (R，)白川d …・ー(6) cs丞 c c.e". P.かみdふJJdl，.伽必

ló) 是f での C 同t'主.車fH、主イ生ねによ~ 70口 η ト

の直線の傾き Eゑ約し‘ [R，1必uの粘Jt依存

枯 Eゑ現するえ数であ'). (R，) C=O."l=" 'a:.. 
零粕庄内柚 F良にお l寸令紡庄 I~ 無間イ志伝哩

院による後五JJへの寄与じ老人 dれ令.箇

3 • 4 よリ (R，)品。.~坤 I à'- I孟l;l"ー吾主し‘ C同t

l主了ニソー Jしの l事うがA.さも) .こ n こ乙

』書、 ?ι リ‘ iL-め j + Jし基のほうが、総

3容:;Q.守でよヲ人主<.i..純白 1 れてけ令こt. ~.ê:.ゎL..定 4生由勺 l乙一軍えする. J ， (" Cぃot

&1.〆仁R，) <:.=0. 可ε.I;l:‘分与還をカに対し t 有用 ~Iト高専民主与えると ~....5~ 令。

O 
O え 3

粘ぬイ主主人

表3 分4島県員乙持母町の寄与

ー一一一一
ト~一一 分尋問 分与内

ア二ソーJし
支駿~â 4、守マ 13、30
一一一一一一 一一一一一一

討1イ畠 5、マ l /え0、03

-"'-'_h.11叉験A.il :l.‘4S 7.24- I 
I.I，}. :õ: t~1tエJ:.- 計一量一イ一直 一立一、一o一之一一ー一1J一之一、一q7一→1 

宝二声;(

J)E.βは. J、与みが """'-1=、丁仇品化λ，い :J....... ぽ肌 4争 I .2.昔14- (/~7o) 

2) J-I. S. S伽叫ん ::r、パ仇す. 定M初回礼は け • .1'63. (19ワ8-)

3) H. S‘S'InI..{んら‘ 1 門守、 必M 和時九叫 占4I 14-J) (1守7q)

4) R. w白 Mムμu "'"ぷ門.E九叫、~ぱ師、.ρ与。‘ .3 3 I 8-6 (/960) 

S) R. W. /'イみムJJ. CVA.( 1イ，1=ゆ叫A I 'j. CI..ω¥， P.今o. .34) 65 I (/? 6 1) 

6) A. A.k~，“地 P叫ゅん at N..J...叫匂叫与刷、"均;tc....W¥叫.，.(u.w.，.‘仏.w4J似仏吋仏.....yorlc
(1161) 

ワ)了、 C、FM叫ん臥.tE.ρ‘lk.J，μ “t.，k. a..o( F_ふT~判 Aノパ尺川崎ゐ山 P品、 (117J ) 
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104 

1.はrめに

ピコリ lレ型力 JレパニオンのN門R(y)1l
ピコリ lレ4才ン汁ηc-/3及びLi-7 N門尺スぺ 7トjレ
(三重ι技包)olh i萄和頬(危エ大)在野aff戸し加藤守拡‘
易鳩t助(お手訴)111困勇三、菅原正‘急対霧

これま γηー建ηピコリ jレ型力 lレ/¥'ニ才ンに1釘す奇報告にお、、T、H-Iおよび
乙ー 13N パ R によリ極桂~城中η係一ピコ 1) 1レリ十句ム(1)1て対する茨ηニづ η1句題
、昔、主胡らずにする:とがず~ r~o 
(1)う剖臼一炭素と奇 η周囲η緋盆
ωJjJ手内電荷身元p
1 ~で、 T 三者証 η1司題、母、である対力十汗ンとの l前 η結令状態主主国べ、る k の iて、 守
η有力な宇妓ηーづと liLi-7失場主l司、、f亡。守れによリ得られk知見と夫に、
調達するピコリ}レ笠アュオン∞一回ηN門Rスペ7トlレη税剰結果iてづいTも報を
する・なお、対ガナ才ン I~ ずぺマ Li@-t l;奇 e

CH~ 

(I)“主\事但)~CH3 (IIT)H3C~ (N) ~ (v) ~-
JL.)lF@|(Jl@11Jl@lL.Jlet)je 
、与~CH~\N~CH2. \N-CH2. H3CハN~CH2 H3CへN.........CH2.
@ e e 
CH2 

〈豆D f 
CH2， CH2 

(立D GEl (TZ〉〈D，JjL札 JL.

¥N""-CH3 

r:へ1 〆‘、.N r ，~‘ '.1 -， /~、I If- 、.l~

1'，_) 1 ¥j， I'"j 1 e ..1¥-' 1¥.ノ [2e 
H3C ..........N

，........

CH3\NJW〈NH'Y吋~CH2

2.英駿
7ムオン η令成方玖i手、すぺT低級に準1・‘f-::.0ιf助資 11.すぺ T宇販品を)有ぃ、
事3えによ 1)把金脱水精製tr三倹守れ与と η-6山主晶東主ギ-(民点二させよ託η7
JLオン在住威 11三。

c -13およびU-1N門Rスぺ 7ト!レ 11..バリアンfT 80A (令手所)の装置を
使用ト C-/3に対する我鳴周波叡20.000門Hz.ゎ・ょがLi-130.CfI3門Hzi・¥
F T3去によリ測定芝れた。まに現11え1五歳1:1:. 310C 1恨める。すン 10/レのう農皮l手、
ー静t棟、、 i0.8 ~ 1.3仰 l/ll'、あわ C-13fじずシフト l:t、使用¥I'て渚封書、のピ F

7 f.内好1歌手と ¥1針lfざれk・マ¥ i 1ηヨ昼時、η重手ピー 7のイ仁学シヴト I"I. T 
門S旬、今 Eも20r:対I1 Iワ.1.r H F 2ム4、H門PA 31. 0， D M E 5 8.8およ 1f

こに l かずよ 1)‘よ lの あtV'う‘方、tう もリまっ‘ r~ f}、Il¥ Itんす 11
力、オ?fミ ゅうず守、すがわら r~ r~ l

‘ 
いわむう '(}、、ず
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T6-(fトヲ?"ヲ 4ム)58. b押II'L 1" tJると tr~ 0 まf-:. J..iーワイL学ジヴト 1-:'づけ
11;t:‘ 020ずの Liα (O.t~/R. )のピ-1'f.外幹授手ιl1計11f-:. 
rJ. -ピフ，)Jレh'.f-，;.' r ーピコリ lレγ:::-才シにすずする pp pとCN D 0/2 げ0計
尊rJ. Oki ta.c-430oc(三重工技セ)引マ H 七a.c-84-50(ム
エ久)計t繰システム lτ よ1)HrJ ヴ r~o アエ才ン n 脅点告η底解、l耳、ピリジン η 守れ'
と同様ず&ると 11‘，. f-:.. CAーと 2-炭素l司およびrーと 4-炭素閣の結台第雛
11'、 1.3Qバイわる ι1'1計簿 lr~o 
3.結果ι芳普、
アェニ才ンに対する C-/3および‘Li-7 1t'..孝ジフト E表It表Zに庁、す e ま1之、国
lにパ0計草η純来得今れkπー電手強震と C-13イL事シフト打}掲fまt示す.
(A)アム才ン η NIマRスペ7トiレ
C-13スペ7ト}レiミづい1. シ7・‘ナ lレη件目島lて11、H-Iスぺ 7トlレιn比較.
tf:抑管のスぺ7トlレU、今の推定、 off陀sona凡cedeco u.p/;It~ /てよる官級魚柔 η搾言忍
晴雄 qη方宗主!有、、r:.0 マの結果、前記の/2梱ηアJニ才ンのま成、t雄鋭、11<. 0 騎l乙
メナ Jレfi.実ピ?ジン Lt托駒賓とする'1;::::才ジl亡づい111. スペ 7ト1レバ J-ンの
耳目i互によリ(1)1亡代表芝れるぴーピコリ jレ笠(1)-(V)t0戸笠岡)一個)に区別することが

'r'、芝る.

Li-1スぺ 7トlレlくづい T、本新托iく布、、 T令成 11と7エオンlJ‘既正ηご‘とく
すべ11)十ウムカ十才ンと f才ン対左 fふI1 いる.守~ 1"‘これらのスぺ 7トlレ主
観索 Ir-:::結果‘ 7 ル才ン、落成卦l史5~鼠等η 達、、 lてよト ít号ラ7トィ吸収flく
安イLt 1. t・‘ f-::.f-:.と乙 /1¥ d ーピヨリ}レリケヴム(I)の古島柱、通事 η殺lえ~手、1i:f 1\;~ 
古来をiHffJ、う H門PA 1τ支える:とによリ 1r..1季シ 7ト1-:'布、、 1o.24ppwト旬最低ず
に歪っ'11'1 .、約 6.5憶も広がると、、?1三支払L:f.、す.

N -14スペ7ト}レ 1-:'ヴい T、d:¥乾抑f責める、、 lまピリジン η橿面接産主‘ Nη位置 lて純
金色稀ヴr戸ピコリン-NーオキザイドレH たl期建するイL合抑ηスぺワト}レ l;t、
比較的差易 1':..親愛'1する:とが1"を kηlてRl、7ユオン η スぺ 7卜1レの院制I"J:~r帯
lて国雄γ¥ T の官民政主雄誌‘す~ ~ιtメ-('を fJ 、、 l :1.現在l二到ヴ T、¥~ . 
倍以ーピコリ!レ7-ニ・才ymとTη対ガ手オンとのl旬η結右;u(能、
(I)ー国:)1て付する Liー7央官島スペ7トjレにおい T、2華i勾lて安lfF、尿手を/倒争く舎む
側、ぴー』転手てが、i:素"(、bる仰い 1.3i賢策lて1:才ウ E転手 E持づ国)者ε常、く'1;::::才ン
η シゲナ}レ/1. すぺ T茎ミ撃に対 11奇話it島骨1Iて現オフれTおト マれ今り~r..寺ラフト
η 憧 I~. すべ 10-ー1.0pp机内("、 THF~n ぺソザ}レわ b 、、 1:1.IーフェユJレ7リJレと

頻似 l1 いるも η のシ 7 ロぺン?ジエ 5・ 1 レ (-:-~， 37pp /fl.) n吉、、 11.~ンヂ:::-)レ(-6. 
12 pp仇)1兵オンと 1;]:大きく表qヴマ、、ぷ;4}

l ~ 1・¥(1)ー舗のうちはは代ゑ1-:'耳元リ主 rf¥可η対ガナ才ン lて対する港草案、殺良、
損恨湿長等 η弟響にづ、、 T 得今れた視すl事実 t~ぺ~. ~.，\系 21て庁、す殺そのう経

d、にお'iるLi-7 ir.字シ7トη値ずう‘択の、長、主指摘することがずきわ柄、、られ
に落草案wずず最も緯俸が枚、、H門PAにお、、T、シ7‘、ナルが最も{各議場に説的れ、
Tη{孟が一 O.05ffll1.l:..非帯iてJ、芝、、. 1 f~ 、初ず。、 T・‘ 1 ;1:めるがシ 7 ト/(及 I!' す?語感η
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あ容もうかが釘れる.ー台、 z ヲ化く 1司t'訊新lて手リ 5~11定芝れ f-::'1メ才ジηC-13 
およザH-I iL 1字シ7トE什ると、 Li-7η場金 lく比ぺ 1~芳 rJ 港事事、知呆f.f.、¥1 
いる。 Et2-0中l三和げる 5-ぉ.r'[f' 3 -，j!.η*素lく対ITHfずの fれら I;{:、4.7n 
ょが・ 2.7fP叫すらにH門PAに主ヴ 11;(9.3ぉ!11 5.2ppY1仏語説場シ7トする o 民

1-::‘核抑系!てづ、ィ、 THFf‘0.5~ 2. 07l'l4ijJ.打倒T¥ シ1~! IJ: 0.0.2併とほ
とん t;'，~害、視T‘宣る反面、司主眼の平{直'f 1'1 2/---8地と大芝く安ィLする o j f-:、D門E干
の(1)、 THfrfη但)ゎ;J. 7J国)等η場信も 0.8-1.2岬 l/J..η乾J1i!1¥ シ7ト妥l手0.02---
0.05 ppwr.と、l、芝、、.最検1-:，5洛永内に過剰η:tl乾物質が現在する場右η ス々 7トJレ
E観賞。Ilfこ結果、長2-1てf、す旅lてαーピコ IJ ンη比奈が‘増加するオ豆、他誌協シフト

i吸収ずも点がる.芝ら iく、 5'11足場良t-1r C 1 f 111" ~と.。ーピコリン1;/"、重1:11
に規止する場金lぐピー1~〆ZLづにお殺すると J づ fくをオ1f~ ヴ fこ支1Lボ起芝る。
以に η奉文句、今、(工h: 対す奇付ガ今才ン η平均約 rJ1~重 11.，ピリジン媛η環電乱
初黒|てよリシマヘ 1，1;)'¥時える領城、づまト撲にηマじー軍手安打鳥響を我4受げる
と:うずはなc最初にfIj 1レー 10ロトン女挟反応‘が起をる追悼(j.-魚f-と f弘、、電
婦約(J豹智t捕ヲ衆阿ηすEf季、声、今ηιヴり務管z安11~村近uてめト落語革、の准~，tη
強芝 lて$リこれ今旬、今 η進芝、げ IJ方。て更はる o j. 1三、 THf、DMetlておげる d
一ピコリ}レリ十ウム(1)打金栓!句避にづい'111、L.j-7イL存シブト lて艮lずす殺皮初来
旬、今わ T 、オム析すEη5震度乾嗣ず 1;1:、金栓~能.が久芝《文ヴ T 、、口、、かめる、、 Il~金
η塁手fll主手1"は、、と角乙台れれ従づ T、:れうのごと U、ら、 THfず、まう晶点
以一ピコリ lレリナヴム(1)IJ、主と l'1‘惑星事舟手Iてよリ l覇縁者f13、ら全停を取リ毛か

れk寄与 ，(議時、和Z れ T いるもìght 翌~n iO九 pa.irと¥'1持拡¥'1いる。

ヤab1E1.Thecarbon chRJi1CEll shifts Oi-thcar1101ns，1Eppma) 
Ass土Cllr.lCnt

Anion So1v. 2-C 3-C 4-C ノ仁ー川〕 6-c 7-C 8-C 9-C 10-C CH2 
CH勺
〆

(工) Et2
0 1乙ラ.5 118.3 131，.7 工02.0 11，9.8 57.5 

'T'EF 16Lr.三 116.1 131.6 Qノワ， .ノ1 11，δ.7 57.0 

γLJ九A島F山" 工63.5 工15.7 131.3 96.2 工L;-8.8 5δ.C 

七てー 161.<; 1lL: .8 130.5 ヲ4.1 11，9.0 61.5 

Ei';PA 161.3 113.6 129.8 92.2 1L:9.3 62.6 

(II ) TEF 163.2 119.与 130.7 97.2 l斗6.7 5G.2 21.0 

(E1) ':FF 161， .1 116.6 131.;.2 104.6 1i，7.1 広ノ『ト・ Lつ 1さ.1

(IV) TEF 1C6." 工12.7 132.6 '}7 .~; 155.7 54.1 ει.6 

(V) "tιぺ→C 1(<;.1 111; .2 11:/，..7 lむ斗.7 156 .5 52.9 22.6 
25.5 

(¥TI ) 
一TJF
1l.J9.7 1('>7.'0 l5じ.(、 1C7.9 11j3.'7 61+ .9 2Lf .1， 

(VII) 中ドF 150.2 工。ι.Lト 工51.9 106.4 150.2 62.2 24.3 

(VIII)~~F J59.11 1ιl.j.2 55.4 CノJ仁・しフ L:2ヲ・Cノ

(IX) rr~'F 17斗.2 11:~ .3 136.3 101;・7 1l.j.8.1 

(;0 TEF 1う9.0 11工.'S 123.6 ユ26.3b)117.7 128.ζ、b)E6.C
b)155.8 122.7 70.2 

UI) 中EF
〈(1-C)
125.5 1~7 .6 (3.2 116.Eb )125.2b )85.ラb)117.2b ) 12L.2 1101.2 29.5 

(II) T-F 157.6 116.乙Ab)lzc.コso) 88.Sb)1lヲ.5O)Jう1.ι 1l1;:.2 C) 

a)てrrorsare cstimated to be ~itt工n土C.3ppm.b) Assign:ii号ntuncertnin. c) r~te chemical 
shift is not avai1ab10 OOCause of overlanninr‘ of the lc.rpc; soJ.vent "0eak. 
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-C.2Lト

ーc.ノ4

れ
一
ゃ
い
回「
、

?守

'TA 

fτ， ) l)ρ"'F 
(TII)bノTEF

( = r r r ; b) fi)~:} 
(]:1) 'i'，F 
(工II) "，7 

λη工つれ

0.80 

C-13 Ch.ern.iι乱Ish.if七s(ppllll

Fi9.!.n.-ED. (PPPmeth.odl V'1I. G-13 C.S.， 
o cn il¥. THF C1nd A (llII) in TH f. 

80 120 160 
a) 'Sr工'orsaro 己stir.1ate己 to bc ¥':i tllin土(.031'子出・
b )工口下ro-:;ort工0113OI st2:-ct:LY'LC ::leterials， 
oI-pico1j在日:n-::::uL土=1.77:工， 工.31:1， an己
O.~-3: 1 fo二、 0')，(:r:1I)， D、1己 (1'" ) ， 
res:~、ヲ ctivc1y. 

c) Contauinated v!ith a sma11 amount of (VII). 

(C)ぴーおよびr-ピコリ lレ型7ι才ンのR.手シフトと篭手、旗良
(j. - ピコリ Jレ1::-才ン(1)のC-13イL字シ7卜11、pp pあるい I'I.CNDO/立法に
よリ計f芝れる冗ー電手i震度ι謀、、忠臣1朝色庁、すことにづけ1:Il‘官I'i報1:"主Eべ‘k孟リ
イ‘めるが¥芝らに、 (JI)-(V)の(j.， -受Lおよ 1f位。-(W.)のr-笠η7ι才ンにづいマも制
緩T、ゐる :ι がわか 7 f-: 0 団 I1て庁、す議l亡、{工)、(却の両jtηπ ー電手法.l.t. )司r久
度-r、もヴ'1C -/3イt.itシ7トから見縁ることがでt~ 0 このこと 1:1:.両是が¥守れ
らのス々 7トjレI'I1 -ン 1工夫をく逢うもり η ‘類似の 7 ユ庁ン-(ゐ~ :とε章、味l
τ 、、~. 1. 1)、lながら、 H-Iスぺ 7トlレ句、ら、 (-笠の 1:::-聞才ン(:2[)一個)11. T H 
F中1"扶l二(j.-笠E経f-:1交すぺ 10-笠に支1(， t、こη支iLがよリヰ子えは状態へ η
異惟itでl旬、も -iX反乱、約に進むことにつ、ィ lますでに日月ら旬、にな 7 '1、、る. 7こ
T¥ :れう 5個ηぴー笠と Z姻ηr-笠η7エニ才ンに対する Lj-'7 1t. i手シフト t比
較すると. マη差が義喜久芝、、古 ηγ 古0.3ppm. tを併記、ヲ代王室、、f:ft吃な、1・徒ヴ

マ、もしこれら 0-型の7ユオンとをれらの対力手才ン ι(7)司η結令;tK憶にl釘l
T、(j.-型η 守れ主主主l1 J雀えで‘芝るとするなら r;C '(-型7ι才ンのリナヴム種
団)一個11、THF字、支遁T¥ 主と l'1.対ガ今才ンと援 11;f η 支f~歌手の 1釘がよ 1
!f.怒になづた初ηt唱h七型ηio九 pa.irとt1がある、、 i手、対ガ千才ン tFj五十!.r-炭素
厚手1て配位1.f三有?の{才ン対と 11将粍¥'1いると角 Lられる.

4. r'ofercnc巴S

1)下artIV in this sつric:s: 仁. /onishi anci i\.巾a~\.aho. s~"!i ， _"ull. Chem. Soc. J!)n..， 
50， 2512(1977). ー-
2) 空. T'ak， 工e'.ηsen-:了どaD.re，anじ ，J. 云nGtr~p-^n~0r"GCn ， J. ~ol. Jp円 Ct.2"OSC .， 2， 

=-
.)6l( 1958) • 

3) R. '."aack，ス A. [:O~"-6刀，
1272(1966) • 

与T' r. Co;-: anc 

で I~a!;;.cr. and G. A. 仁lnh，J.. ^~. Chem. Soc.， 88 
= 

Gsonancc~ ム， 31i(197J !).中っrry，Jr.， J. l' ，，~.r: n 
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105 1アヂl勾続養房、手によってキj:/ヒ矛れた炭素場イ才ン〈ワJ
(-13 Nfv1R，亡よゐ研免
(紳戸丈エ) オヒ級車"/0市定、数

1 .手じめに 三J面の~素揚イ才ン i亡対しざらに対面の誠養.~~手 lJije~立ざぜ，ム
婦の炭素芹蓄を令ぶLょう ιずるま実みが海をなヴμて晃とたがそれらi手不点、坊Iてあわフ
た.lhU4立与我金I'd，差本骨袴と ιてフjレオレンまi宥t'ゐ乙とによツ/ょのま司、みに歳、
坊 L た .4J またふのイ;rンの反Ã..../tìにフけても殺まずしJ苦味ある将来 ~Afr~ø よJ タlél
ゅよのイズシの株主tてフけて勺 -NTfR !.~/~' に核まずすゐ.

Z. イじ偽物令減、

(-13護婦北~:r~の令威(J:下誌の経路に L たがって合点レた@たたいしノ炭骸がス

o C.02-，寸 oC.ONト1'). Q IトJト

がミお;:;;!々がゆ ωrO562;:7NaN手
M色ST M~S' 

A よ土ル1eSH 史父よいsu.LL !?5J1301叶阿世OH
rQJ-JQ) 7 C弘スり羽 1 '3c. C込 ~@工宅〕

ト~iOS 13~ _ u MeS.J:1e，Mぞ
ド161tcuhM-P713C/ 
λこえふ 何色町I 竺y--よ、OH くC-13含有辛的40χ 〉
[OL-lOJ v ~ (0'1.立び1

f c川 1';c:イ3?農端時特産不ずJ

による C-13:l-入r;:丹空しノ C-(3官有~9o.%の炭層ゐリクムロ夫さぎの炭政パツウム
E戒合Lてi有¥)たためp アノレ 2-ノレ L の ιー 13宮宥卒 t-;t，~1 チo〆〈乙-/3NM尺よクまず
*Jι な?た (lJ2J '3多賀j。

3. イ才ンさの主ぷ1:>ょが 1H-Nfv1尺

アlレコーノν主を 0-30・cぜトリプJレ才ロ都敏(TFA)に堵tずしたた、亨にイ
才シ2が生局、する e イ;rン芝 Id:JIく氷にあ'1るとアjレ2-ノレi~-Í寺~しノ TFA をもS
去するとTレフイン乏が主減ずる.才レフィン2もTFA中でイオン三とな石。イオ
YZ t芋紫外・可視スイクトノレ lて￡、いて長波長JI.~ n.札収を ifずる。 329YJ 川どε 九 30()~
38ク(8/300) J 与If!t(ム300). イ;tンztgtH-N門尺 r:J当、いて 35dc.ムλ工ていメ
一日eS~e_He MeS ~e，Me ~es ~e 
Me全/ととよ二 I'\，þ~ I乙ヰ トイをS/ C=C.H2. 
b ぷゐ U門 Cらc..02，H、ーコムふ CRι0，H ~ん去、
ωUOJ :~ 4 .> rOL_To1 -E vγroLloJ 
V4 〉 にーι~--- つ〉 ¥ '戸〉司〉

ニ.. HょC こ evo.pn. 二L

(まうじよう まさ'<y いち fて r~'ðJ:: 
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チル企尾市!こ3;$=の取似を示す。それぞ‘寸td之.70
( 5ノ 3Hノ ピ-1'1e) J 2. 3 1 (S J 6 H > ぷー阿e)

チ い 牛や d 

f. 9;- (ら> 3 H" 乙-Me)てあゐ。プ7'j}レのグ宇
，{，(;1.-'.々 のように守主れた。アjレJ.-}レif.TFAの
パ，)Jτ乙F3乙02Tt=..;.容がすと Jヱ，70及び‘ 1，'1 S今
F似えが手くなリノ じのう表波炉~ TFA -d，左官去す
ゐと才レコ奇ント dcが'f.れれる。

MeC c;.D3_~ He 5千D3
fv(eS / eーしν3 MeS、j 千=c.D2

a 乙号乙~ '"'C:;J¥/ 工T 二ご':>1-____ 人

え一一ーの工コ司一一CQ..J-IQJ
2-dι 3 -d s" 

したがって Z率の 5ー阿ω:tl岳て‘'あクノ之本のc-Ne
i事丈竺〈非物語〈差。，7';PP汎 Jてuある。またo"c
にBυ てIt之亭の S-MelJf存豹面左午るがその差IJ:
，)、~い(手fJ 0，1 pp片1..)0 L-}ザレががら C-Meのj旨ほ

う主〈支4としね、し¥0 イ;ry2の柑芝ιして MJ生bノ
主f 務、よ乙，...全子とをダめ~ぃ平雄ri-.芳え〉多れるが〉
ょの i勾生タ t'J2.;.宇ηι-Jv1ゆえ非芽i躍である乙とよソ
:t党ゲれゐ。 U て!‘あれtヂ‘之平め C-Neよソ2*の
，s -Ne 0)方が#等4liil庄が丈きい i手ず'-{'あるがら乙れ
も4雪之され弘之c..とど{の患い平侵犯患えるとノ
埠衰を」ニザ!1三場$~~t乞 1 宗と苧るの lóζ c..又'd:
2.:d t二あ‘U てケ主刀ルシアト j差の小 ~I.A才 fあ材、

ら乙-Mε全「が♂タ /Z t ;f~亡しなけれl ずならが山し耐るに安手l 事 S-Ne の%がアブ
l之 lÆ4ヒずるわ l1 て、あゐ治、うふれも~老き札仇砕乏ヲゼ'i宮之本の C-Netít丈F
くすト拘て‘， 2..:f>の S-Neが'7fllhz."あクノ安政事実五よく説明レてしゅ。

S-Me 

C-Me 

+400C 

+200C 

。OC

Fig. 1. Methy1 region of 

1H-NMR of Ion (2) 

-一5-55泊z2往急翌弘L仁口可可寸 「「島一土-

一一?2ミdヨ当JJ-一一一_!.:~ムJ コζL--
(2a) 

マー，
J

H
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一
E
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1
M川

ふ一
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一一
S

¥

一

一

/

内
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一

助

(2b) 

H~ ，- Me. 

---一ー二三一ーし一一τ一ーァ~ r-ー r

『 一一-Jf吋疋
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4
2
E
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(2d) 



S-t1e 

Fig. J. C-13 Nr1R of Ion 1-in CF
3
C0
2
H at -20oC 

4. C.-13 NMRによる殺釘

イ;fン~ IJ:室温ていはやや不名たて、，あるのて"1'3 C -N fv1尺 l'd-20"(..てち針定し任。臼

-f~手 PfT-100 型フーリェ支換N 川 R装警を伺 V\ J g予言建材営1宇ゼプノレユづレ
主lT F A -CD <:;13 (斗 :1)場合法媒に'窄ずしイ才シ乏を与を主ぎぜた.濃度ほ約20
/"ι しノ内lf'，菱冴乙してア門 SをJ脅IIr::。千了。/¥)レスを用いノ JJJレスくリかえし0子
商I芋え "-'3秒/域主~1iJffrl手グ/)tJ"-プotJtJ1mとι(""0 I棺 poツク I手 CDcl3のDラf
ナノレ r= よフア亡。競~II 居!ヌ変装わな之に o3 /t1 1ザ 2 ， プロトシデ、カップYシグバノイス、子刀
ツ 7
0

')ングtこよフ T-:::o .]GH の規IJ免(~ゲ?ートデカッデリング， -r."1r'-¥)パJレス繰り乏し

c" 
"" 74.8 

-19-

c~ 
91. 3 
噛



Tab1e 1. C-13 ~MR Dataa， b 

Position A1coho1(CDC1
3
) 

C 74.8 
日

C9 63.1 

C -、!e 33.7(JCC=40.0Hz) α 

S-:V!e 14.1 

Ion(TFA， -200C) Mc 

91. 3 16.5 

78.7 15.6 

30.9* (JCC=34. 2) -2.8 

25.5* (JCC=30.5) -8.2 

20 . 2 (J CH = 146 . 5) 6.1 

16.1 (J CH= 141. 6) 2.0 

a) 占C'ppm from TMS. b) J， Hz. c) 且占=占(ion)ー占(a1coho1). *) JCH=128-133 Hz 

H寺l向 10秒て'/700 因不宣~レた。 JCG の ;.tJl!定 lて l <t乏/乞令指、した ω%/JC竣絡まオ枠き l羽け
た.将来ll21ス----4-及'l)."表 ilて矛、す.Jll乙ぽ非接結ア/レ'2-}レ !t/\~ 彩笠プゼ 7そイ
ョrY3:-のスイクトjレE示す。 TFAとc..Dc..13の吸収線E線くとノ絡みの Id 13'苧の
F及以線て“ぷフてノ乙れlð イ才シミの!3{@め炭素1::対存してあ、クノヂイ~t'i鈴功て"g.' い
よと E矛していゐ。イ fンのC-<<炭素引と営三/フトぽ Pメ31'1')11.?""O/a.A-~の権者
して lIるダメチノレベンジルカチオ Yのf;!L!;ぶアに比ヘ‘ι止16orl'Jn以ょ高磁場
にあわがな ')0'f易管fh〈被安原争に3え札ている乙とを不してい為。ス c，をAる
とア/レヌーノレ1:'ιとベ‘/.t"?fltt .{fæ:$語場移重~~てお Ij I Cf{/lヘ診 ~.f~.v\ 分布 L ている乙
とがうがが目われゐ .s -Mer3 2;f5になってあ、クよれ ， ~/H- N MR. r: ;;，・げる (fí~のノゲ

ヌー yと何点‘して¥.¥ゐ.アルコールI:tヒベ‘それぞれぇfP州とり，?m.1節減場ラクトレ
ておフピ→S の陽電Jすの長えれ乏~吠 ι ているとy季~~れる e また Iι.ffる要マフてみ、
ク骨tliのがたよyε 矛、しているようが。レゲ ι号、が合之苧の S-Meのシフ介淫，<14-，/ 
ff 岡てい Z本め C-/I1 e のジヌト差よ~4ff""- よク判、ヶぃ。毛しこのイ才シ濯がスノレ不
ニウムて凶あれlJいえ卒め S-N~のシフト差I手もっと犬♂く(約 /Of?Wt) な 1;れtrJ"TJ. う
な ρ しノスjレ庁、ニタムて、ない%( 2J.ドの円 0/め S-Me.句 J'crt(手話フヒ小ブい(;38

Hz.) Iまずで"ある o O/a. AらIJ.t-Bu7Jチホシの Jc.cが、之♂ 1Hzどあると重度ずレて l) 
.?。 イ才ン :zのJcc.t'J. 30， t-と 34，2ざ'あクアノレヨ{ノレ乏のイ互少oHz.1てどとべ万、なクイ、

erjA亙となフてあ、リノ ポ号、フめ F易骨iFがば炭素J::I~\7 て l) るよとを示 ι ていゐ。

"， ¥f.Iま論 以エの 'H-;}j'よぶ 13C-N阿尺の持押lこよツイ才ン乏が古4集約〈ピス
jレ;T、ニウムイオンや在接的な技素腸イ;:(シて'artくノ新し tハ笠の2安委場イ;fシてあ
ゐふとが明ら 8¥となっ T=。

1) M. lIojo， T. Ichi.， 2. Yoshida， Y. Tamaru， J . Am. Chem. Soc. ， 主主， 5170 (1969). 

2) R. Bres1ow， L. Kap1an， D. LaFo11ette， J. Am・Chem. Soc.， Z9， 4056 (1968)・

3) J.C. Martin， R. J. Basa1ay， J . Am. Chem. Soc:' ~， 2572 (1973). 

4) M. Hojo， T. Ichi， T. Nakanishi， N. Takaba，T巴trahedronLet t.， 2159 (1977). 

5) 北 4民草I ~;f.藤ノ紫終河タ之何?百.f1'li.A-f-鳩ますま官会(;アク?)

nu 
っ“



106 稿職、スズ化合判じ lし4ス塩基σ)潟地l川錨伸昭ポ E 
うも1メチ lレスズジクロライドとピコ 1)， 1:1基の

会/吉につL'ての主張 1)1学的根吋
(市大・撃 1 藤原英日円、 0頑井主芳、佐々不喜男

序論
哉、々 l在、日午J年約討論会て、門.e2S'l'I(Ql とぜ 1) ヲ〉塩基げう~~Il\11.' 1: ¥錯僻ヒドユ錯体
主同時に雨万えすることを示し i三 'U~今 I~I 在、 iしイス唱差として、民、3、 5 ーピコ 1)ユを
取り上 11.xの}f.r市|虐殺(kl 、 K:l.)、錨僻シフ~ (OA8、0AS2i1111. 任問也教0):孟}i依存
権よリ手県η守的t{ラメーター(ilHI、LlH.、Ll$，、llS2)l t~ め‘ 比例削主化 i寺稚主積引し巳。
今1晶l朝¥)f:::.ピコリシ塩基l在、内2SIY¥l2.2.町内ずロト〉主 3キに令裂すせ奇こヒ力、らピコ

リ〉主塩基内う農怠依存111.にづい t計専を行時、 R。ヌ、持楳 Id、ィι骨的に中l主でf容解
f[ 1l'"比較的震 t、件¥1¥JOlii.1玉1¥.) r:.. 
喫験

'H -N門限《頑q¥足l乙Id.、 心Wモー lごめ工高令白主 lヤ22(qOMH心E、F了モード的場合
l在日立民-qOOM(qOMHi.)悲置宅 l罰いf::.o (vJモード<."\~ T刊 SI阿部基手 1:::よリ、 11l都ロ
"1 17方式ず測定を行官、 f:::.，-1乙守 5 フ十向井~7を，~ ! 0、IHn:、あち， f T毛ード例工場合
1(1:， 7容噂d)1t号ず強可ぎるRめ、薄味ヨ司王町パlレス急列ず頑Ijl;t.l f.。 社め純皐、三指
す集1言号¥;5.皇均的五0.1:火下に5献小ざせる二とげでき i::: (I..~I I ;号冊、 )，"'Jレス急列町村表的
ほ条件¥d-、 ( ¥'?o' (~Jレスー 5 匁ι-qO' Jわレスーデータ収集-20 S'ec， )ずある。温1i可張婁験
的?伴、のブロープ‘ f昆理 ~'l'定 l在、較正請持例。 c書評電対日より行存ヲ fç;。 う昆Jtの iを庖H
i事工o、ずC以下であヲ T:::.oMe"S"，，!..Ql(古1F郎601.ヨ品、圧弔華精製、ピコリン塩基i喜布良品品E
so.O i'監燥後幕、首 Li:::.. 件，NOl.(d-1何日oにCo.H2も加え加重誤差丸し、脱水後、 1及、庄!f，CjB 

1~T 時、 f:::.. 諸制調製、~~ヨ専の詩作， ð 、金之ドライポ1 りつス中ず行なラ R。
主主差のうフ「のう集!き依干~HO)平術~にさるうミュレー乙ョン
l主埼京ろフトヒgtj専らフト内旅平均二業偏差
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カV長八、ヒ侍るように j主副主教jミザ、 1t1弄らフトit.tt等(こよりう夫在可る乙とかいI¥:L'.tで
ある tt尊iこlぷ偏似骨、数日1両 l'( ¥朝草川秘/ト化を行う、サプ lしー今〉フ・ 0グラ
ム DA V ¥ D九引l朝しt。乙乙ぢ¥¥j'毒培計耳 l在、各平衡試のもヒτ、II)試を品トヒ
可ることで、di¥るの
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x
H
V
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s
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(
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P晶
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Tab1e 11: Thermodynamic data for the pico1ine + Me2SnC12 in nitrobenz巴ne.
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主義弘4・杭寺字、さw..~ ¥iイ'ずあリノ 曳博 lなをうず~、 t 亡~.f]、 s ，錯俳柿Tx:li来、あキ

て， : ，if， w:の言語液中 x 同根~ (，v門Rのtime scale 1て比較 Lて〕寒、、劇的平衡にあ
る。

〉ニのめは，~'，，"rr:1 i七時巴 3 めが末品 EBBA キ\~がいてピソデン~ Eu (DPNi) 3 Iてフ¥iて待先終
協~-孝之宅r ~. これ主 η キ~~をき ~l ピリデ Vを号えま-i¥ ¥埼イ5と，大、過剰の r
リデシ-d..sを青む告勧告のよ e3S叫 1 の久々ワ卜 1レ左洩!11定l，;';巴3SnC1の構企句相;主主
域判 l丸 この骨格 1，;e3 3nCl の F駐車~Ii o.ρI Mとt点。 ピyデン-cLs-左 10イ若宮
告む場~，ーゑ l のように D' 'f-， D ，2. ~tl~ 花柄他Jlll、そくな')， 。ゅ/Dはのぞゆt
y卜tくなる. 三今日奇の DJ牛/D12勾比よフ回ろを伽l明lて θl之内さポめると司氾120;
θョ先 90 0 ずある。ミ η値 ，-à;.椛品~ ¥τ洋輪¥1:錯悼のメ J魚構造(得祈ワれ来と F 童女

する o

」、人上の t~ 果マ.$，来品完投中ずのIv1e 3 Snヨ工五~，.J '(のピソプン章者件り構」主成J 受ヘ
Jキがよぷi自伴 l亡がける均ノちと向権イヰぅy，温弱含の湾液中 z"t向楳ずあ 3ど組鵠ミれ
よう。 東品中ずり掛俳偽tXの材/併をさ3>\~司被 1こ寸志夫め iて!な，詳細法規上夜依存
悼の枝討ぷよ".;:樟々今)レイフミ塩建支 1柄、1六観樫曽--J)'‘I主宰ずあYJ をすしふ l~ 語体軌
f長lご注 3構造、変イじわ吉、 I rì ラの 4手記のを乙書偽議靖\~有量 t情鞍を t 夫 5 すずお 3 九

Fig. 4 1H NMR spectra of the Me
3
SnC1 + pyridine system in llP1008・

主体
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108 九学i創生物j泰加キマラトノア液晶のN門R以外ノレ。

(日主・日主石号〉阜J芽比五
1.j子
殺:ra~~態 lこ誌、 't ~デロトシのN 門 R スぺ 7 ト lレJ な s .;(t"(ミlマjνスモータ芝剤、=た

誠斜回転機構を角周するごとによら淑品のヅイズト結位のì<<~ 'if乏可能に~ t~ ごと
(~づリτlま p 自陣の討論会τ犠令した. ~<;奇ヅク液晶{ζ 来J 孝 i訓宝物左{昆なす~ t) 
滋Jもはマ7口約にネゾレ定機章(ラ後檎透)(¥.なゐ心吻れれ、ふ昨年喝発レた
スぺクトロメ-1左周、Eることにょにこのネジレた挽遂に討しτどの与うな知晃」
が得よれるがt調ぺるため J各穫のネて芳ヅ In安易と建』学活性物と乏組合也)I濃護
隊，回転調設ノ回転政争フ条件を費えてスペ7~ 111 !iJljf!. ~ リいと(~した 0
2..支局告と 衣紬ω内特例

制定(¥.岡山た織品ζあ掌i到也物左桑{乙示 Lτ毒、当 面各紙 滋払巾 モ11.応

1宅..~て詩、y グ成品NP-5")lLl-/OZ3 ，lLI-1/67 NP-<; 内p~字。叩 2
{まメlレ7昔、s， TN-IOI11ホフぜン・ラ・ロッシ3-..6)，5 パ c叩4M5E+ら~ 3 

入苦した o~tf制生物J.，-仇抑制ヒ CB-IS I主夫 C，町会!???
q東京イ凶I BDH今、主将した..NP-5'の紘鵡は -22ま;;;oω
ガ唱え7ロマトグヲブのピー7面穂比を剥用しτ戒め 明dmq?00ω
たo íN-IOI ビ llI-/013の檎*々~å5\:t-<t・制点比 ら助金-@-CN
はメー力-1\~ Itミ表ゼ ùtτ 、、る'~~/lbI- 1/ 67(-:. っ、ョ zu-叩 C耐 -@-@-ω

τl~檎弱々弁の例Y必義ざれ1\ ~る.J a :ごまZC:
アロトンのN門Rスペグトjレl却飾鞍告したス勺 ZLI-lお7CSH>，るみCN 回同

7トロメータ{こkフ了刷史し長.誠料の回転スヒ0_ C州必ヲアN
ドはパルス毛ータ駆動周のJ~)レス風波紋にし τ コ 山内側 CH 只印5

ントロールした. 昨 15 出向山ー@-@-ω

3. ì~~ 支給泉 引5

NP-5のスぺタトル岩国 I(~示した，ミルtlま末坤ずルキ Jレ萎の線長計短仇治的，
シグナル附比主層、)1):徴的支坊にシグナルの惇~折、可能であゐ.前 w、のシ
ゲナルII-ぺンゼン援のオルトプ0ロトン湖のが格争相互f食用l之主ゐliJ裂であら1た点"
し，シグナ lレ番手長比~)~利 J 前 W仰のシグサlレにはべ‘ンゼ〉主要lζ隣接 L だメチ
しン菱のシアナル事jまれτοゐe これに対レ}lLI-loおのん~(圏2. A) 
に¥1:.I ペンゼ、ン環フ。ロトシの化 I~ シクロヘキサンF案内のメテレンj告をほ U めノ相当
教のメテレン菱のシク"1'Iレ.6t重なy て、 3ゐζ11えず‘るを得な¥). -君 J !L子1167
のスヘ~1 ト lレ (@2 B) にあ(t~繭 w仰のシゲナJレ L~.んゆらむにもわ、~)の期
婦はlLl-/0宮3の場舎の約}i(こをyτ 、吟.両 wか?のシグヲjレ期障L1~1ま
Aゾoe(3悦~O<回 1)/三 (ぱ;~亀場と必~のなす角度〉ずあゐ的5 ，1LI-
l 167 の場~I主 cメ主砲 であゐと芽えよlJtゐ o-~良lしぺンゼン媛~ftjf-ぜ
かめざtわ・のリまで
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図/.Nfータのlト|ズハぞ
7トlレ@
(3dOC ) 

B 

国3.名誉活断力添加
l:t ~ lLI-1J67cの
ヌ々 クトル安ィι.
CB-IS i案理:5"叫X

図2.乏し1-10宮3とlL工ーIIo7の'H
又ハマクトlレ.(35"oC). 
A:lLI-ITZ3 J s:iLI-1/67 

芳、.yJ 淑JZの議~要君位iま王でおb川ノ旗揚宇に続よさ~~~o(. =o ピ I初。ー
完I lLI- 1I 6 'T の総省要ろ}峰崎駅、‘帯広後pτ J~弘犠打'/~ 0(ご í~ (こなゐlま
ずであゐ。函えの結果ほとのとヒとよく対九、レわ巾"lLI-/l67のdJA，uinl吋
-:{者ッ 7~K態τ\l1~p"場ど選考とレ τ 、古るのだ'6)S .J払掌j否般物をi昆右すゐことによ 3
τJ 本 L 老建想的なラ者豊雄造に f才コだと L ても必~dllt ，~:弘場ビ鍾愛す lJiJ削 τ"
完備6)~れだ111~">>}~-1夫容はLτ 仇citítt の寿淘 lまぶ弘坊と~~とし τ 、 ~~Iまず'τ‘冴
ゐ"1:定pτ ，をのズ匂クトルlまあ守JちJl喧物を混tr;-/-t t宮、 \jj易~と廟 U だ‘と乎想ざlÎtゐp
~.6) ~ J 1 L工ー/161(: CB-IS芝1;%C重量〉退庁 L だヌハマ 7 ト/レ(国 3)(ま~
な ~，J.J(と受イ'tJ(;τ山ゐ.;の;:~(ま J ヲ捷勅4印私場渇信11こ平行(:Iまなョてけな
けと Z 左;示 ~-r、、る。

議場(~対すゐルωみもの面臼.~ ~)'覧企 f1 ラシ9'\I~~K態のビ宅 I~ )スペクトルIJ)"如何
にすtゐ引主みるためん最もま峨の晶、TN-IDIを剤、河決の与うな要員長を什色
て身元.ます犠i亘(::~ τーたル..<AoM.opムオ丈態iこした俊ノ長崎嗣要i昆にな重(TN-
101 l"i ~i畠ず鳥島ラ/;tミoその後).義jÎど N付 R フ0口'プ内 l乙試耕乏~ヅト ~J
セット重役のえヘtクトjν左i員淀川園46に示した eんみもろ1鬼企に泌物1吉lに
紛糾 f~A憾の国4A 乙{場'" <異な IJ)国 451ま~仰な~土産呈 L ての
ふ国3~)'国 46 と酷似Lτ けるこ乙 tま J lLI-1/61に名誉j香唯物左j昆ゐイるヒノ
仏d尻の猟場lこ対すゐ通例6)'‘准イランダみに tt~::. 区芝示 ι7\....ゐ.仮にラ旋格
i査になら(:t" τ る y ラ旋勅の元制 6\、企〈ラン夕、，ムで‘あらと~之~I-ttゐ@なお)lLI-
1167左凋¥"l.τ国4-と j司/:J削え芭行I'J， ~ 6)" J ズペ7トノレ11.圏2(3と周Uτぉ:>~. 
忍よく，と牝l1.lLl-/{t7のま占友内移t苫ごとに上るものと孝之jれら，
〉突に最もシゲナ/レの1手J患の語症突なNY-S左用k、J 乙れにr1ーωILVO">'lιを/.7側ゐ戸
此合Lたもののスペタト/レの温度受1u(~5) 左測定L てみた o i昆設の働下に伴な
フて J 前 w~ のシゲ

n
u
 
q
u
 

takai
鉛筆



国4. 必辺ゐ1 の函~~II~-K忽(:主'/;) 7-，，-07ト/レの受ィι.
A:clム~~~場ζ彩色/3:ラン夕、泊施列

両w仰の)-7"'1/レ朗恥ジはほとんどおな¥') o 
な誠、』このi政策i風τ"11:;;安易のo油化防ωぬも
ほぼιんど受，5~\~" tl-志ノ温皮の俗下{ミイ幸なフ
τ 沼想、約lこ政~~)，，7f ジ'レた株遣にす~{tJvてゆくなtS
l杭み~cfc1tの，磁場 {ζ 対する禽農のJ種々異な p た
事のの ìtl~物の又ぺクト jレ{こなるはずτ渇ゐ。をの
場合コLl.JoC(3~匂ー 1)乏 の掬司令刈奪え 1両
wム'-9のシ7"t/，レ郁私、な，5，(..<"に.:1~ ~)\I大宇多にすをゐこと
は事易{こ予想ざtJt~こヒτ制あl-;;..実削務来のLl Vの

司、 ト ー図d，Nト5}::んCtVl.杭
温度受イtj6)'f極めτ小、 L豆、とは)11川県(~a)、、向子候 j昆戸、~O) 又ぺ7トjレi呈厳司え
だ乙Lτ磁場汚伽に平行な必vtvt汎のやr化引自 ルん~ì鍛; I・ 7"，，~Yv
に街、晴香のめ数r1)も相者{こか 3ごと乏物誇yτ il1定日孟illl.j::. Ó'~ 3~ 10ノ
¥ ':\~.. -?まリ p 必叫ι1凡の数{ま貧農ο((:依存Lτtt 7， !i，ーIrIι。
キlまずゐ9)"}をの8y:4yのピザクiま0<=0(害了ぢ不急坊ち剣1:.J1J> ~乙1;え s ~~. 
以」ニl1rぺて守た国 /^-I5 の結来主総，.1をず b と次のような c 乙 bj言之 ~5o キマ考
ッ7~1\'免{こ孟、山 τiま淑晶のもづ給者巽方 11症のI.if: )委{こ k ヲ τ 実~JM.ec:trn g)'瀦場l乙
孝行 J 孟交し τ萌到する。名誉活性物をiえ右ずゐとん'rttc1叫の頭E列4~惣 I~ð) に受
イ((1~ 0 Lt 6) ~ )をの費他(こ}存(;(特1，-NP-5~ lLl-}16'lのような⑮紡農漁師もの
場企)，芳想é9なラ旋捧遣になゐの τ"ほなしみ~ctcn の局場{:.対する配列 I~ ラ
ンダ4討になら.た (5"V /ラン9"T，の稚農lま混度{こ保存ずら.必以内 li局場(:;舛ず
ら角援に偽4tて/;J布んその'"布曲線のと0-7IiJ4.場弓偏に1!:くノ。)つ過度。e
下¥:1等tt，l /ii;>年dT.線ほルtD"fMlになtrJ ø 毛古らんノこ ψt1重の訴事呆 ~"11 (，・ ，I付p身的
にヲ旋棒tをになフ τけることはなたすきIj:1. ") 6)'・ノイむこラ提持遣をム声ビ L-"Zもノ
をのラ様車申のろ i司 lままだぷ弟場に対レ τ ランダム f巧ゐ ι秀之~~ゐ o
終リ{こ)2..J .3~前財守Jまìi1免税来{こヲけて庄べt ゐ . TN-/olにrl-ι飢 νun.e怠ろ
判。I.e10 J CB-15 を l 判~i'o i，l右L花もののスヘfクトルを実乞園6AノtBに示Lた
こ~~ 1-1，託生なラン J~配ヂjの場令の~4~と突をに申央のシググ/レの過すイド'
(:安全2ケのぷんusJvvtιτ、功。こう L花ぷふ以仏lまI;f巴の3穆の汗之考
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ヅク偽もι~考j~ 11建物じの峰村τ"
lまみ五れなれ:>~"理想角"1.5 指定格
i金I6rきラ後勅6r.総ぺτ必勝/;:.t"ii 
t" J5 Ir;坊市/ このkうなAi刷ゐι1
町沈dフ札b可能性6)"j3.~l>こ慌にフ
¥ ') 11ま以前 1:叙含Lだ了図6A/tB 
1まノー是タ想的夜ラ絶の儲来のよう

に忠明I#t~. '" ~S) 1"ノ獄粁ち琢さの
首誕胆載さ t るとJÂ~ん何者歩
手I"t，ノ湯本{:J:' ?τIまø.~ぬの
認めιt.ltft\ 、場~:bJ3~ た.このこ
υ)五}Jjl6Aノ6'811'.残姥豹なラ権
移遣の綜'.J.ヒlま芽之{ニく ρo~ ~ ，:;， 
必ωゐしの耐刈'費2声倒 I~ Iゴ妓
70ロトンi担ベクト/レ列局場宅街l:'平
行になゐ与うなメデレシ襲ぜメFノレ
参内'生U存投球ヒl-之だれi妥嘉が'
巴悉之4れゐ。
NP-SなS-f).:I{~ lll-/16 7 色2.H~

図 7. 試料の回転に ~9 スハリトiレの受イtJ. の遺産ず回戦~1!tt 6)"S測史L花締
回転涯最:ZHg ~~~マAノ 7ßlこ示レ完.静.Jl:婚の
A: NP-5".1 13: ~ L工ー1167 't.~ク同国 I ~ J:t車交ず~'t.図 711

11落Lく受1t./;τ 、功。 TN..../o/ノ lL子 10おの場Art周教fí梯来!if.、 L だ.こ引{~
厳晶の毛フ正司手抱負要 ~Il畦{こよゐ局場布淘への後崎トルクピ回轄に上ゐトル7~の
相対胸像6)¥11員度ルuぷ凡の制均マクック・アングル/:.~た了三め τ・・~わう。このこ
じまぬ奇異方性の費ttlL工ー1161(;jif ~τ 毛同根τ"あ lJ~ 乙ば霧易 1:干愁ざ刷ら。
それにち，ó)ðl 叶7 よず'回 7g 1ま静止吟のズペフト/レ回 2~ ビ~く受 ~IJゥ.おぷくこ
州 l-.Lr-JJ67の紡度6)"d，~ ¥、ために/回転すtτ毛必uみ1の1古]ぢdr・hな
め 3売締J農と足、ゆ，1ftゐ。

A ち

図6主ぎ活性物源;明日によるTN-lolのX々
クトル受イじ.(3~~~) 
A:ルωwσ"llti縦 3訓h.先ノ B:CB-IS 
i裳注 l制kYu

A ち

¥) H. 801..ω伐Jゴ.01例 .1kプ4・ノ丘ノ4-379(/~7，)) 
2)L， ro-U .J a.i) r~れ・ L.eゐ'IA I 60Aノ4-2/ ((~マ7)
3)し1'o-tJ.J J.) 'f'htt. L必何，盆Aノ /61 (t17~) 
今〉乏J争 1/ヤ 1 '7 回 N門 K前繍~誹i賢考旨1:， tf (111宮〉
合)N，ぬ悦.td"'"'孔ノゴ.Mザヂ1. ~~Ol\QMCιノ .;l J211 C/Q76) 
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109 事超y 番必鐸脅ENHR.による落融晶争各の動的l止質

(北大工)0下J'i繁三) ~zえ邦大横野植相J ム田英ニy 英田雄三

[序] 冶成喬イト手。天然itJ，1刊の中には奄畳 (lJ.OO oc前後)1溶融しl 東掴炭
鉱Z経過げ見北す 3舎のがある。 ニの温度成でば無安ト解J 解重念環J七J 重鶴各
専の歯反応ff:競怠す 3疑A地平樹梨能水、*規する ρ 当今レ IJ!寺聞や温皮の経通ι夫
に決相内構造化秩E争意~創立れる。 これわは議婦の中で I-J:滑に顕著で光学肉暴方 l止
の求晶(メリワェー;で)が主成l.， 1 1) ~ニ ι が捉めわれて\) ~ 1)。合成梅小喜の塩

化ゼニノ~ ( PVc， )の熱争解(TD )成虫天然掬ではピ γナ額専が乙の熱経迫左j重
ヲ τ決比する。~ ff. lな::l};'fJ ~ト党~鈎ヒ高畠で直持それ左捷知可 3 方法 I本 4 かヲ払

NHRl字決株の l注貫主調I\'~上で持にA量れてちり J ニの根抵~温京株での萩序揖走の
刑成遁是主調 f(~ 上で‘長官通した方法 ι\) えよ今 o 木新究で lま主足の目的にイト致す

3高轟用)iti争解能NMR.のシステム化之二れを用¥)てPVCの熱み解港融掬の宜持観
測J 手?と工今レ〉ヲーJ!.-ピザ今仁来.用レ 1ri有量J 奄必緋能NHRの二の方面〈の有効
世につけて;及苛 3ρ

[克鞭変重につりて] 周知の敢に喬超でtJ~解能玄得るに広従来の電磁石の改

文で行なわれ 3。広幅用の磁石ヒ碓J盈開陳60f/(lITfI. の木，0_Jしピース主取りつけJ 乙}れ
に 2 択の粛迄調静下、主~ 5tム7辰五葉着レた。会シム電景色lま1.2 Aてう空冷立が?とヘ

り木。 γ 卜で補正磁場左牌 3。静碓爵の署員立はd.s-~G-rであ 1) I フラ γヴススグピろ

イザー仁より宇史J七レ花。寅掃な放婦主得~1éめには
おちよそ i斗E費抑["1:.0 や光容は既設のNノレス FT

用主用¥)巨jJJ 両者閣の菅浪の相遣による jイ丈与に

法定左右ムフ L 周波数¥d:7" t:z卜〉で 36.L州Hz であ ~o
高温用 ]0ロF フぐは定麓冷オえによヲ T冷却エれて ¥1 ~o 

函 lにほ改遣し壬電磁石によっ 14号ゎホ古風場め身解

官主主調t¥'"f-.頗12.禾可。((JJは試折、室主回転["tJ ¥)主主

の水の周7良教ス/マワトノレで半値幅は10Hzで訊 ;)0 (b) 

は回転した場令の水のそれで半値幅 lま:J.dHz ι得正。
古式折菅は JO相/rm.~ 左用 1) 室:遁 T、倒史レ?と。高ÆJ--喜文広は

With spinning 

(a) 

(b) 

...，... 2.5Hz 

一般にA固々の又八0勺トノレの重 rJ-1) ff殉<) 幅玄¥)~ル反 Fiq.l Fourier spectra of water 
続互与え~o したがヲス吉町料何回転~!ffはわず ι ち ::2051;lilf吋 and
主n粛怠があうう。

[ PVC熱ht解落融掬八のえ用 pVc， を熱令解司 3ιJ 約ふ30ocで究会ヒ脱塩素L
A七l，:9を遣は昇温 ι 夫ヒた第仁軟北レ 7 来反主主耳~ .2)。 ニの TD-PVC荷重/1;1こ0リ

しもかめしげそでう Jナψ1."rfフ〈にすづ1 よ=のマつろ今y ψま?と、え 1) li')土ぜ1:."ゆみぞう

-33ー



エン型の構造左右乃j 手花岡崎に未摘がわの揚t.¥七冷援の
縮わか拍手 ao 囲2は33b ocノよリヰ200ιj与の超皮を 20[.
伽ー!の昇温足度で観測し?とス八?f7ト Jl--である o Jl月のかに

分解能のよ \1 磁場で観5ß!~司る ι } A七啓子フト:t};'1Iえ規事る 4000C

これわ瓜警護ト扶材よ 0・‘脂肪扶のフ0 ロトシであ~ :.ιjf.'判
ヲb シ7 トの櫨は200Hzで土:5PPtTrLである。 この超度
成、では昇糧ι失に)11夏、反最北が進行し) lJ..20 0(， では忠号署長
度は逆転レて ¥1~o この様に高超京体中の構造の変北を

息~に調パ:ñ t\;}. 函Jには重量よリIfJOoClLの昇超過 4120C 

震での妓スピンー絡喜雄先 (τ)を武百 o TD-PVCは討材

よそ J00 0 (，で園北司ふ これ i手脱危，j-t~仁来足先によヲマ

主1/E j於リ工〉型令喜のラシゲム足東播 ι老えわれ王。
.3 000 ιJ火Jこでi手寓 4〆軟化し) lj-OO乞材並Lでは-r;の庄は約 416

0

C 

100/f1lS k.短{t，J. 1) ， かっ史掴亙呈す ~o 東広でTi:ðí短〈

をLるには (f)粘此がありか (2)暗号撤世不純拘によるかの

府れかであろみo 定体状亀ではj/:.o，)工〉型イゲろの担リ獄皮

来事u立""1.2ι判ヮて¥)る 2)0 ま正午000 (，瑳皮の温度であ
るこ ιかゆい)の理由 l'¥本t;L< )熱令解ヒよる脱極北米 Fig.2 
来ねもで主げた;f対篭手スピ〉によるこ ι jj:定解工れ ~o

ニの温定成では[8ftの2Jてモ-)(シト} 信号識変はほ11>史で
ホ 1)}不対電喜久七~ )-最度は"-10

'
1/" S1'加5・g-'であヲr-.2). )'j(にTD-PVιのPFl-FTス

/守ヴト lレを観測レ l Jt~ 圏ヰがそれでf 測史極度はヰ10 DUである。者香故村ょが

脂財扶70ロトンのτ11-11.1'!'与'"<， 10 b II1lS) 1111I1l5乞得のオ¥L このニ ιi手hl'--J企
掠にわ tヲT雄和機構if.岡び<} 不安す電喜の非局在化

仁よヲ τ生It"1¥) ~ι者えわれる。 TD- PVCをヰJ00(; 

J¥，lょに昇遁レ -cJf千Zi'-)走掴肉の疑均人平衡が々がれ1)

定。リエンの疲~

婚しの緒ノちが進行

する o よく知わ

れ1¥¥ ~援に重
壮~ 'E:芳香震は

政掃のつ古伺仁対

'" "1払る質定で

配列す五。国5
はl/SD0ι の温度
で右翼創レた文相

次必のタミ遁であ

5。持事|幅拡111-

-IZ Hz であ ~o ヰ7

400300 200 100 (OC) 

1000 

800 

l@ 600 

ト了 400 

200 

1.5 2.0 2.5 
3.~ ，，-1 1 O~ /T， K 

Fig.3 Temperature d巴pendenceof proton 
spin-1attice re1axation time of TO-
PVC at 36.4MHz under nitrogen 
atmosphere 

3.0 3.5 

バ
斗
企q
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420.C ^ 
ト 600Hz --if 

Temperature depend巴nce
of the spectra of TO-
PVC at 36.4MHz under 
nitrogen atmosphere 

1斗士
一一爪~ー150m 

100 ms 
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一寸γ一;:::
トトVγ 10 

r 
Fig.4 Partia11y re1axed FT 
spectra of TO-PVC in 
the mo1ten state at 
4100C 



Observed .J ~ 
.. ‘-凶--・ 司-邑企d凶h.... ~-

Aa・....... 主主主二デ尊卑圃-守 .~曹マー~司""-ー-

ハT2=600}ls
Sim山 ted ~~ピ~T2=70μs 

-~プセミ孟恒三 T2=30}l S

ト 4.8kHz-l
Fig.5 FT.spectrum of TD-PVC at 4500C with sweep 
width of 24kHz 

央の比較的婚の決¥)説、みιス/マヶトノレィ全

域にわ?とるアロード祇1指令の格在hI‘古史め

n J/'¥ ~o このス八，01]トノレ主入力 kこレ Tフ

ーリエ変操レて得われた自由誘導声(克信

号力、bこれに金手れるff(/ff-主b離["1: 3 

づのち h\~L!f号k."若トホ:身のちはJOßS ( 
.20ψ)} 70)13 (訪 ψ)"1ヲJ:1}' b 00μS ( )0ゲ'0 )であ~ 0 :2〆つのローレンツ協線よ l〆つ
のがウス勘繰を重ねt形状関救互作 1)) bes古川で得たのが下の?ュミレーシヨ〉

の囲であ ~o 圏掠胞はち 30μ5何点‘必はZ能婦の中?の最北の進行で成長した;夜晶都
在トι推定工-11'¥~ 0 主た戒体見抵ち 600μ5のl訳、ノ奇はこの超定でまた:重沿レ 1¥1 rL ¥) 
芳香援によるもの叶えのれ/守聞の 12 ワ仰の点み1伴晶都βテヒ由来可~ ¥:.J哲え
のれるo J\人よ二の矩果は熱処擢後の問ーさ丸、耕の室 j~('.の五啓的極東iJ'わ判朗レ b

[工イトレシヲーノレ七0ヅ今の浪花初期通震の研究〈の込用] 囲 6村ょが図ワに高

通にちける工今レシターノレむザ今 di70ロトシNHRス八?'7トノレ左太事。約JS勺K1'-フマ
ロードは購並の 1乱¥)ス/マヴトノI"J}(規zわれ) 396 K材jιかわ寄香挟水系11めA〆に脂肪
扶米来に対点す奇 2木の其掲殺に必殺する。 材 IIくにはるム令喜運動が活社主主i

1) } 其鳴線は求。容にシ々-7~ にはる。 レかしj 芳香援に対しては) s) OA立の震と来
ヒづけて¥J~水条例固々の微細構造は観剰工オ1 1止がヲ b 胡ゐ力、に時 I K J人下では

脂肪放水系(J)dJ.走水害霊長米系のそれよりえまJ)jf~ 
その後差蘇寄る。 ワ03 K に 1孟~ k::) ス/マヴト Jl， ~プロ
ード二〉ヴ~起二レ治的j ワ23Kでは再A戸構造の乱¥) 
シゲナノしが観測主れる放に 1正~.ð ワヰJK仁抵五k::) 更
仁プロー ドニ〉ゲ水車虫干しJ 函ワ仁禾可堀氏札帯主のYzr
の線悟 UH者)ι三千埴悟(AH~) め比( L1 Hi/ A Ht) ffワ0で
あ5裾婚のt..n共鳴線七rJ.~o 光 ~4喬光顕微鏡観衆に
よリワ03Kでメソフ工ーズ}.j，球体点、虫規レJ ワヰJK で
はjてJI"ヴズ Yフェーズι1止フ(¥) ~二 ι jJ\ ßj月わか ι tJ.

ヲ12:.. l tとがヲ 1) ここでもス八，0'7ト/しめプロ，ドニ

396K 
( 1 230C) 

L一一一ー一一一一一一J
0.6kHz 

Fig.6 Proton n.m.r. spectra 
of ethylene tar pitch 
at hi gh temp巴rature~

(Heating rate is lK.min-l) 
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で、才')~包仮定する L 拘衡瓜えはi重度史

教室 Aιレ-r(1)丸、で表わ主れる。

-daι:: -k CtiAL 一 (1)

t~ 0の主主臼AL:ωlOの初期来持で(1) 大 f 
E頼みするよ J

仏AL=CHALO仰[-れj ー (2)

t tJ- ~o レK.;d."づて (2)舟の左且主用

聞に対Ir""(片対扶フoロγ ト[;1 直線刀f婚

のJれれはや-Aが点、れわれ;;， 0 函8ガ力 F月め

か乱旅ヒ} 時聞が長¥)領吠では宣線ff得

のれ""[¥) ~ s'::} 矩¥)領戒でl志雄れ 1 1) ~o 

そご T'，買掛けの反応世方向 2つの友定j
f重よりなる t)ちえJ

CtlAl = CHAL) + CHAL.2じHAL)0 叫{-fz，t)

十UlAL20 叫(ーもり 一(3)

ー0.25

0690 K ・680K 
X 670 K 
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によ 1) 表わ工れ~ t 可~ t} 各超定での Fig.9

長1) 品-))"求手 1)， アレニウスプロ γ トに
よりそれや点め?毒性J七エネルギーは 102-f<.J制~-! 21~ -R.J.tTrWh-lι求、まあ 昼垣度に朽
け 5時間抜高ス八0乃ト lレの測定終3伎の試耕仁はメソフエー丈、激体か企規[;"T ¥)た。
しtザ?に これのの瓦たl手J可ゐ:J:Jの形でメソフ1.-ズ主点‘に関直レ 1¥) :5 1::老え
内れ奇 ;t}¥ 詳細 k づ 1) マは閏下検討中であ ~o

[結論] 此」この胡く高温での NHRをそト解能のよ¥)磁晶で観測1るι1今ヰ得わ
れて ¥1瓜 ¥1熱友夫過程の動的構造L変化を客yfuにi色aで主 5二ιj}'判 1)) 布令婿佳
トJトイRι広幅NHRの中聞に舟在苛 5新レ ¥1領威主開拓可否こ 1'-jJ'可能 ιはった。メテ謡え
の課皇賞ιレて毒越での試耕の回転ι高1量制定舟の職場口ザヴが重手ι思めれるガ:
しか[..rJ. jf" h現在の処/時超?の観測スNヴト JI--が軍手 OlJH書下にす)~ :. ι~)号&
す~ k.} 教・々の試併の問教をしは¥)争解慌てーも十イト投立 1~舎の ι 老えのれ ~o

謝辞木研究の実姫仁きたつ T電磁石の改寅す をのJ也でダタ犬の4押す動力主環¥)た北
犬建啓都殺体化啓講産の下地定雄投晩 中村義男ft}J荻投に感謝放し手す。
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小野イ略戸郎

パナジウム水素化刺中の水素の拡散110 

傍，

最近.エネ Jt，キ“一問題が大きくクローズ}'')ずされ.水素エネ J~ キ F の府賓が?
の J 壌と li埋められマいる.金属水素、化物 lゴ.7KAの輸送・貯愈手段と Lマ有用
なものであリ.金属水素化物における水患の挙動き知るごと 1:1.重幸イある .N門尺

rl.水庫、の自己義献を調べるのに有力な手段のーって"あリ‘吠来よリ争ぐの報告が
~~れマいるが.いまピ lご水素の寄与動にづいマロ雄主 L i いない都ウケが母ぃ.なか
イもパ‘ナどウム水素化物lごづいマ口報告も少なく不到す点が争ぃ.

本加手li 1:1.バナジウム水素イじ拘の戸相!こち円るプロト〉のスピシ F 格予緩和時

閣を測定 t.パ・ナジウム格手中の水患の拡散!ごついマ考察 1t:.. 

山本。林繁イ事，早氷洋E久-3-，(イt.t更新)

く実験> (t)掛;料の令鼠 パナ三‘ウム金属(> q'l.ワポ〉を耐宜容器に入れ

J"OO'Cイ裏空耕民¥"t後.水素きょ0，...(00仇道入 1 望通まイ株冷再び 5"00'( 

!ご加熱{真空排~ Lた. ごの操作さ r回以上くり返(マパ・ナごウム金属き活桂イじす
る。 VHo.qorl 浩桂1t， lたパナジウム金義に 100atmのH.2を尊入 iマ水素化 lた後.

SO・C，1品代に Sι6揮者閣係っマ令成 l1之。 VHO.Sq I~. 浩桂花 l t::パ‘ナシウム金患

に吟穿量の H28導入 ll'令成!た. H重)1. 7]<..系化!亡伴包う重量噌加に J司寸芦そめ

た H重の誤差11土0.05以内ヒ考えられる. %械¥f-:: )ぐナジウム水素化物口. トfe気

流下においマ.200叩，Jt以下1":::粉砕 1r:::.後 PlreJ<力"ヲス製 i:"-プル r:::jt空封入 l

ïi;聞東開訊料と!た.料末 X~奪回折，，' '1ーシの解訴から vHo.qo， vト10.5'1いずれち
金属格子口 body-centered. tetra30M.lでおリ VH 0.10 11コα=::3.04 A • C"" 3.41点、
VH o. S'I イlコa= 3‘02 A • C =:: 3.33 A -( iIi>るごとポわ力、勺た.
山市の ;~'l 定 スt'~ ...格予緩和待聞の芳!支口 i里1もの {80・ーて -'(0・パルス法によ
..， i朽なっt..測定に用いて装置は N門 RSpedo.lity社棋の陀...60 RWイ.測定闇波数

1"J 55. 0172.門叶z， '1 0・ J~ )~ス lゴ t守よ5 )-1-5-(おった. 三ヴ.ナ J~ 1:1 Bioma.tion 1010 
TrO-nsient 門ernoγyビ託銀 1た後. FA c.o門 F-PDT宮 qイワロコユ t':L - 9塁間い寸
4 ~ 20 田積車 1t.過j更を設定 l1から 30グト以上符ち、市の変動めない状態で・
潰リ定 Et守"J勺 t:::. • 
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図 1， 2 Iこ 220 Iくにおける

VHo.qo及ぴ 190Kにおける VHo.s'I

の緩和樹線を庁、 tt. VHo.qo. 
VHo.S1のいずれにおいマ 8緩和

曲線r:r単一の指数関歌的減喪主

300 

国2.VトtO.S'/， ''101<における
'H品緩和也貌ι
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図1. VHo. '10. 2.20 1<における

'Hの緩和曲線

Lゅう 1、ちろうちのおきも.やまも E
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示さず.二種類以工の Tlの持珪 8j示唆 lマいる 77.--. 420κの範囲f並度変化ご

せT測定 1たが、同 L'‘ような傾向がどの量度でも見られた。

VHo.qo. Vトj0.S'1の)'Iナジウム原号の格与口 body-centered tetY'C¥.!jol'¥Cl.Lてあリ、 boか
center吋 cubicの C軸が伸びた形にヨゥマいる.x線回折
の結果よリ.金属4野手口 p相の I相のわであリ‘ d相(
bcc ) ， d"相(千cc) のj昆荘の響、いことが雄誌ごれている.

7K~，晃子口金属格予のすさま!ご!コい勺マちリ • Oda.hec1rn.1 

slteとTetro.hedro.lsit守 とが考えられる.パ・ナジウム原子

と水素閣の相豆作用 E考えると、図 31こ庁、す Oz:sitぞが長B

-t史で.次に T:x.d( '():' Td Sitぞが寺更でおると考えられる.

水素が Oz及v-・・百(有)slte Iてある見拳で分布 l.各々の1i

の値左汗、 lマいると考えられる.

水売が‘「種類の siteめがに分布 liいるとすると‘拡散

による緩和時間五iは.

1/1瓦==AHH' RHH • FHH (1:/2)十 AH門.RHM' FHM (l) 

と表わされる.ごこて¥

AHH == (2/S) ir~ "h2 T <T寸!) 
AHM'" (2/fS) ì'~a-M2 1i2s (5+1) 

t:l 

〆
z 

-<1 

図3 VH;tの interst¥tio.l

.slte. 0: vc伽u必岬t，

• : 01: sltぞ X:Tx. 

slt哩.

(f) 

(，2) 

(3) 

FHH (l') = 
で 4"1:' 

1+ωH2で2
十
1+4ωJτ2 

で J τ+  EでFH門(，)=十
1十(ωH-ωM)2τ2 1+ωH21:'2. 1 + (ωH+ωH )2τz 

イ‘あリ，
RHH =手 (T4HHys 〉 RHM =子(rjHM rG 

(4) 

(S) 

(G) 

て‘ある.子ほ.おも水売を中町之 1.闇盟のすべマの水素原予 lごついマの和イ・あリ.

子1:1周囲のすべマのパナジウム身、f子!ご勺い Tの和イ・おることを庁、す.

水素が Olsiteのかを占めると仮定すると‘刊の最小イ直の理論値口約 6m.sとなリ、

五tT:l-)stt曹のhき占めると仮えすると約 .2msとなる. (!)J記の~2 墳の H-V 相互作

用に Jる緩和の墳のJ+81$えると Olsltモ-('7 ms， Tx (T(1) sìt~ -( 6 Il¥S とする。
実刻 l~緩和曲線きど・の J う苛応挙イ分離 1 1 O理論値に令う刊の最小値の組口出
マごなぐ Oz site ， Tx CT:l-) sit曹のーうち.も{く口双方の刊の最小値が 理論値に

比べ口るかに大きく立っ 11まう.
TiHχ などのJうに H-H 相互作用の J-t~ 考島.すれば、よいfi，1"Iコ実測値と理論値
が良い{扶を示 1. vH:x.) NbHx， Ta..Hx のように H-門相互作用が大き〈寄与す

る ~1t立運論笛が実測値よリ Jふさくすゥマ l まうことが幸良告されマいる.そこで.

(i)式、の気 2項のわに補正係数 Bをかけることにする.

本来が 2種類の slte を占める喝怠実な勺た slte にある水素閣の相互作用~ h~ 
属、に入れ古ければなら 2ぃ. Lかも 各 sl.tぞへの水車、の分布め比率が不明なため

緩和曲線き.えて買え:

。。
円
ベ
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刊。ー門 t t" 
一石ア'" bo exp (ー王)+ bT 邸p(一τ (bo+ bτ-=-:2) (7) 

2用いマ最小ニ乗述イ分離すると、To.ちの誤差が丈きく守')すき"る。マのため.
bo • bTをえlご決め Tおく時零がある.実なった s¥.teにある水素閣の相互作用さ考1着

すると.川氏 11~ての J うに官民められる，

十 AHH-RLl (Xi) -FHHψ+ B. A HM . Ri M . F H門(有)十畑町内)山つ1 ・

( i，，jr1. 0又は T-C. キj ) (1?) 

:こて 文iは islteの?j(寿、濃度きノ子、 l

九十文γ=χ (χ-金7.K.'.、濃度)守)

文i /10::: bT / bo == exp (-Ll.E / RT ) 

という蘭fネにあり.
てノー= 1"0-1 -t- τT-l {11) 

ィaる Rii(ズi)，Rtj (ろ〕は i sltでにある水売を中1¥::に L 周囲の i，t lぐ r:IJ 
sltt"にあるすべ'ての水車原手についマの和をとっ t僧であ'). i ) j s i tt'への分布の

イ士方.すなわち温衰の関教となっマいる.

χ。はいき決めると伺式よリ寸'0>TTの実験値が出マきマ‘ 1九0，T存Tの最小イ値直の実

力がT京まる，今.伝4車電号ヒの相互作用に Jる緩和埼聞き九ヒすると.

1/寸;' = f /Ti~ + l/Tie (1，2) 

の関係があるが TiJの最小樋付近で 11f ITie Iゴ無視できると寸ると Tt・色つηdtなる固

でらに Orsite t Tx sì.t~ -( Tic!が最小値をとる孟度が 20κほど l力、建わないのマ‘
1"0= TTヒ仮定すると (8)-Aより. ;;(0 CXT) ， Bの園教と l1. 寸O.τrの最小値の理論

値が求まる.実，J乗値ヒ理論値が卦うように. Xo (XT) ， B哲夫めると‘ VHo.'lOイlゴ
χ。=:0.~2 . χT = 0..2宮、 B:: 0.344 ( .320 1<)， VH O..s守でrJ χ。=0.44 > ズT=0.15. 
8 =: 0..352 (.31-5 K)となった.引が最小僧きヒる過度の遣いを無視すると. <(0)試

かち..1E口 VHo.qo-(・ 4QOcoJ.lmJ. ， VHo・S'l-( '1SO crA/，時打tる. H-V相買イ乍開の補、
丘係教ロ VHo.'lo> VHo.SCI共に O.J5 t ¥、うー扶 lf:::値を庁、 l1おリ.何らかの拘置的

意味があるヒ考えられる.

上誌の 4E の償却、ら.

<1-， TJ( sltel:::介布する

水j患のあi介比E測定通

友ごとに求め. (7)式き

用いT緩和歯線から最

小ニ乗惑によリ To，TT 

E求めると 図 4~ .s

のようになる.乃の最

)J、値r:r、 VHO.'lOイ1'1
To = 14.5 ms (330κ)， 

TT= 6.5ms (310k)， 
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阻4. VHo.qoの緩和時積 包5. VHo.S'iの緩和埼蘭.
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VH 0.51 1"1""J 

が 0"slt~ よリ

る.

魚体重jE3a度付近で I""J.払散による緩和の寄与が小さくヨるので.偽造における
古から伝草電与との相互作用による緩和の大きさき求めるごとがイきる. κ=五.T
の値 1:1• Olslteは VHo.qOで 160 s.K. VH O.s<l で 110s ・κ ヒヨった~ slt-eの方日.

イ与量1"D 拡散の寄与が者軽視T・きず vHo. '10 1" k: > .22 s. K • νHo・，;qず :>.21$・κ
となった.

実現~ lたTiから 11，2)式E

用い 1. 伝尊電与との相亙

作用に Jる緩和の寄与さ差

t 51き. オ又寿、拡散による緩

和田寺閣 Tid.苦求める.

Ti<A d.【宮}試に λれ lo.

lT ~未知教と 1 l' ft.現，]Jt2量

煮においT連立方程式き解

くと.国 6"'-7 のようにな

る.但 l. Tx stt~ における

伝道電子との相互作用によ

る綾和 E摂裡 lf::.喝令であ

る.ごめ相互作用き~属(
ても E:a.の僧 lごは大きな影

響左手えない. 1/ア九てのブ.

ヲフ I"J直線にならず 水車

の拡散の機構が逼度 lてょっ T変化 lマいる ζとがわ

かった.グラフのf噴子から.$，散の是かげの活佐イじ

エネ Jレギ‘-E.r..は表 11ご糸す Jうになる. いずれの場

合で b. 高濫1}1']の方布、，~ち遇制 J リEa.がえき〈含ヲ T

いる.高;量智lにおい1'1ゴー O[slt~ と T元 slte 1" Eo.がー

玖 ¥1いろが・.イち過になると. Tx sit守のそ7が Olsitマ

JリEIAがJ1、さぐなリ 拡散r:tT，ιSlt曹の方がiきぐ宣る.

さらに: vト¥0.59の O.lsltぞ 1"口 .220'" 310 K た主ぃ í~奇

異な挙動き尽す.国 6-ワのおt~\歯がリの点におい
寸. Oz slt~ で口 vH0.'10 -( Ao'" :2/3 (.250 K) .νHo..s'1 

でむ::::1/2. (:2.20 K)と1、う非業!之単純立僧きとっ寸 I、

VHo.'10で. XT '" 1/4 (.25'0向、 VHO.5Q

γ. :X T ::: 1/8 (J 00 K)となる. ごれらの結果から *-
寿、品散が. ?l，~，の配列と審持に聞iき l 合っマいるご

ヒが示唆される.

(34Q K)であフた。1;:siteの方

不意拡散が喧i、傾向き尽[マい

I? 6 rn..s T 0 "" 14. q mS (.:3S0 1<) . 

最小値をとる温度がわず守、に倦く
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図6.
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制.ean Jωnp time.、

図マ
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表1. 水鼻の感官民の活位イじ

エネJレギ'ー

VHOQO 120-.2S0 

250-400 

120~2S0 

2.5刀~400 

丁

( KJ 

Ea. 

(k叫んII

3.0 

.5.3 

0.8 

$.3 

0 ・Olslte • 

5it~ 

Oz 

Tx 

160-2.20 

J10~420 

160-3QO 

.300 -4.20 

2.9 

8.!S 

O.S 

8.8 

Oz 

T:x: 

VHo.5'/ 

-40-

寸x.site -r t る.



111 スラヴジキの水の;-IA匙l二聞苛?l1i"fl史

[はじめに〕

〈得尿インフィ Jしコ)0イ左謙広stl 鈴木英及

(乗 1ヒ丈#水石升 );tよ Il~亘男

車水処理プロt スゼ手ぞ包可るスラりジ l"d ，通常ワィルタープLス，ロールプレス

ある円 1;;;1達 1じ分融機、るどのキ幾ヰ長税水=装置 lこよ、て脱水三れる@ ニれらの脱水禁置

l ーよヲて寄られた税水け-l( 1手車i:X全域却とれる士号合がヲヲ、、が』乾燥成却i二l手勾くの
エネ)¥，(ーを t必要と寸否 。 また機・械的な月足水ち三五 1ニよる水分の院玄 lニ1;;P.艮庄があ

リ，この P~庄がス三な胡題となっ"c. ¥ )る 。ヰ幾岡田足7KI ニ E品、リ℃眼 J主力，，'~じる J京国と

し τl~ ， 2勺の乙とカf考えられる可 1a: ，スラ町三芭機柑的t二畠fL亡のDJ.主し℃

もスラ、ッジ中の団体粒子問主が十分 l二時近しな、、ため(身I察，角の引可掛方、，)等)，

liJ1本柑争力f窓1こた士是也ず水が占的る空F賓が一定比キゼ高る ιヒ . イ也ち Ij:， 7jくと粒

そ?とのキヨ旦作用が月足7k2!:. P亘書寸ることで、~る . しずし，スラ、ソジ中の水のヰ未;態{こ

づけ乏の鞍包 1まlまとんど足当らず，期日月三れ℃日な、、ため，脱水，)-失の水分ヵてあ

る一定問1主以下 lニイ怠下しな t喰 IE]l;;t8月らか l二三れ之、、なり . 著者等 l弓 F 又ラγ、ソジ

中のフ水')<.のニオ|ば3天く匙 l戸二「川ての矢知p見左f樗害否た均 ， ，泊色，)、包ミスラ、吋V ジあ、よtびノ〆=匂jく晶是釦イ乙1'1ルしミニウム

主民吉式叫として'言試式辛料斗の含 71<.宇 I /.追孟j及主専左

[ 主完‘弘鞭貴 ] 

3舌，はスラり :';I~ 合点下*-左回介会，1二処理したもの左使用した7jçr暖化l')¥，ミ

二ウムは， kえ菌室ア Jしミムウム水港5えi 二 7k.~定化ナトリウム水港?夜主力ロえZ: J五点したも
のを紙水τ‘十分{二f先5争しZ:I史用した . シ，)カ粒今 lユ，日本アエロジlし株式合主社主l
のらリ力粕弓戸(f奇品名 AEROSIL OX!>O ， 

AE.R05IL 130志、よザ AEROS1L300)に水に懸

渇こ tt"C.使用した。 上記の試料左曇空;-1'坦

し，生式したケ一矢左常5.. :'.J二枚置し τ試料中

の水分左蒸発と t た. 蒸発水分室主主用部(

時間経過)司 3 ことによヲて宮水寺~CI)婁なる

古式料1'!.t尋た. 吉正料の含水守la，sst料左 105
'""'-'IIO.Cぜ十分乾燥ttJt萱し℃ポめた。
三百料色直持 ~j'l定 l明言式験官 1こえt義守るの I~相苛
め之島ヵ、し刊のと，主し ;t士長しーと毛晶f孟ピの
;1'\:主 l ニ忠、けて水がす ~7・ 1し管の上昔131:.:見絹育

会なピ測定一上のえP幸も 9夕、、めて， @-いこ点ヰ

ようなセ 1¥... l!:作，) I 二のセ lしに試料主主士轟f造二，

七)¥..左7更す£明言託鞍菅 lこ押入 LZ:;安l定した.

このセ Jし I~ ， I回“いニ J予二すよう l二両立品問坊のが

ラス菅(臼本特車料学株式宏之i~ )に{缶1ii'Jか

らゴムキ主主押込み，三ら l二持毒剤(官邸イ仁a学

-41-
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図-1剤定吊セlし

1 : ti¥'糾， 2;ゴム柱， 3:持着荷j



生lシーラレト|イ E42 )左足喝し亡よめたt のぢみる. 町立糸間坊としたのは，話

料が泥ヰズてえ入れや司 t、専，ゴム社主押込ι際試料の窒左容馬 lニカロ;Ofc長てιるため t
lし巾の空間包l孟とんど零 lニ司る皐がてとる等の利点、ずら τある. ヰ主杓，持着荷。lふ、
よ1.pヰ義造 þ~'適当て:‘な L 、ヒ，カロ季存中 1:.キ主が・押忠されたつ，七 Jし古Y石町重した')しゃ司、、.

@-I 1:' ，"1"-した tlしは為勺 l写OOcの拘換に角守える強患を椅勺 。

スイワトロメーヲーな，日本電子株式念紅型 P5 -! 0 0 "["， /~孟J主才化 1;1.付属め遺志

司をま星左使用した o /.孟忠喜重差 l志士 10
0

C 1.ス肉 I /.孟J主晶玉見sほお・よぴ・;;"'1主令み】~.:.
れよリ良、、とaEわれるが不明である.
( r.息受，モ告案]
当然、の ιどながらti¥料の宮 71<.幸， 3E庄内
変4じに制し℃長tぬ!きるのは，モ集中畠ピある1)

-It.学らづドのを4ヒ宅吉ためられるが，精j者良

く ;!II~定て了とず、と，)おけ‘るニミこか可、てプ主なか勺

た訂-z!二台71く暑と，鵠喝の関係左示寸
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晶全角ヰi乙よ'}モ蜘畠の，毛串，1、1!:示し(I~ヨーら;ゑ
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112 /.デ〉レ中の水の氷結核;楊; 温1支イ衣存性(こ足(Jすケ'，1.-濃度局分)f.1こ
フいて

¥静剤薬久〉 。片J.，哉、ニ末λ 至宝)J:孫魚£真芳

ゲjレ相サ i二，告まれる11くiニIJ、自1'11，1九と持，色、JJ¥(~水ff.t7 1J\) づ存丘 I) "'J ¥かられて

いる@ 自由+'-IJ 0'、で'+..絡するの，-対し結ふ71¥IJ.jJ¥持イず、小点、よ'，1，Jる。、バイ岱

v、通史に 7争法PL /:時はじめてブロードド‘広不〉京4水t反T-X、手ヂ、の4本tとLてん4 勾 κiμJ よ)-!合1点~'r

4不札ぞえLる。1心.) 1;生tUUL斗J千宇J品L古分〉壬1: ;司小，
て手められゐが.. Lωウ、しご♂不味+，量(は4若Lく渥受む4依弘存，比L手すy作こs鈴? 不J禄来剃イ水〈とイ水t 
1ヤμ向叫71ドtヒの対九先‘(は4必すすず.日も 1之乙量的{ι二眠明司雄弘広、4もンのでで'(は司ない. ~.えフて不味l}q 色フ τ71\

炉1]<'f月完するうえで‘ F~呆 lくそのるのの状態4ナホ'r ~ Lてみ‘〈必守がある. え、
ーっす、ゲレのよう弘、品今3判昌徳J生からむるマトリックスグ1:合3れる水(7);}<..結都
栴教構1.;1どのJうなもの宮内。、t興味為る問題である. 也、ぜむら Jれら 1.1生停車の
jJ<..持融解祇構と極的て類似 Lているようい才えられる。、らである。

-演者ら 1.1~むこポリアフリルアミドゲ jレ (PAA) 左用いて‘ゲJレすの 71<IJ)相対量，
核降気街川崎T，}シゲナJレの半値寸のみ々(ごついての温受依J同を調べ・ ゲルす
の水の処遇城。 iこぶ 11 る 4j(篤砂祈 8 行事フ -C.\ 六。砂その結果 a ふ々の過皮~圃 1: 対
応、 L て、四つの熱平衡~K鱈{刈 自留水ー持~水(..... /0・c)J S) 自匂 Fド・不味本
ー水 (II・C rv ー;0・己)， サ 不戎~<. -，j<. (ー10・C 叩 -10・cL ρ~ jJ((イ0・ιサ}
(図 1) の丹Ji~永唆 L て釆 fこ・ 4砂か園きらlドご-:1'樗空々の3燕模f夜支♂ケ
て肉?祇不の実突‘鞍を行む Uν、.ゲIレ濃lI(7)通実綾J昼硯泉や同つの脅さ子街i¥挺(:1えはすっfj等
iこついて調べ.ゲ JレすのlJ<(H~O'マ)の 0'￥鳴線m 通産依存 'tí の持来ヒるイ再々士、ゲlレ
中の+:の;)<.結融解積棋につνて論じ六.

(安喰) 急援度の PAAケル(よ%， 10払

20 %， J 0 %) (J *法iこJリ、 ア7 ~ )レア

ミド水泳夜iこ微量のi葺硫峻アンモニウム

五添加L、光重令{:"1調教ぎれfニ N

Mぺ効|足(;j、 'H共鳴と Lて日本電子製Fx
- 1(/0 在、。明喝iこIJJ¥'リアン作製FT
80ス吋フトルメーアーを用い1:・ 通
安制御1.;1いすれも付属の温度可変張置五

弔いfこ。 なお直千妻，温度計を 70ロープ{こ
描入 L‘利え温度 Eチz、y 7 L ..土/・c

の経団句の精度て・宍喰言行むヮ fご。 T，
剰えIJ， /80-τ-J("マJI.-ス系列(:よる11¥-

ve吋 I()凡疋ωνeヶを観利して;1<め、ブロ

ード弘、不味71<(7) h IJ成仏門"0j.での時i明

LIW 1 I (τtl.c.t 11 =:τ/ム州)主用いて等主し
た。 干t1)<.をはじα，11凡刊を，金む j07.
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1¥(の偽這域 1:~'Iする各熱平命救・態

とその向の相支作機・株
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lj) 2. ;t. 9 r 7 ， Iι7 ミドゲル〈宮 ~ø， 101.

1 の水時スヒ'ン・持事績草oa寺陶 τ;の込.;*

:U"，30%)中にeまれる水田含昔前 ::"1量 4'1:え
修急性・ -0-今ま?車種 /)J. 0 tjぇ接投壬基準 lニLてl面積。、らポめt::.• 

ート島北11珪 むお、各五星夜1:ぶヴる刻え1.1ナみ{:掛子i身

{:主主する 1 での時間 E ぶレ 1~ 後{こ行むッ fこ。
(持来及ひ:考察) 図..2(手 PAAゲレ寸の，j<.OI令量の温皮依存'民主調べれるのである.
2ふ却しtい〈と、ゲソレ寸の水の骨量:J-，'0.じで怠寺別こ減少する。 ごの時.ゲルサ

の自留水(;1jJく持(‘同時に待合水l二由来するプロードB‘千戎水成小が沈われる。

Jの相変;L7:..セニ l1:.-/0・Cの臨界進受からさら(ごやまPLてい〈と、ごの千味11<成;
分の量IJリヱアペニ減・Jlし逐iニ消失 LてLJ j • 遂に{昼過~~IJから昇進 L ていくと
千究lj丈童(.1-/()・cJ でほ冷却進荏と同じf'lt九 f~ フて増加し .3 ら {μこ-/川ρ.c (7)~肱品
，界ιを幻手§白 l:i逸乏続β肉'g{こ
iはま PμAA"，./ルレ1掠患芝iド:)貰珂噌明明jト〆品与む、え jば.iiは4よザ河同じt峨t喚負向のA後支/盈丑f堤雇象主手し fたご.
出JjJ、PIJAゲ‘jレす今イえのえピン・格矛緩和時胡官の埠吏依存't生E調べ六 bのであ
る。 ネ五Plていくと、 T，1;;1 -/0.( jでゾニアー{=減 γLてくるが¥ー/ρ日で志玖
i: ，]、ざ<( := dO '" 5)むる。 八後のエ令却1:対してポ IJほとんど安JιLむい。、反乏1.1
菩干のよ戎・川t自向iこある。 主主 i こ I~温イ列車、ら昇進 l ていくと ふ却逸足と周じ F~th t 
4フて土川丈得1:役浄してい〈が、ー/0・乙から.JOcめ閣のちの争動IJ.冷却i畳程のる
のと$な 'J' .i皇統的iこ増加 Lえの冷却過程1:到達する. このゲルナのれの T，ぱ
PAAゲlレの1最もこ l明イキUくil¥l珂じ1'.員向の J長屋現象E，-T、l!二。
国ヂi品、ゲ、jレすのがの線tf(半峰中)の過受依Jトt1.~ ;j¥ L 1=ものでめる。 キ却
Lてい(と.務庁はー/0.ι1でiJ.i.f-えの.)、さ1;;.'(A (" I HI) ~示しているが ー/0・

ιτ 含激iこ竺 300的経夜mプU ードむ千味水威令(:変わる。 氏後この手;呆水の手ネ
寸i手IliJ:"リニアー(:増加し.:: / ()()() Hi. .1-:人よ{こもi乏し消失する. 進{: .1岳温.4~IJ 申、ら存
過 Lていくと、不;ネ水の線中iぷ冷却遁桂と同じ r~th.を通って Ä'Y し、毛の 4え縫(= f.え
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括と ~fJ.' ，ト-$0 c 付t!:申、ら現われ特め.爪後遺;むこ増加 Lえの相対量(こ待!呼する，
図 b(~ ‘同じく 0，7(J)練中(干他中)の追走依存性を調べプこるのである. 宝:a-l守
近(こて乞仰がZの線十三示す0，7の共鳴埠l革、温度降下乙とろ(:，) ::. 7 -(~;ながヮて
いさ‘ー 11>・乙付近で(J20b地杭..t-Iこも乏し苅失する乏iこイ昼過イ判。、ら昇進 l-rい
くし-，s 'c 付込て線中主 μo 地的神文J~イ行か・検必ぎれ協的、 ~a ・ ι てつ'$'-zP .i亙.H，の

値iこ復悼ltこ 0'て共鳴て，.(;t 7・ロトンでみられ戸Jう官ー/0・c以下の不味1)<-戊介は
みられ江司、フ f二・ Jれ(J不味本初0'守(.11i..1手lK~. であるも♂の 1J'1j.") 1重動来、得;ァれ
ているfこめ ゲ7の図栓ヲ緩和が'，~.暑い 3 いて 7ρロードニシ]" l ネ食費ロできむ〈むフ
たものと考えられる.

以上の結早から‘四つめ怒手術状態が魚堤Ij.'<説哨される1:11でti<、これらm
四つめ ~ÃJJ.f，司め相変仏( :付して机下{二のべる J うも'f.Ï象論的 ~'jl(絡融解1~;1~Q乃え
られた・ 冷却過程!:1;、νて 状終的IJc.)， D)ヘヒ相j:.4tlていくが‘り1.K治(.1J，昆
虫しない。 状態A)の水(.1-/0・CJ でれ結(ないが、二オ1. IJ1畳冷却~.i\jJ.のfこめていあ

')‘この遁冷却σ原因即ち水点降下 E起こす禄困IJct"，pι/，"C"-C Io.¥lsi似の 2むよリ内部

ft.Iこその原因を不める二ヒがで3るが詳畑ドついてはニ二でIJ玄反l~'ぃ， ー/0'
c (こ至')ゲ lレτトソ、/'7λ内Jこ水晶核が形民ざれ それが芝坂長しゲlレ1.1失去をする.

どれほゲlレ中の自cl1:rJくが急激{こ水結 ltこごとlこ対応‘Lてじる. 一方'::(7)時、水炉

司
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国マ PAAゲ/(...守的干場A<.勾.(J..tミす a3孟

根被風

水利分(.1自由4えの水絵(こJリ主たる実被相手を失江い..J ') i.量動J夜、等きれたプロー
ドむ千:恥lぇ点，'分iこ交化すし ょの千味1)<.成分は各過度iこおいて撚平衡iこあヅ、冷
却支互訴追いよ').還まヴネf専のゆるい成小。、ら本結 lてい3、進(:運動府与のfまい
向<'分から融終Lていく。 即ち Jこで干味本(.1むにが布を持つが禾(:.'/J技状;鮮であ
るため不味水勾¥チF司の 7'ロ卜ン交授が可能で1>')、 Jのため単 J 毛』ドの，千味本氏、

小ヒ L-(検必 f れるものと~~えられる .3〉ーオヰ遇過程{ごみ‘いて. 1}く択終的(.1. 
:)， 8)， A)の1')員(:相愛4t.する. ヱごでー/代以.t(:広いて.自制く1:x古来する水
守Y融併し a)状億五成品寸る・ この 8)妖終 1.1昇進過程のみ i こ成われ‘ ~7ste l"n;>
eo-<rfグ，京国ヒ紅ヮておリ、大きぴ融角専の靖熱、に由釆ずる・
ゲ lレ穆堤(J.高bラ t何回の岡陳即ち空閣の大~ ~ (こ」ヲて特徴づけられる1)¥"4)この
マトリず 7スサイズ今初来1J.. 不味4くの存1i軍E周(:若 L く l:~1野左京 (J すことがわが
る。 図7.l')、白白4えがpjtf長寸る通夜(ー/0な)はこのゲ‘lレマトリ叩アスサイズm
f;場主受けすÜ.IJ ーえであるが‘千非7!< の舟(~する下降の i昼夜(不41)< → jJ<.) 1;1ゲ
Jレマトリヴ 7 スのサイズ‘刀、・小さくむる(~従って‘よリ偽造{則 F杉村するニと 1;"わが
る。 ミれ l;;f宝停汗、の白由水t;{'~-fJ'く 持制くが多い組織/Jど不;引くを帆進まて(
-::: -J()・c)有すること 1;\" で 3 るが、品ずみずい、組織;即 ~J詰RHIくが少 k-; 自由水の

多い組成ほど.不味水の存 (t乾副IJq夫1ることと対1たLてい j鮮味塚ぃ。
。明，]えに 1;1.、ーすならぬ御助刀 Eいに1:"!!J L 1:こみ予科学珂究所の迄村公教被F
月号如いた lJ.す.

勾分 l 守図/'J M~ 肘繍 4主宰盲集 1"1刊拳骨、

1)工.D. K.."tz.， !v:， 1. s. B叩 sfield，er. D. ¥....."'，削dtT. v. Purcell， おれば， '.!J， lJ2.f (i9Jり

3) D. E. Woessne.-， 8.$.$0.0叫de叫，J町向"Y. C. Ci/i同 j.eell. 1.噌".Sci.， 1JJ， 2(13 (1'7り

~) S. K.ot")lQ "'''' dA4<1 s.同:山V，，-， J'. A.，. cke... ・ ~ø~. ， '.!J， y.，.~. (lp7f) 
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113 liI休高分解能NMR~まを用 u た高分子におけ補&"1:持品質の
守強制史

京大捷 o前曲史郎，寺尾武彦，発11霊幌』

[芹] 結晶』性高f分手 11結晶椙，非品相なピのけ〈づかの相かうなり.!e-相の政

骨此，運動性，手F 晶損金な￡紙巨視的立性.~操、事時前連性乏蒋づ τ ける C ζ {J¥'.tく
抑られ Tけ右.高サ子における， このようを静的動的措支の厨 ~Iと nc 固体畠サ無
能NTI1 R 11.....-?の有鈎な宇箆童手入場 tの三思われるJ 苛こ f務必瓜各相の文イ
クト J!-のす融，争相各晩胤線のi1.うやi史-.各組の歳サ此の遁'1砲な£を行なラ g的ず
7イゾタク 4-'<'J ク・if-"リプ a~ レン( p p )会ょが艦艇Jt.ポリ工4-t..シ(P E )に
おける 13C固体島々T 解能， NMR 鞠吏毛布なヲマ、、治 ð)" 、マの干備的を結果をとこ(~

扱各する al 90'"r田・剛担割1FT OO._y 

[実験] pro十on-decoupled13C N M R ̂イクト 'L.は 'H I卜-------}!!-------J 1--"----
掌 I~ 守0<>'マ J(.. 丈を埼りる苛兎(国 1b. qOO 1¥0)f.，. 1.悲〉 ー竺竺了了庇C肌随一一ー

と 13C三H 薗 C問-pO{4ti~ a.tìon ~ ~I 崩する p伽- enhMced 13c J/;'， il.sへ -
N M l(N (国1a.， CP若〉色周¥.¥-r自イ乍の袈墨f測定L V V 
た・襲q高層?康被111. H， j3C Iご持 Lτそれ千れ 5Q，53MH;}
14， ~'T MI{~イ仇 I}.) Hiの丈きま 11それずれ 15G-，
60~ イあか測定 Iこ Il 市鼠の PE 総縫およ 1J-・ i.t- P P走
用wた. pp試料l主糸町制ペ笑壷令乏舎まな、)tのすめ
i;1. PE試料 i主qODCイ， p p試科IS1400Cイ約20
守閣アエー)(..してか今3刷1Jl!.に局、、た.

{治相のT:1.の令指色制主事ま) 13 CωT1湖安Lに柄、、
た/¥()Jt 1..象列を圏2，ごiI¥す. (1じ‘めに 1¥0ルス条9

'
1めく"

b)IH~ 

叶ι
国1 ωCPラまなうが‘
(~ b) qOOI¥D1l-J: '3去の J¥D
jレス条列

込 L 時閉の簡1:: 生 t~ 1;J 13C ̂  ~ ε粂の石量化を qOoJ¥O Jt.ズトレイジそ靖英三也ヲ~.オ乙
{こ 1吾C_:1H聞 Cr05S-polo.ri ~().tìo判定-t.'1 同 L て 13C 1. ピ;，~の感化乏生じさで ， qO・1ず
ルスを加えて静議場事前(1ir2tl) 三瓜 Tの進のち旬(国2b) 1::自か d私 守L

1，崎暦 tの後"1 H A t.o ;， l乏decoμpling Lな d¥ぅ，臼ĉ  (.0シ粂 t二"00 Iザル
スを加えて F工pき!e企業 Lこれをフーリエ変橡Lτ葺分解能又イ7トJしさ脅弓.鱗
祈を容易に司令ため，時間 t の鋼電 H 丈ピシ糸さ健制ざ吃てす}-~nsìen-t N OE.動果
を取除き 13C叉ピシ条のスCU-格手緩却を羊ー活殺閣敬聖tごす私 この乏を剰事2
iC圏Za ) ，班長!.-2 (国 2b) ぞ 4寄られ治あ~椙のあ均吸収議':討す命日Cヌピ

シ余の説ィιt1(t )， S 2 C-t ) II CYOSS-pola.riA'/l.tioYl 令ょが NOEぞ得今れ治審議.16
のえさ iをて札ぞ、.f¥Scρ 合よ-rJ.'S .e，ちにする三 JÌit;ぞ多えうれア~.

Si ( t ) = SCp e-七/ち十 Ses ( 1 -e _-t/乃) (:1) 

Sz (七)= -$Cp e--t/Ti -T Sef> ( 1 -己目-t/Td) (2) 

通えだ. しろう， -rらお たけかこ，ざはか あ{どち
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Q) q《t b) ~(jミ
1.H . 

団2. 13C 丁t 副長l のハ~ )~ヌ条列 ω廼，')史>1 b)測定2

ととイ (1)'<. (2) </')差を ζれ It

S-(七)三 S1(七}-Sztt〉=25cpe-t/ <3 ) 

となリ ，cnm-polari 'dCA tioY¥こ主ヲ τ信号11，'得今れ今朝，すをれち役4のょっ 1こ主
之し τrì9ìd な柑の場令に T1 値毛ヰミめヲ~ .: t:必ずき~. ~f'lに持して(1) 'c (Z) 

の利をとれlず

S+(t)三S!(t) +S2.(t) = 2 Set (1-e -'9'.，呈) <4-) 

三な')， satu rt>.tiot'¥ 'fεωflery ~去の場舎の王C にー致 L ， )!どの相の場令 1:.t T i倍以・
4寄られ右.
ある悦也線に討して (4)の学調教デs''Jトを.f=rなえ If，各A湿の綴和過程dt重なっ
τ基見測されるために直緩τqならず，解析。T国島て宮弓-d¥'， (ラ〉のずUッL主併わ
包て行なえl;t‘，会Tfイ直をぜ験するの lニ寄蔚fあるだけfなぐ分態乏れた4I"T1値
を令椙にう香忌す命たのにt有効ぞあ私

t. d、L，croSs-polo.r;do.ii on布 Jが NOEごちらの剖h肌 ceme汎t fCl.'十'o'i .t，;f量aの
1¥0ヲチーターに借予きするため，各組の厳令此々を是11生のあ'1J争相のスイクト J!，.き得

~ためにはよさ己の古笈 1;1"イをえなけ. Cの場令にIJSA.tu.YatioY¥ tec.overy;;まにすm:nsiωT
NOEの討哀を51fまするエ夫さ付け加えゐC乙によ，て，定量惟苦手ぇ得毛こ ζ を
討論会f 事llfi すっ予定ずあ~.

〔結果壬議論J I蛮3a，'3b 1主Tれ守、れ CPヨま， q Oo I\o)~ 1..法ぞ得今れたパ、J/'
qなit-P Pのpro1-()r¥-dea仇'plecl.13 C粉まスイクト J/..-fあ窃. Cp ~去の場合， ミ宍
ラシグ時閣 i主 3ms，qoo }lo)レλ惑の場イきくリ逗 L時間(J5'秒ずある. 3a.官二 3bピ
イ、大 fな雪量u肘みられて、、;? '3仇ず IJ遁産の主穿，;:イ半うえきを変化はみられ右l).
Aイ~， 3 bず(;1400C -{ la 3 (). ~ (訂正、周L"ス/マクトn-iあ方針、温度のよ稗℃ ζt
1::線喝のえき苛滅 Jl!抗試め今れる.特1;:1300 c ，~わいては各昧札種ðf I立、き 1)寸
書量しそれタの住 "J佑議場復'J ふヤ 14責に表停〆~';.. <:?:、ジに持 Li ~i." QQ.5，106.6 
ppm (棋農 2ppm)ずあり， 場表f 得られてけ均等イ万平均ぅフトイ直~1.8，qq.，!， 106. g 
ppm 4にほヒ人ピ日致し この遁走-('IJ ラジダムな運動杖、態tこあ~~乙き1t l て、、

ゐ. Ld、L， ラαの :1.300C/:おける丈/'fクトJ(，はず7ス轟移点、川下の&のτ二{まzこ人

亡、愛イ乙 I~J昨今れず，おおむ刈静的な杖態にあわ E 乙を元 l -rけコ~. この占フ 1j-見
据瓦す~結果 I~ ;1).とのJうに説胴す令 C乙.(1，'イ‘ま勾・ CP兎-('1;( 1予C-1H閣の1-U量子
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130・c

kμ...LI 
50QH， 

130.C 

Prot∞-d民∞pled"c明 C甘口 ofit -polypr明 lene
図3. Q.)Cpうま， b) qOojf)VX 3;志1:S る it‘ pp 
のλ'f/}トjレ

α) 

b) 

80 100 140 

shift from 1司C6比(ppmJ
Prolon-dec叫がod13C speclra 01 oriented polyetylene. 

The draw direclion is pcrcllel 10 Ihe mcgnelic lield 

国4.α)CP元，b)qOOI¥O)ι
又戎による PE~;{イクトル

相互作用ぉヲまくな、川主宝級和-ðy華々みに~Tなれれず，非常tこ長、、さ寄るシダ時廟
を必*て tる.~並ヲて脅肢のミキラシダ時閣ぞは...駒吠責主L け lまざ信事\;tおく宮\)
Cこf用、，七札た 3ms乙りうミキ乞'/'j'時萌i~拝晶子相互作用。張、、 ìm~obìLe 古
都骨唱すなれち商品相主 imm0 bi l.e lJ"持晶相のみぷ観剰にふ品、ゐ1::~λ今11.- ~. ー苛
qoo 1\0)レス法ぞ I~ 1¥0 Jレスのくり孟 L時閣をす骨長くすれば，全てのまFサa、らの信号
計得みれゐ. 国3bI乙すずける線市晶の議少IJ非晶相のイG挙ラフト要ぢ性-dt‘ミクロずラ

ウ〉憂駒 1こよリ 3Jf今し禿 Cとによる.1吃Z の知~þ.長リずほ，結晶嵯 ÌJサ手におけ寸
イι掌ぅフト要活性の頒少 Iこよリミクロデラウ:.-o.駒をとらえたの JJ' I主Pめ-r-f謹吾.
団4a.， 4bはPE織誕の庇街託、料 lこ会日τぜ止tt、れ CP~ 合よ zt qo 0 1¥0 )レえラ去を
用けて4寄らk¥..た P市十<)l')-de∞ctpledj事C文べ。クト)(...ずある.繊維動広韓議場 ζ手有イ‘
う監理l主&，00c -rあリ) qO ・ NJレ之のくリ ~L 時晴~ 2.0 sずある. 4lAの蕗1)吸
qllJ量(ぺ)~‘〉からWíppm) I主主て L-r Il，陶した~晶却に主るるのそ再リ院nderHari
のIAHro..orientedP Eの位置 E ビー致する. 4bi'11， 11寸伊川の鋭1、仏腕し後て q8
p þ rn. を中小℃する幅の広、\臥/#.線乙 ~r 令匙乏れて川コ~.イ6諺場侃IJ の E民胤線 It 意表 1:

針ける等方平均倍 q~.~ppm に品If-致し τ 宥リ主℃し-r mohfLe~非晶相による 6の
イある.意識場側の峰紙線は主℃ ιτ 結晶相による 4のぞ、イι場予フト寝苦唯lこJ
¥) I 等古平均値からおlttppmラフl、して、、否 e Cのように配1初試剰を局、、τ両rス
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イヲトル'tに Iml相の文イクト)1--をザ厳観測すすととð\~ぞま fê ・
前 lこ£ぺたT1魂!I定去をPE試料に遁崩して得今1t.た又べP1トlL-丞団5，こ ff.す，
S / N):じ ~t 兎く予備闘を結果 f ，t~ら穆 ðrT1 イ直を求め T み右ピ ;tの」ラになヲた.
5夜、の s-(七)の手持数デロ "J~ :定之否とち点1;1 2取J，j弁、千あ手立之 ~ï Jt~ リ T!

イ直.11長、lht分干酌40紗，短¥l貰令f' 1~程1量 E なヲ 1<:. A，取の 2Seも-S+ (t)の
手持数ず口 vト定℃壱之約 250ms"<な，た. ¥.の結果 A点のS+(t) アu'Y ，、 δ、
今精今tt屯振分l立運駒挫の悲い、非晶相 fぁ'}， B点、の S-(t) 7{>ロヮトふ今得う

れづ~ T1の長、，古守 ldsi喜劇他のえt、、結晶相， T1 の短け歳骨 I~ ;:れタの中廟相ず
あ翁℃理主え今れる.p pに〆ヲけ -ctl司犠の結果を得て、、る， 今後，4zABの運動性
三割ぺ~ため I~ ， -Y:1の趨jf~停挫φ菊， 1足4 行号う予定千ある.
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b)制定2による7:，/¥Dク村レα〉現。史iによる^~クトルPEの Td医IJ鬼NI5. 
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M仰に "..J+-Spi凡叫Hま(MA > )三去 iこよる
国ィ手品タ与今維持時闘魂J鬼

(臼本電与〉 。藤戸崎B召草丈E霊)

114 

寺尾昌;昆i

1‘ I ~主りめ i こ

以々はこれます、 仰が乙 川作 5 pi;Y¥ 1':んき請を4費用し乙、ま河童!)*fl;~生

侍島内@ほサュ.-70 /レヅ、 47多i匁'.1/詮方 F ポ、三--t t ~'-[ /分占星ムた千ど事曹三h緒正l!"寺出
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Table 1 ( i nCHCl3 350c do=100MHz) 

¥¥¥ミ p-Me H m-Br P-t¥D2 γ(CH~NC 。ト-(CH仰ωJ.5"-di(eH3).NCO 
ドル 1 bar 10.6 Hz 13.7 12.3 16.2 15.0 13.0 9.7 
dVc句1500k 8.9 fiz 11.3 10.4 14.4 12.9 10.7 8.4 

川北11+10.2 + 9.5 +8.8 + 3.1 + 10.0 +8.7 +9.4 
'---
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ル持荷サ\')官，事 lご I亡ぺ'て増加~? 11 ~ごと〆グ'妙。'~. Jt:::X==H〆f'-Me，F付 Oz_ jt1-8時

四種lご7tlでJ才， 41'す/て吋ずるilHR:濯の梧'f量動果カ¥''11'θ/ご表の伺 71/ると吉える。
( 1"/ (;ら;ρー川令)，;VCO J:/.下三着tJ借/1勤果ゲ己予建寸前るJ: ')t 丈き~'.1戸zチえて
11 3 Q ご成長rtt Lて.:#長 IUf;(iのどこづ乎ま'i説nt-lc !i且o7c) '/1)。少 Vぐ
X毛 の :lf，脅要ω !z 所属'éI~ とその極・立とのググり Yゐ 1)ノ ([j)'!f持Í!Æーがが二十あて， し
ずるそのが::If1;1・耳形l')丈きく偽差 L て μ る:と 7 ピ'ハの配定。1" ，外手て'\ 1~1妥 ， ，1喜

重iこ殺者-;!rfL -?;ペ'き課題l"I?う:59 ) 

〔芳守〕
活性化体積 l;t-械に. *~不口和持。l闘力夙と 4書道項 d内叫十川と l:::i分 1) てお S

キキ
AV-'= AV;ndu.r~十 AVωIva.t.on

るずこの毒事J令 構造場1/非学/ごtI¥ざ1I (ld~tfUct .. tVe I <: Iゥゐ)の C野崎モ lし件穫の差
IJ 主iご方不と謹格);ft定乙のf!.fiiiJnの受身/ご)-')1庇ぎ引でいるとJQ1，]' I! j. Lた
かりで持材和lご対する f極.pt府東ノ宜伸動票{ごオtlLフフヂ家ぎ斤7う，

-<C?..:>-ぐタ ____CH3 
X C-N 

に5〉CHs
ーーーーーー四」‘

s- ~H3 

xep-624 

CH3 

""--ー司ー

原系 毒初ヰK態

Fig.4 

Q
d
 

F
h
u
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ごの(::.d!J 曜荷 (}df所在ピどの長~fifJ ρ\'t ! < ft;o¥' ) ，悲#sJとの櫛互 ftIf/ 0¥方不に
ttぺ'了弱 1る，すも「約手音声，分ε1'-'体積IJ/ i重砂がu!てJ皆ズ rJ!;のItzみる。
ずにヂえずべき IJ，手f;分主の .1Lj，f語E産と，ヨ51f一家採点fの充填との尉係てみ
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metHb N 3α2  14.2 28.2 
61 19.0 30.1 
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lTaken from工izukaand Morishima (1974) 
Biochirn~ Biophys. Acta. 371， 1.， and 
Morishima et a1. (1978) Biochim. Biophys. 
Acta. 534， 307. 
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く/守;> ~主体状態の州尺スペ 7 トヲム解折ι1*ら川被ス t. :--車体ノモ搬11.、有
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諸君~.~州't~射され主〉乙から、 N パ尺のアロトン i商ス U シ灼~え数l~ 汀する花賞手
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205 13C-N門R.0化学シフトのり服J性と溝室紳↑へのi明

(宇都興産・中研) 0脊藤彰台石田嘉明丈島時生

1. jテ
C H E M 1 C S -.U B E シズテム 1.1、電算殺を利用して有敦化合物の構建制t~
翌吏.JE荏亡行主うぞ拘亡開廷さ 1札竺アロプラムで、少子夫、， IR，lH-N門Rを
うが|ご13(-NMRの之ぺ?ト Jしデー?を入歩して解析し、構当EF℃をアラフィッフ
ディヌアレイ工c;t1]する形に苛って
いる.しずし、鎖六化合物、今置換べ |令子れ茨定|

ンゼンの場合1:1まタil友位置の実て13t 
のや、置換巷の位置奏庄体~;多数3コク
する.そごで、 iヲC-NドlRd)化学シ
フトの列販ノ住を利用して推定橋支弐め

る要素の化学予フトを計算レ、安京j値

ヒ叱較して両者のすれの度令を末め、

関値を設lナて正しくすい構造六を占、る
l、落すす去を検前レで.

2.化学シフトm夕日成ノ性
化合物の苔安素を討算するjマラメー

ターを支め3O〆去を殿前しと
2.1 鎖式化令物

令子式，IR.'H-NトイR，叱トJト1R

鎖六化合物1:フいて i工、 Lirtaema.八 回1 CHEHICS-U8Eヌテムの琉合図
うが支めでアノレ方ン Cづいての/てラメ

ーターを利用レぞれに置築基効果をj予定レて l 

化学シフトを計算する 80~ ;/ノ

2.1.1 倦和アルコ-}レ CHI /// 
アルコーノレl二ついて 1工、 OH巷l乙詩令して L、(ppm) 
主jF棄を -CH2一、 -CHく‘ )Cくのヨ種lご少 m 

17、そ巧るとFについて tJ)ti. ，β， )へ位実素の化 -
j安シフトをヌピめ3.計算ケ宏広、 OH巷をひ13
l二置き妻乙lindema.れうのEてを用いて在来秦m
化学シア卜(S~CHつを計算レ‘ごの計算値ヒ実 6tノ ラc-加口一一一ロ

測値をア口、γ卜して得う 1れる直線の勾配と下手片 .'t.''(2b お 4b 

rぅ置換基/でラ〆ータ-a..、bをだめ、夫、(1 ) O:CH' (ppm) 
E用いて化タシフトを計算する。 図之〆位炭素の置換基初乗

♂OH ((a.t) =αX. ~~仇十 bx CX=tX，β)^)一一一(1)
( ) X 

d佐貫素 iこづいて S:CH3 ヒ S~OH (実測値)の関係をア。口、y トしぞものを図21士
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示し竺. ~佐官\ラ去の安泰で lま
SRCH3ヒSROH(計算値)Iご|ま

品ヒんヒ善が‘奇いので、 SRCH3の

値をそのまま問、、竺。アjしコ-

lレの手口氏別/でラメーデーを表1
に示す.

2.1.2傍和ウルノ7でシ酸
汐ノレ末、ンEをのア)1;，-奇心炭素i二
ついて l玄、アルヨーノレど i司b方

法で'OP文則jマラメ -7ーを末、め
r 
一方、歩)~~てニル炭素につい

て C:! ごれに待合しわ、ョ cL， β佐:安乗を -CH2 一， )Cト卜，ラ Cーの 3種I~ タ))、
六(2)を用いて化学〉ア卜E計算す;3. 

c:;へω)=dL 十会TIß~ . sl十182.2一一一 (2) 
どでtXl，β1.1まd..，β佐;だ秦の種類.代政 i士β1.(/) 1，回数

2.1.3 飽和ケトン f ノ

ケトンのアルヰル炭素cつL、て Id::1) )~ポ二 21J メー
jし基l二給しわ、訪れ CH3一， -[H2ー，川町 | 。X
)CH-， )Cくの4穫に少爪ぞの会令i二つヤ0(0刷 VV 
いて d ，j)， 内定秦ð)1r~~7 ~ t ~どめる。 H~勺九10~ ð~ 
倭ぼアjιしコ -Jl--しのP場号舎ヒ l同可義l亡ごしで夕如E阪灰腺矧買F則'JいIJ;
ラ〆-)>一を末末、める/

一方、歩 lし~ご‘二 lレiT素 i二列、て l工ごれ仁結 z叶/
令し之いるd，j}住友素を金三めように4種c l

J1-20， 210 21， 
少Ij、弐(3)を用いて化学〉アトを計算手3. s:2R'tcdj fPP町

歩/し~で二 lレj言葉の化学シフトの実費11直ヒ計算 図3カル木・ニJし廃棄の化学予フトの
値Eア。日ット lEtのを図3に示す。 室潤値ヒ計算値

52~d)=主ndLぬ十主的'i..sL十206.2一一一(3)
ごごでdλ，s;.(J: c1，β位農素の種類ノ Y1dl，竹.，Bll立d..l，s.i. t7)佃教

2.1.4- モ/アルケン
アノレケンのアJレキ)1;，-安泰亡づいてぽ二重結合の主，I(二よリ①C卜12=C卜|一②Cト12=
Cく②-CトI=CH-@ -CH =Cく⑦)c=cくのF種l二少1)、その各令 l士ついて、
dィ立の化学シフトを末め語。計算J)宏l工二重結合を単結合c置ラ凄之、 Lい_ind供e引ma.r飢「代1 
うの式、E閉恥Lい、て菅安案め化う営宇乙ア卜(S~日
Pβ2位奏素m種類(Cト均b一， -CH2一， )CH一， )Cく)とその個数ずう犯反則パラメ
ーターを末、め、式 (4)~問いて化学シフト E 計算す;3 .ア)~-=¥)レ友素グ〉如反則}'¥ラ

表1ア)~コー)["の加政則パラメータ

~ 類
/¥.ラメーター

R STO データ教
G b 

1級 0.771 45.1 0.986 0.743 15 
r:J..位炭素 2級 0.782 46.1 0.993 0.561 13 

3 華民 0.857 44.8 0.957 0.476 7 

1級 0.931 3.5 0.985 0.772 14 
β位民衆 2級 0.970 1.6 0.999 0.360 20 

3級 0.990 0.1 0.999 0.451 12 

1級 0.981 -2.5 0.998 0.534 19 

F位炭素 2級 0.976 -0.4 0.999 0.330 18 
3級 0.985 0.6 0.999 0.599 8 

S~日日a.l.) = Qx . S~出+ bx (X =iX，β，t) 

つむ0
0
 



メーターを表2に示す.s佐よリ先ミめ友素l二つ l、て 1工SRC-CR の値をぞのまま用い

る。 表2 モノア/レケシ刀ア)~キ)~基 lごついでの m政則ノマラ〆ーター
一ρ、二
重結合炭素
lごついても

アルキル炭
素と同様|二

d，β位炭
素の種類と
ィ回数昔、う列

広:則J¥ラメ
ーターを末
iI)、式(4-)
E用いて計

算する e

そト ア)~宍 lレ史乗 バィ主炭素 β佐炭素 d守主l室乗 β'(d.つ位農素
C R S 類 T 

の今類 CH31CHzI CHI C CH31 CH21 CH I C CH31CH21CHI C CH31CH21CHI c D 
CH2=CH① 0.0 ，-02 2.7 ~.4 -1.~ -0.2 0.01 0.6 2. 110.trT: 0.244 

2 CHz空三。 0.0 ー1.21.7 4.~ 0.0 0.7 0.qj-0.4--1.4 0.11 0.0 3.01 0.0 -o.q ‘1.， 。‘7O.OIMb'， 1mb 

3 
¥CH=CH¥① 1.0 0.0 0.2 -1.4 0.2 0.0 0.0 0.21 0.0 0.0 0.1 ー03-0.1 0.0 1.0 ，.QOS o.ml 

¥CH=CH)T 0.0 -1.0 0.0 3.q 且110.0 -0.2 -0.3 -0.2 0.0 o.ql 0.0 0.2 0.， ー1.4W7 0.?04 

|ω¥CH"'Cく 2.1 0.6 0.0 ー1.30.，1 0.1 -0.1 0.41 0.0 -0.8 -1.q -0.1 0.1 -0.1 -0.1 Q.qzj 0.322 

4 ¥CH=C(① 0.6 -1.0 1.4 0.0 O.QI 0.8 1.g O.b 0.0 -2.2 0.2 0.3 。。 0.0 2.b M町。.473
¥CH=Cく。 0.0 0.0 1.4 0.41-0.3 -2.0 -0" 0.0 3.8 :-01 0.3 0.0 1.2 -2H o.q回0.，43 
::;:C==Cく@ 一 l1L1:塑一

とごでd.，β，d...ノjl'

dど/1Iま右図lご示すヒ

丸、1)であき.

川)~ノ市へど y)O 
s〆'rr2'I 

F¥'3 

z 

SR恥除…Cド=
( Cai.)ド=2工こfωl以いd心L.d..必dんL十 Zζ:ηωβiβsL十人 十 C一一一一一一-一一(叫ω4ω ) 

ごごでで、tXl.β1.Iぽ玄d.，βイ位主局畏?素の種類， ηぷょ，判以，1d...i，βiのイ回数
$RC-CR/，ま Li n o.e m.a.n.うの丸、を用いて計算しだア)t，..方〉のイ直
2.2 ;，安置度べシrン
う1宣~べ〉セ、、ンの震度素めイヒゴデシ を3 ::r)~ t量型昼fつイ修正環
アト Ij:一置換て〉七、ング〕化学シフト

足利用して計算でラ 3折、才1レト佐
子ノマラ位1:置換善がつi、で I‘3場合

|ご l工安貫打直ヒ計算佐とのす哨夕、丈き
く苛る e ぞごで、ます一置凄べシで、
ンm置接巷効果夕、う会長提案内化学
シフトを計算し、才/レト位マ/マラ位
c 置喪主きかあ 3場合I~ ぽ空J:ミ111.う
め置換杢効果E修正震kして犯える
ごヒ仁しだ a メタ位の置饗君事l二づい

β
円

し

「

し

d
c
c
 

/

¥

 

「し一一ru 
¥

/

 

J

比一凶

H

d
ト

d..'/ ti. s 

C¥ A己-cc=c' 
H〆 ¥C

d' ，81 dl 

ヌ¥、工 OCH3 OH CH3 COCH3 
OCH3 4.0 0.1 -3.8 -0.1) 
OH 5'.5 、2.6 -2.Q 7.7 
CH3 3.2 -0.4 -2.Q 一
COCH3 ，，3 -4..5' 一 一

。Y
、‘ ーーー・・・ "司、

陛三よ OCH3 OH CH3 CHO 
OCH3 l.Cj 1.1 Q.Cj -1.0 
OH 2.5 2.4 1.0 2.4 
CH3 -0.3 0.1 -0.2 2.1 
CHO 1-0.1 1-1.1 2.6 -3.1 

。
S~ = $1十 Aχ(X，Y)。十 Aχ(X.K)Pーー (5)
S; = $2十 4~ (X.y)O -一一一一一一(G)
S~ = d4十4l(X，Z)P 一一一一一一一一 (7)
~; =d3 ， ð~ = S~ ， S~ =$ι 一-一一 (8)

円ペ
U
Q
O
 



て1:1"安要，]値と計算値とのずれが‘小ゎ、めで無視する. 1， 2，4一三置喪体の場合、
式、(5")-式、 (8)cよリ各震安案の化学〉ア卜歩、計算て?き.才Iレト置換体、 jマラ置

換俸のイ疹正震を表3、表41::不可.
3. A荷痘弐の決定去
」こ涯のようにして推定構室式の否安乗内化学〉アトを来拘、ごl¥iうの計算値ヒ突

貫l値のずれの度合~Jて(守)'"式 (1 1)を l明いて計算する。ご1Kづ E スペアト Jしの類似
度係数とよぶ.11こうf~ フトの計算値ヒ実測値が
附AX=景丈値(1Xi-γi 1)ーーーー(守) IU 

S D =: L I Xi -Yi I ----ーーー (10) ~ 
S Q::: {エ(Xl-Yd2/N }詔一ー引) 度ち

ごごでXi，YAは化学力M言f動富生寮l値，NI;t炭素教

よぐ一致しれ、ヨ lまピ、卜~AX 、 SD、SQの値 0.5" 1.0 

l::tノトざすもmヒ苛る.411警めアJレコーノレcつい 門AX

て l)OJ長官'JJ てラメ -9~ 用い、香完走乗のイヒうす予ア 図4 正しい構輩式、ヒ対亨~MAXの令滞

卜を計算し、又ヘfフトノレの類似勝教のうちtv1AXで評価したものを図41二示す.
正ぃ、構霊式内MAXの値11"/J、きく、標準備差lま O.Q7である。そご守MAXの値
p'r f)、 O を慈、之ヨ構~Iごフいては王しくす L 、も刀どして際安す;3. S D 、SQt同様
|ゴノトざす値ヒ含る.ご1ftうのjでラメーターのうう一番ノトざ守値を示寸構笠弐E菱ぷ
ごとによリ構笠王ての決定がで?ヨ.

4-. CHEMICS-UBEシステムへのiた用
C卜IEMICS-UBEシズテムi工、少子式、 IR、1H-NMR守うかl二13C-N
MR又ペアト Jしアー?を入1}して紳「し、 1S~ .1聖めコシ;jでーネ〉トヒ呼宇都タ精支
の中ずうごれうのア-91二矛右し奇いものを菱ぷ。 :xにごす1うの事タ精立を用いて
精査i( R租み立て荘定構笠夫、2ï: jゴウす~ .しずし、鎖式化合物め場合l二r:tタ11友位置、
今置換わじでは静あ位置熱跡の新旬、、十少lご行口ず¥今くの構造弐を

:tbq-る.ご札うの壱推定橋建式内実案内化タうフトを上まEめ方法で計算し、ヌぺ
アト/レ内類以度僚教を計算して最小の値的tめを童ふ:?と亡より正しい構ま王てを決
定できる。在者め化合物lこっL、ですヌトし1-結果を表')1":示す。

表ヲ そト京童イヒ令物についてのテスト結果
教品カヰ /11蔓住 T 佐 2

試料 数フz台 /1贋企 1 P贋位 2
140. 宮町未ヰ ト1AXISDI SO MAX SDISQ 別.0. ト1AXIS DI SQ ドIAXISDI SQ 

人人J 4 0、q。、4O.ぢ3て42、23、771'1'のハ〈 2G 。‘7。、4D.4. 3.8 2、42.6 
2 G乙v 310β 0.3 。、4q.'7 4.1 ;.5 8 、ハν~へ 12 O.ぢ0.2 0.3 ラ‘事 1.ワ2.'i 
3 人ふく"OH 211.3 0.'1 1.0 fヲ.7F、67、O

官q b 1 1.8 1.0 1.z 6.8 3.'1 4.3 
4 〉く入vハOH 812.1 。‘71‘。 7、宮 F、O'7.7 

F ふ。OH 13 1.2 。、6O. '7 7、13‘7 4.2 

tL G 11.1 0.7 0.8 6.0 2.7 3.6 10 

GI )しヘハv'vへ 27 。、q。‘40.， 与f2.0 2.4 
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207 ピシアロ型ピウレタンのステレオ丸イナミッアス

(宗大薮養) 野村祐次郎 O竹内敬人

1. 序論
Andey，~on t LιJ17L l，Z li ，ビ~ 7 口 12 ヒドヲ γ~ 7と8、 むよぴ、、ビ乙 7口型ウレタ
ン3-6のスチレオタぃイナミ、ソクスを H-l0 N N 1ミモ用いて石可長 Lた. f反ら何本反告

によると， 7今 8専において lま室去のニ童瓦転(回1a)が起って(1匂カ(";:汁L.1， 

3-6令[品ピウレタン掌イ立-N(ι00尺)-NCCooえ)ーが、手 IIDf非喧 t!:.るれわ二重及耗1+あ
り侍オ、よく如られれアミ~"-N-COーの末符凶抱と，主素排i宣何千Ju.xicηcJlぽi里併にめ末
する brLd~e 干lìppìnð (回1b) tゴItn"起}1.ける.

。/RG/R51::。::α::ω::
L fJ' L AltoJ18ら3 のX線結晶僻析による t9の誘導体の J フーと.JJ} 図21二司とす主

うに手垂1構造て"はむ〈ヒドラジン類似措遊もと 7 e. l ¥会以前科冷 IJC-13 0 N阿疋

( C D N付尺)を洋1c 1 7. 様討 lたところ 3 これらのイι合均 lj.窒去のこ査及転と 7ミ
レのニ室凶免の二つの 1生l支i晶起をよ寺っと考えられれのとい，予備的な結果を i主転手，5"

L t-... 今回 1iJ;モ 7号、/レイt 合 j~) と L て力0 土 fこ 2 るよぴ‘ 3-6のCDN れ1Rの祥語回毛

報告オる.

回1

a 

e 

目 ~U2 C?'H1. 

人可。/.-

02 図2

2. 結果

2. 1 ¥::.シアロ型王/ウレタン ごの型の化会物(~皇J量よ 1) J('や上向;畳程もスヤ

フト jし支化を示す(回 3). tを例{亡すると， r(lてて{;J， 10 本の~ 7ナ)L.s"説測され

るが¥ 30"-仰℃付近Zほとム tφ 乙1ナルグテ留者比 0.6;;':O. 38め二重視に分認する
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印NI"恨 of(3) 
(凶 3). .2 $ (η ピークの化掌 Lフト差

li .~々、て小さぐ，長士こ{串必場イ里'1 め spZ

回 3
地。c

5!)OC 印f'l-1Rof (2) 

ムJ1lJーで~L
-440C 

Lll 上
d 6160 s 

160 11.0 60 40 20 

図4

提案)て、、 i01/-ppm従捜ちある 1主頻イ以の手動をするが、，イ七日手乙フト差(;j:C1.のそ

れ (O.'7ppm ) l s%くt.，¥坊"れ i 2 の{~より，}、 lt (1. .1.車両5ヂヰ11'によゐど dH宇fJ(1すれ

生17~ /F 恥μ /mo!.起点もあ ~o - 50ての能面下(;f-Z 眼目の事化体生息;受けれながフた，

2.2 飽和!:::.シ 7ロ型ピウレタン 観報のよラに 31.t事)e畳(!{f.O'C) 7.... ret， t: t.ニ.'54与

のヒ。-7 ( C1，4 ; Ci，o， G， 7，宮 c=oj-OC卜12;CHョ)を与え 61I:/'. 長y量の ~~l二 t 装に C5化 r

のヒ。ーク (~湾海の J等1.. ~ J 2-本 fこタ製する (Tc ?2'C). イι号乙フト差 lまがなリ久きく J
t;.O .Cち(J:このうちあ説場制の1:::，-ケ炉、ニ段回の妻化生不 Lはじめ 'z(，る(回 4). 

-30.( 以下 τiまCs.内 gのえネめヒ。ーケ lま握れる止l4 ;$ (~分裂 l ，寸らに C"'Ofフ C(ノ♀

のヒ。ーク毛 4ネにの梨寸Z;i(回 5). 印刷Rof (3) 

2.3 平包和ピシフロ型ピウレタン 串濫て帆起る 6のスヘ。ク

トI/..妾ィと};l:.3 I二親{え/..1 ('るf回 6). 7o.C l'、ri!:6の(，，0 ) 

C &-，6および、、 Cヮ'，8のbヒ，-1 1ますで、 {;:ι帰イとを匙 l， 5'O.C (:‘ fi.写

湾岸の之本のシタナ lレlこ勿W1..ている. C5，6 j.，.よぴ、Cヮ，i?(.. 1;1. 'i.! 
梨LfτZ牟のう fj 1本d1: eちに Z段目の〉会1主支ィιを禾 1dJ r;)， 
3の場合1:;1司し、、ちある. 6のCヮ，iJち 1*イ仁門事シフト差 l孟 3.55 ppn~ 

ちある. cエoto -7の温海妻化旬、今求めたとの i生定地起の ，1Hf'
1;1: /6 7長ca1/nwtて、、あ令，

!jO.C人
刃c)¥t

議f更をさらに下ゆると 1 ほとんど、す庁、てのと.-7のj喜多しい 図5 C:O 

世法グ同』守{-:'匙会 c=O， (刊 とC仰の各 'r!-7(ま抱寝の戊ら字、 L主主与1..<ケ (J g 

本{三分製する{回 7) 線的解析による熱力掌ハ・ラメ r ターの噂出 l式やや J詞鞍だグ;

-rct6:似による tLl仕宇(Tc) 11-1'1-"" /5 -k.co.R../mrAと児殺られ会.
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3. 若集 団6 c=o 
3. 1 ど乙 7ロ型モノケレ
タンの速度過.J.i

(a) 1 J.，.よぴ2t1'"宋すま茂

i盈経11-J'ミドの業持回転も
ある C1.'dι‘のヒ。ーク 4日 1
にわ t/ L 吃タ認す~ h'らう

窒索の F交戦てれ(Jあリ得なし
1め対材，fi/J'ら孝之之，どま

わらのタ裂は起ら手 ¥11こ

Cヴ;8-¥" CG，7のと，-7 ff'!Jf5qJ， 

jをち，今、 tJI)の化掌シフト

差{iっ2;$， (こガ製 Lなけ

れはいならな， Iからて"ある.

1 h，よ lf2H‘、窒素の反車L

を;r:さ fJl ¥の I生均史iこ

C-N~会合の回転 F章壁 I 孟 N-N 3.55ppm 

結合の吃れよリ l、;tl ¥ fJ'らちある.

(b) ガ~ '" ('-2.:2存のピーク lホ， 吃Jt.与れアミドの c=o11'" ljJ予のタHi剖(作0') 主、J:;iJ''' 
内側 t工つを匂〈配在異，位体に対応する.一つの化合:ft7につけて r(}r.、の足長に ;h"!L 
主24与のri:JJを碍茂 t!'"空宇いlゲら， 持戸主比1)"'1翼，1.盆ィ卒'iJlpに対応、するど考えられ7Y.

3. 2 と')-7口型ピウレタン ω書J/畳i晶経

バndersCJn- t Le h凡 " 2- はピシ 7ロ笠ピウレタンの H-ID N 同尺も概)~IJ L-Iこ高看過u
?: -t/!ぺ:dge ffippina! 低温i畳程を二重回転に昂膳)L t二.罪者 (~ 1# ，171重I.!量A-'iモニ宣反転に
坤l.tJしたr，このY手島]It以下の議論l二ょっ t碍認まれ令ー
(a) 3明 6の-sri.d<r~王室らべ C8 の L 矢ナルゲ ， sfz Iをうを J ザ31長j告の別 t[く高遁盈
耗ち示す大芳な労場("'-3 !i pprn) (j ..o.YLd~e fli tpin J (" {;t詑回月庁、困雲監fどがペ ニ1室f走路で、
はよく gZ-胡tまる， この丈きさ 差はかさ高 l¥基ti"i互iずす γ知栗の有名z、技司月 Zまる
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の勿製(~ をのイ重庁、 (Je人 j・2ppm (τiI1する t-::(1 (:， ~れ'd~e

-f lippìn~ 下 (tti e月Tιt右1)・飽和イと合粉 3と5τ、'11対応す 5ゲ説
。"岳~~cl され f(f l )二!:i b灯、'd ~e 子lìppìηrz.， 休校四月間重量である.

L fJ、 Lニ室反転庁、議遠方オ1..1会， 4 !: 6ち(品二つの coo尺j宇佐
(1 Sp2.. 炭素[士埠l丘Lて (1 ?Jグ，~f~ 農全 Id.t.ik L 7. (1 17 1;' (:達、
いて1f等伯(;:.1(f令の lて， 3と5ちはニつの (00たほ等ィ&iJ(:，あ
るがらー この~量持ち{j:乙夕、ナ lしの苛場(-:. (l歪う 11-l'. 4と6

に;hl (1.. 2-.$の t;o一7のl面積強l支h'"!等 L 1 ¥め l主，ニ童反転iま

coo尺幸弘1: bvìd~ε 長季 t の相互作用'[，は乍<， 二7 の州-cooR
1宇ff位立判の及1縦挺Z
3. 3 tとコ、乙 7口色型1ピウレ?ンαf岳;温量過程

( a ) 3四 6σ スヘ。クト IL-17内示寸 {iU霊傾J~'もの濫/安変化グニ重回転に由末することに
1+ (同趣はない・アミドの回転抄t減速すると、 3-6r二(-;1:(=0 fJ'"外側 f命0')がノ内傍j

(''1っか{こ九 L叫 L1f-1舎の配た嬰杜イ本グ可能{亡なる AnderormεLeh凡 Z によると， ビγ

7口哲ビウレタン10 9 OR 
ヒ11(:. b、ι11..対彩、空 ¥Nノ人OR ¥N人。 ¥Nメ¥OR
c 00 t II) ;，'" 3St. 1:. ~ 

___N二 ~OR_N....O _N ~O 
).5兵(00 t II<71 tμ """V 〆 ¥/¥J
ずらげ一♀匙が (11主ペ o OR OR 
られ之ぃ r;:rぃ)) 4J;M 
if:t聖 (0工と工o)げあわ主主 τ ~o;'0てa去る a

回5にj，L た 3 の佐J量舛め c=o のと，~ 7のω室長年のうち， J程J安のf専し u内俊'1のZ
土ーは非対体的， 1足?7...外傷!の2-;f，. (;1"付体的 fτ/手島士Jしる. 4のひOのと， -アの/\~
i集d" $fZ J;芝うを j/-.:. (J sfJ j完全につ (1 1..それそ、d't4維の@E.)量異位体2.;毛え>!t-t会告を咽

て‘、きる.

(b)3-6 の -&rùi~e j完全 (c，)~r?) のザ梨{ J f二二重反転+ニ主回転によ 7 て最も
よく理解さJrtる. 4のど7，?めヒ・ -J 1. イ~1 !:ぢJi-Ltず〉ニ窒反転の哉、建によ 7てZ"J存に

7製 Lf:: 1麦 coo疋げ';f-を1fLL fこ(!7の最季、(イりが政則)のと.~ 1のほう-i}'、生に N-

CO回転のん再建のそ3Wをf愛'11まじめ，泣いほ?のどooR基のc=o古い勺りかの 1"によ
フて(やや犬吐く)111')品L-，ゴら lゴ茎ぃ方のどooRの(=-0の向主 i二花、し、て(，1、Jく)
すf製 L， jp合4-4与のヒ，-J毛}之 {;J.
(00尺がら i室し、(~うの果実(栴成品倒)久卒ネ iて勿裂す 5 戸、 むちらのうd裂之i牽
く(J)C=O 内向主によるふさな長d者 !τ基中くのも，ト d く，韮!u告庁、吋ヲや問実斤 τ、車宅~.

(c)ぞく li]i，tI亡LL伴の長女の七一7のタ製 t，ニ空反転十ニ重回転α回五tl乞矛ノ色
なくま克明て、きる. 昔U，ロイと合オ勿 τ、r1:lf本;;手官色オ、ロイ!:.合法タネ(;ld' Zドのと， -7 ft‘、原現t!とし

て令長幸 iτ 説)~I される
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交感式 1) Anderson， Lehn， J.Am.Che田.80c.，~， 81 (1967). 2) Anderson， Lehn， Tetrahedron， ~， 

123 (1968). 3) Altona et a1. Acta Cryst. ，互~， 2098 (1973). 4) Nomura， Masai， Takeuchi， 

J.C.8.Chem.ωmm.， 288 (1974). ラ)Nomura， Masai， Takeucl山 J.C.8.Chem.Comm.，307 (1975). 
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) b
¥与) α

7;釘，べ〉ジ1レ?ユリ日投oえL1?.れJt0) (ピね勾i"L-つい寸もr切り毎れ11---./"，・
〆、〆

リ並!."r!，i~え y 主Ã五尚北伊J> ;ネ初kJ"-y
ヱ)人1、名付 )/JJl Cん仇イれ l'f'ルドノ之ll.j1t-d;fヴ
久/f.-J号?与 Jム?PY(!l6cノ，
~A.ll~m乙 HiV.77"，か，ぃ，ノーどんm メ>-t.j.J..D.コや n;
Æ.9. /7~'4 ， ，ijJfd~cん帆 j乙ム I /<).1 2y-2.仰7); 
月レ仏jc:Utらみ，';，7'1--'片件、，l‘I;1iA-11:ム〆 J.，1.(. ，S " p 0ノ 6t'7/ (;?け)
))ノム仏fvlt，，"E 可ザルペ(~，乙ぃ，J. cμ り/(Yリ (jJt(J， 

I.ÌJ，~fJ.. J 九IlJ;~J. どん九 fL17 れ7ノ fl'1J (/utj 
今)t，~ 五μ立'l.;K.乙H科目;(，e， J、Ac.:s・r戸;66'15 ~'ì7り;
λ万、1ftヮf戸.v.. :1"，ι.A. A~jj'J /， t /U>-+1.‘J/'VJ‘，ilノ

) 0 {-V /アク7;. 

;;. SRtu.t}t<メぷ.，0ふ'1戸4---，J 25. s<;J;JM' I-A、日 ，i-工，)j!roV'i1dノj
;; A.ムガ叫イ，1、Ydo.-Jc.ν"，'， .J-11 cふ， υ，271Ct (;77}); 
c';f、ルんrelt.ι....d-Jメ併ス，M/いJrUJJJづ;
F斤({(.~-r-'; 7-Z， TI!.Afr'ぺ代スA.ぱソヱ1..1) '267 (11川、
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209 lf. -アミノアy、'¥':..ゼ斗の 15;V-合よゲ 13C -J{ M Rスγ7トノレ
へのアロト刈かの罪符

(朱丈 喋)。烹、活義弘{兎7字大孝夫義)桑二エ彰夫

1 . -t合技アゾイと令物と Lて代表的容毛めの/つであるターアJノアソ吋ふゼル
(A A B I 向:11.忌)の之種類のすF集凍号、す右ゐタ ¥1や少るピロール笠I{rt宝りのアJ
j差:安茶(Jv''f.) !1. μ、ど J> シ聖(戸世)のア Y基萱柔(仰)/Ý~ハの 79 r:1 ~ムイオ和による A
A Bの/SIfーノ 13C -J( 11尺スγ7トノレよ y得5?/tるl穆々の /Yf1尺ハ1>7メーターへの
為者左額六、，手た毛仇5 ハ0 7 メーヲ一白非の周題点 l島lご J(C巧(~つけて〉左横釘し、
料也て A .A 8 の時t生協俳 lこ品、 )t る r í1~ 刈かのぷ覆μぱ/ニ併構造変化
I二月前してん兎左得奇ことを民向ヒナ否。

;Z. /5ノV械の庶lィテナるス
ピふ持k-主救左縛3ため

lと認のえ示室瀕の βノγ7γ

ノレし芦 AA β b 4r-~L 九
す与 Jb 5 A/ タ，tVぴI J(~~全
(' /S;I( fS'ψ伽M4..J重

46ねる別H2
0JNOH2 

イ要L完るの反1J.d-仕のJfI ;r、H+ff、+
/5N'f梗はるのりご!にJN二N大JNH3
ソふ /5)./ダザ賓湖面官アト 4a 

yウム_/5!v よ J~ト殺し在

r> /5';./ -)./ M !(スャ 7よ
jレ;J臼ネ電子F介/砂ft

CN-U自H
;iI:.揺(jfJ，07Mぬいとて F向i勾g.l

μlβ内s叱C

+H+ 
一ーー一一ー争

‘手一一一一一-H+ 

+H+ 
‘ト一一ーーーー

一ー一一一ー-H+ 

~~~NONH2 

0JNGLH2 
040NH2 

!↓ 。N:NONH3
アわ-7.-P "-今トえ忌と還嘉喜{ωμバ附Hi!)ψ(::よ川y洲l庄主 したわoすf性主J海寿4楳映と Lてp阿3ρ 一d6与左露蟻愛引枠怯準涜寄媒果
Z乙Lしでl成t[)凶付2ρ -(i.ゐ与 lにニ〆みetl'1φ'ol/北a左/μ0，' p仇判‘，/~/{)~ぱ1 町V/vの比で、dゐL合L完ゼる一の1夜安tひμλバ:了、j舜普電駿史
1性並L洛砦#報世乙しロて y戸S 0/，ψ()H.みぷSρω火 志用け‘書ヰ枠濃度0・/"'-0、7.."M(二て測定した。

3. (r)/SN -"v同尺 Xアヴト jk... F-<ず之/;:一例と Lτババ βの蛾怯不能([)fv1 S 0ι 
:μφHCf /0 ~ I I/J;) (こお 11吾5ペ/ー八/付疋スヤ7トノレ左 kb.&.工lユナ惟，織性.

強敵性争仲下で祥s:?L安It/I1R /ザラメーター左~ t.めて示した o パ/()E-/IP 7メサ-
1(AltJç:~ ノサ) tt!V戸左声倒童ー夕、仰と傾定し芦 ιきのがが，N戸のク左示1"A 
A Bの通事性今併下(可視若干ちjJfJ.. "γ7トノレlこて.3z.6Aぴタタf例備のニカ所にλ制必 F

M る倒的時住友〆之ノカナイ川崎)Iこ1>'ltる仰いえと脅かこ昨日可
視キ吸収スマ7トム'fPktt値lニ差フ川1だ議事脅か

11
苔く J:y勿くあ :;[1JJ定最近宍鳴

〈ラた、、 よしもιう -<hえあまあ、
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ラヨレ効果左引用(芹精カ向ふ研究.(J¥"丹く与 (A) AAB-4 ，日， ß'.!~'N~l ISN-{lHJ 
ざ金問A 主ι亘書、よ 1.l~ のよコな 70ロト …穴
ユイヒLた構造力¥"花it?:.、牧単独である¥1 /す芥鳴 ヤ
J. ri jl変装怯不倫泌物としてな在してけ吾 、山 ν

と推定才北L.¥ ¥弘氏9・L仰の仰ノグFM lvj  qf 
べ01ト/レ 1:::'兎5坑る負ηJV() E (t>f MIL Iの d 
ν点、ょがパノタのイヒ学ふアトの宇、挫→域住1の 時

N4 

加とJt ;V'~ Iこ 7 0 ロトリとし拒 AfÆ~ 必乙(問 ? ? 
N'タ I~ 7"叫よイとし作 "cf.R()必三の存在矧 Nondecou山 glll 11 
白!これてけるが m ーオ#(3~Á，とれ7 ~ o ず I

N4 

すイと!?'IA.'I J (作ーペ/り 1ニ，すAUJ''';dI)点1*)((i し/イ ム|
{こ7'ロいJとは伊C;，Ge4の存ベ'1.1二反した鵜 11 ・ 0- 1 
手持左手え手。 ムホ;tィデ~)荊 \I~ 実、験校併で、/若 山内，1-叫山内…_....... …州叫仰加山川
大番手みのAバB)Jチ/本八/r;. 1= 7"ロトムイとして ~∞ l b l-ml却 1羽町、
-Jt j I パ/戸の iL~多/ミ rt"'，，54レ)))持争収免で〆
イオム均体AfL 之の ~J)' N~ のイヒ学ふ7A (C) N03 

初、 IJ(jV~ -刈 lニd1I川崎学J.A AABーは一円1 工5n_-{lH)
ナ(後で、ぇt'¥'、る勺(/'1(3-c) -t問械)神のル，- Nα ー V 

OE (ニのみ級lilこ友司~titβものじぎえ SJ/l
る。

(宜jβC-/VM尺スヤク兵ル f~ '1， J 1こAA 叫内，γ -九下工十L中;十・ 4

時f4

Bの宇佐状熊lこかける βc-;v川え"I"クト Fu・2∞ o . -100 . -200 -l)Q ~ 
ルき示オ o 回l三児Sオtる細か¥)イト殺l詰ダノγ秩
乙のスピふ持kによるtので1あふ五トム少ナノ同J場易Jt毛/憂熱々 Lゼシ(アエリ手
の遷栂基化学ふアト(S乙5)[.3]Eアソ、ベ約二ゼニ|三対して丸劇(夫子測値との対比{ニ差

ブ¥)1..次秒走。実3ß1値との差点ベ最大~， 7!!11( ( C t;.) (3，S)で、モの地ぽ1ft処程度て、、あ
守た・ cタ乙Cl'グ〉区剥 l手伝みδ(9)1::' /;， ¥ )て八/がとのヌ口二得みか存在す~ )まク左
乙l'乙検急 L声。揮官、佳'*，イ守Fllこわ11Oβc -スヤクトノしの帰省/事伝言、利三示すよj
l二PM.JfJ-diIニ対して ;<'0ρMのまf桧左YLブづ 1買えてふふク恥タノレ左迫Zf，寸3ごと
iこよリ室約声。 j費留安l除染件下のス1.グト Jl，-Iニ周ι'L./宇J容続獲の用差聖母>3このよ j与

NOE parameter (円) Ob七ained from the 1うN-NMRSpectra of 4-Amino乱zobenz

m1S0-d
6 

Na Ns 

Chemica1 Shif七s 122.9 95.4 
(ppm) 

1J(N自-Nα) (Hz) 15・5

1J(N4-H) (Hz) 

n 一O.与ー0.4

Drl向ISO-d，
+20覧 HC1 (10:  1) 

N耳一一一 N臼 N自 NLj ! 

-303.3 118.9 107.5 -311.6 

15.4 

88.2 

95% H
2
S0
4 

N臼一一寸吉一一雨

弓珂.2

76.2 

-4.93 -0.6 -1.9 -4.93 -
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C3，5 

〆~一

-CL， Cl' 

lV T 

J〕 )!L1JJ-
Fia.11日 140 130 120 110 
13_ ....__伸m(o)
CNM附RSP..ectr.陪aofωA絹 -4，
(但B町)凶A油 _a_1t.J哨N1i川nD削M叩-d匂6 

C2;6・

no q1
1
3
h
 

事
1

1

1

1

C
I
l
i
-
-
l
i
-
-
h
 

円
崎

lR1iH

F』

(8) 

(A) 字:AI材支えず穆闘で件下の β 乙l..7]..1P 
ゴの推定Z俳句JCC;V)左多兎して決めた
o例市スと1> '結k-;織の一帯ε
7五，bAぷJI(EXf"tl，) (ご不オ。 AA8の魚種
?ト時併下{可~， Oð.!/1^γ1 ~ル lこて 321，
'f. ~J 11-')1(.{と λ似次左持フ啄収時方、。消失し

てヂ15チt例/ご /λ~~ð持つ，と、オチ;[二
の千犬、終)1こ式、/t~ 70ロメムイと身イ'fL1二fl，L
て t l! 々法えブポLて \\~JJ\'て手j ケCCJ. ーグb()
の宇怯→j軍報性 iこイヂ)，歩パじよ y ノ〆ふ lこ 7~
vトょJとιた径の構造小川正 L¥1と考え
ゴ示しる。ょのときがタへのアロムょイとの

告拠点 /5).j_ /11バ尺スヤ1~ )レlニゐ¥Jτ 
AI夕方刊F比牝&之[ケ心的-li)~ fT，.2h包)}:こし
マ紙~'1 き杭だよとよ y 明ゴずであ予，

(IlI) ，エグDtJ'l1oぷ/こよ号電子fl/I品、ょ
が「桜花。シ砂織の書ナ算 手紙常的

怠SCFMO話!と f~ ~予防t.. /3 C4<サ
シァトの周に/t良¥J相周があ3こと力ド帰
δオtて¥1る(e-J.臼j) この点在 A;tB Iこ~
して工J(])01立C4 C1' 
fJ~ で、 r t:Jムヰイと ~， 

l二よる昔、イb受/ご
つけマ検まれた

p計算l二煉ιて
構造)¥・7メータ
ー/求元Y'a机4 )7

ソ'寸'斗台、、;，(ι
1日 140 130 120 

.ð')慌~;bうy} & -U:' FiCj.4 ppm{oT}rom TMS 

アニクふか王将 Dependence on theacidity ot
lセchemi但 lshiftsof 

序lした 1> /V'Hz$ individual carbon atoms 

'* / JO-lーぶりの値か'i争えて平面左イTj;tし~実、験色ヒして Jt.t3ζ北学シ7トlユ尉
l7. s.s-X !oづ ε!fP州勾ヒ Lて梗算した。王ノ IJチイふ砕lニつけて/詰 1'3Iまやグタの
み Jご?ロト二イとし戸乞テ，)し℃、 j f::.~ 力チオイJ宇 lニつけて J志メ/仏がぴ周崎 lエフI>r:r ト

ムイとしだ王デ/し'1)'実験鍾ヒ員く対んした。 一寸，亭研苑で得五永たたれ乙N)1>'よ

か、、 IJ(I¥以jの極性て絶対値のみ)/j.)/)事予の.J.m必 ftWL.カ刊 S恒星持っか(p霊1)I ~事会
/j \l 1J>{係官~) I~ れてスヒり綿々定殺の佐川~'ぞ iltlヰチナヨ三つ η噴 11i?b ~ 
防仰乙rPt~a:.d: .J;婦(Fc) / Orb-<X'.eど~jkt()A~抑制，語、よかいよ炉均of.4/l;r.脅 (S D)の

DMSO-d6令
20・んHCI
(10:1) 

C4・c;;5'
I C2，6 C2:6・ Cミ5

一一一一一一一l--r.:;;-:--=.一一DMSO-d6

dで¥ C4~てーτモ57

、--.今一一一一一一一一一ー----<1 .95勺。~S(弘

l
t
n
u
 
-E' -a・・

Q
d
 

Q
U
 



Tab1e 工I. Ca1cu1ated and Exp巴rimenta1Coup1ing Constants in Hz 

AAB， Neutra1 AAB， Acidic (Dication) 

nJ(A_B)a Expt1. FC OD SD Tota1 Exp七1. FC OD SD Tota1 

1J(C4-N4) 13.8 -19.2 0.9 0.0 -18.3 9.0 -5.0 0.3 -0.2 ー判.9

1J(H-N札) 88.2 -89.7 -89.7 76.2 -68.1 -68.1 

1J(C1-N臼) く0.6 0.7 0.7 -1. 5 -0.1 12.0 -16.5 0.6 一0.3 -16.2 

1J(Ns-Nα) 15.5 25.6 -11.7 5.7 19.6 -6.6 -4.2 0.8 -10.0 

2J(C1'-N臼) 5.5 2.9 ー0.5 1.0 3.与 <0.8 持.1 0.1 0.1 4.3 

1J(C1'-Ns) 1.1 1.4 0.6 -1.5 0.5 (3.71 ー0.0 2.2 -0.1 2.1 

2J(C1-Ns) 5.0 3.3 ー0.3 1.1 4.1 2.1 0.2 0.0 0.1 0.3 

2 I n ¥ _ t: '") 11 C: l"I 2 ( n ¥ _.， r. I 'i "_ -3 a The parameters emp10yed were SN~(0)=5.246 ， SC~(0)=3.012 ，くr--'>N=2.472 andくr >c 

2 ，~， ， ~ 2 
=1.与30except for ~J(H-N4) where S~C(0)=6.9265 and S"c(0)=0.3724 wer巴 used.N ¥V/  ""'O，/<-"VJ .....~J，........ '--'H 

相対的持者 '1M"~~ t Ij;dτわとするためlニ手枕lニJd=c r Jゆ与が怯('/-;;(7原手
間の特冷政薮磐ヒ月前達っ、、It奇ごじか出来志¥)こ工かも、'7tJ5 ?{Lてける向。李河呉lこち、ヴ

るAA B I二府{，1..毛子宮のMタとF聖の州，N'fIこf現するスとり特命え導員 lニ針t~
三つの喚の専芸の務費 g が、 7"r:r~ ムイじ 1とよヲて ldYIß ftUA- の穆類か、世JとLた乙き
のスピふ待合史教の寺ィとき校計ナ31-三杉 lご工IV'DO-PPTJ，去初l二よソ三つのF棋の
計算さ行恥ん 7三b~ J[ Iこをの結釆のー~f ð- jj~ ゎ ρ仰 - bmA匂ψιァlこつ
けて宇佐象手?のJ則値εJj~と λ/完成チきを針な小笠の場合の丈き寸志 2長八/ぷ，1¥タ
/士 Scんd帆~j手の者、ナ3 け弟仲合?O?!A-bo九 " .-fone-pM.λそf子Eι尤勺ニわて碧!と泣
けイ孟Eす、 Lて¥I ~ ;{t¥、 700 いイずかによ')'J(乙ト;vり./J:ふ才く(絶釘イ孟ヒして)I 
1 J(C1-j./rf-j It /y仰宇'控'*'イキlご逸。1値l二六ぎくれと Lて¥J否。ミホ 5の二ヒJJ./iJ 
函のま7仲直/こよち τt!ホ1)I二局戎さdして舟yたヒえd'IJ((t-，刈?ぽCl仁伊ノの
FC~買/J.r:;ス符号て、手色拘色Jt小才く OP'jbSPfi員よ周犠Il乙/Jっか I~ 1>しかL
なか、 5Two-b~ αμp必ヲ あ語、)I手壱永Xよ l之容吾と雲tj.~量乙実均値のー幾 lま
ゆずLt長くなく工IVDO、仰の限界乙彦えSJJえる.告あ、言rl'

エ市 LτSCFの収 ι
シl事戸霊よリ民主Jの〆のオかft.多か1ご速く得3ゲtだこと包帯脅lニイ才fl..L. t 品、矛た¥'0 
期締〕
if局究Jご点、けて女暴ィ有4をな1ifjJj;室主， Iたた、¥)た令書p丈学町団月場人特定生に I折、
13乙ーパ/門尺スγクトノレ左調1]:色し'L..II夫メ号、¥I 是正!非竜王子株高 d会見土の El i乙存在 1 タ~Ji 私
の両魚 (FX-;d.? )並1/-'(こ 1r~f薬丈の孫原片ムれ(乙FT-.2.0) (~探く見物愛えしさす ρ
〔安保]
[1) G.E.Lewis， Tetrahedron 10， 129(工960)etc. [2) K. Machida et a1. ，Bu11.Ch巴m.Soc.

Japan主2，78(1974)etc. [3) G. Miyajima et a1.， Chem.Pharm.Bu11. (Tokyo) 工9，2301 
. [4) See e.g.， M.T.Rogers et a1.， J.Am.Chem.Soc. 73， 5122(工951); E. Sawicki， 

J.Org.Chem. 三三， 365(1957); S-J Yeh and H.H.Jaffe， J.Am.Chem.Soc. 81， 3283(1959). 

[5) G.L.Ne1son et al.， J.Am.Chem.Soc. 94， 3089(1972). [6) J.M.Schu1man and T. 

Venanzi， J.Am.Chem.Soc. ~， 4701(1976). [7) A.C.B1izzard and D.P.Santry， J. Chem. 
Phys. 55， 950(1971). 
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210 知 AlM久φ定法工
7 ~ド t ゆ IV H Rスヤクト札

(he: ~布. c.:r.r) 0 中声帯£・ :r.D. R.仏~

1房
1 ~ f. ~ ~ 粉母、有持J~ .t紛の 3 オ γ.i~ 剖た次会働界 η ーパ‘九・1 ， J九
先んら唆ポそっ従の !f{.の主体み与勺!~埠佐であ多勺 E\ tト査官、 '111.1州兵苧守
HHRスヤク卜比五雨‘， 1:.月てヲ初を 1"均1 1>.. 't室長']ミト-1:1ょt'> t * ~ d Z-
あ z 窒毒 '>N""~ λT ワト IL. /l筒L'l.は.従来'担I}./f( R YAγυ 〈ヲ d、今討をrtナみ
れfz."a舟ん刈員令之果勺穂美防止‘ It'NNi1Rえヤヲ十九の ilpf t1 fc tt， ('ILぷ吋
-~札，l~tt.)の3事?の規'J;.tr;r能町奇札 、I < ? lS‘勺 j t 十 e 喜丹原宮~，- I‘すれ

5 J' ~rtlr) 九 金王旬、) ~十内最 t 事争的 td~ ~ ~今 tlt ;fl議1t十二併厳
7をヤ，季.i毛融 1t ~~ t ~ .，土.，....， /，も /.JH良久ヤヲト札;t!縮、、 3 '( 1¥ r‘ト

"] t 十円寺スート亨シス畏J主，令/-H ス t・》ース守う J~Pø定着k 令牝守 5アト /7角す

る害救:t~果.議約果，ゑ色、紛糾企 ν ，附 It ) " "t. .f7".. f，!~倒れ枝討主
が1，..丹空~ 11森寺する，

2‘ 失政
1 ~ ~~作身時 z、ヰ蘇の t ?は.瑞 E 議 ~I t命"， 俊司もの悼式~‘のす)~ It止，)~ 
弘箱根t九 $tJ:.¥7 '~c..-J./州食叉ぐ+ト代金制，t L .，~，? l tlt 
れぷ帆M-J砂札ム帆~1.L叫).. 't-勺句/NI-イ食スヤ守ト久今・ 7身1全隊、払~w-H-的
9乏JUf ，~.f 11的)t m ./ t脅予ん II'A/ A/ H~ ~マゥト tにの緩悦は，句/核の (;f!!Þr.
品処t"'4-:f < (d，3tずり、企凄 tイ五<.(β仁枝4必f/i"d、緩や尚南Fふるゾ!t.~代
数Itt'l ifJ fi-スγ?μを禽]t '1: I吉、れぇε時rtJfiすよ主 t1.も.拍豊田封
~τγ 為る. 1.， 1-， '1.金Fは 大U 復識者等υ.t.......+ > 1締 tp，品l/，喝(11・H
h~ -1・¥.'fr )作 t， .，..，..似品u創立き同川‘ 1¥'It " - 7 ' ./ !妹培、 h_.t'14電車
?脅 7t"l. (，f/<) " It lt ).フ F略、 S"''''1誉れ A :> h f.1l刊 H令d3ム九0のt-専 j，.J
ト也、).tよ協側 h い九対ト遣要性.~k伽〆分(タ釘ん泌)来仲?はい
lo.c， ;-似心蜘μ切来併 2司ゆ，~~ 30'(γ 折、 k R..' 

3 糾ゾ察v 川、いヲ川崎川tれ川 k¥/心、人一人
犬仰の第三点J ~ ~-け仰丞" ~ ，. l λ パ~-Jへ 了、R'v iw 
ギ敵ヲ EドZ"t)予え 41"ñ 長 i3~ 'l:.1" l よ乱"t "る，掌 O. 0、

二島ホ弘 4J t" ') 'If /J州RZ ヤ?十仇位、物/挟~ " I!!'掻 皿 ω ω 

吾U-*・/1..主 3$.~幅司i.1' ・JI 1 t I :J911 ，. l.- 't-ネ，ιき札:')"" 1-~ 、今スザ bd智容な
E・守食均九 λγ 守ト比日夕、シ r援鎚 hち・). 1If折，.-tjJ揖ち~ 1" ~事け l' t1 1-

予をぬω品切 tfL Pk A/似 k 3i.~~.. 点泊約 r ある，合をゆ;1f i 勺#- 1 1{ヰ ιt、
IL A J ~ ~' A ¥'" 1 t ~ 7 注ド1.~貸し 3司令ノルf.(T..ZV' ~ Il!剣il Ii. /.$ { 
! TM.ム1It主t 徒主岬物干物 AJJ1 A暗殺害 γQi '1 "t fL tれ t1J、〉食 t-メチ
氏本 ILA 1 ~ ~- (え}勺忌ス-<f(tf・/‘)主、J'~守姥議 E 脅~ ~ I:t. l 1 1. ‘'ゑ 1長.
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v A 停tト亨エ λttラ勺Ik母忌 7~主

舵lkl t‘痩嫁ti.， ~、。 • 1 Iしヰ tι
基の IJ/l..stf lZ ，，~定義少.J.，$良川'

日忠弘忠良虫記ほ思匁足止必汰忠史怒民主ゑ思匁忠三認dace出 ides

J J'-~- あ 3 ヲ E ド 9 シ λ 体 9 作者 L ア

トルト， 1-~特例も勺 t リ忠雄場制

れある d九回!?$A.のす-，"f札や tーア
?札j佐れら 3 '(、 宅 4 通 h ちる~ t t" 

Jj5. 司 j } I{ i .(f 6S hえを怠，を

もラ~ l~ 怜‘ゲN拠母予フト tL i 体~~果

R 

l H-

~ CH3-

}. CH3CHZ-

~ 、 CH)CH"，CHZ一

CHJCHzCHzCHz-

6 CH，CHZCH2.CH1.CHz-
《

(CHl)Z.CHCHz.-
h 

(CH3hCCHz 

1"骨ち・I:毒J'* 3 を P 嗣A~ J、 z、今~. 9 
C6RsCHz.-

~- J Il干 IL~μ ム"] 2' ~"句勺J4!-';t. 

忌 7 ト 1'- 対方》ま按4妥ゐ世星1:~按安告{食 三J:立:}:2:2:iω
(ωふ♀心). メヂιt11. ~ 3 11 報J.j手豆町町民{町佐
星E指'"1.み吾'C， 例主最御泉d.JL取 5 212:: 
tt 忌 ? 川 d以必争仰fA.i.千判t，$)ム， (J!A義義喜脅9玉 i…口一一一一1，川凶，1以1;…5叩吋一
泉啄吋品4級削長怜働恥予バ(んゐμ切4州4，θω}λ，? 言 CαIlぷ1
l~按愛 b 里比 tÐ ~-、為主 1 'c. j.{ゃt下九

Concentration 
1n {CHilz.SO 

6a d6. 
ー ppm 

neat 

trans cis 

262.4 
(269.0)C 

neat
d 
265.6 267.6 Z.O 
(l69.8)C 

neat 247，7 248，8 1.1 

neat 250，8 Z.S2.Z. 1.4 

neat 250.9 252，31.4 

neat 250.8 252.3 1.5 

neat 2.52，8 254，4 1.6 

ncat 1Z25559..03iv Z56.6I ，6 

10M 251.6 252.9 1.3 
{254. Z)e 

neat 252.4 253.8 1.-4 

10 M 234.1 235.7 1.6 

neat 236.8 238，7 1.9 

10M 236.9 238.71.8 
(239.6)e 

10 M 246.3 249.2 2.9 

neat 237.6 239.9 2.3 

neat 236.6 237.3 0.7 

neat
d 
230.8 228，8 -2.0 

neat 233.0 230.6 -2.4 
(Z39.4)e 

% of cis 
isomerb 

12 

14 

14 

12 

12 

11 

13 

14 

14 

16 

14 

18 

12 

14 

22 

22 

予λ件tトヲレ λ件t、夙 大ふ「遥円 恕主急忠世弘法町出~立山県忠出叫控
除あ~ '1\~ 尋子怜愛よる 11. 今.~ ~‘私 以ふ忍然込広忠E

舎.，..... 帆肘、脅7為b込買叫る‘ ヲ量 l九〆 イ~ J，人f' C白。m町p。叫u叩n
Nucleus 、Y

~'モz. .; A { Aν~ tド?デシ， /J. 1J." 
RNHz 

RNHMe 

-8.7*-18.z * + 2 . 7* -3 • σ喰 +1.8虐す
"N 

-6 -22 フ宮〉ト 7 主仁丹 ρ'N，物品v.'13ι舟イE孝L Amine 
RNHz "C -9 0 9* -9 • 4 0* + 2 • 4 9* -0 • 3 1dk -0. 1 1 ・守

アト 1買が買 . ~I" 'l根湯泉な-~ヲ A…山mlon品d

吾民 0( JJ表 jg 某句通勾傾向ャち~.
7 そトヲミ I~ も、同 f主主?荷測定 1 食 Hydrazine RNHNH

z 

"N 
-3.5 -15 +11 
-4，0 

"N 
3r-Z4r  
-6.8 

'( "1ろ‘ や 17 " od世果りゆか為，九
lmine RJMeC<=NH 15N -8.1 -15.3 

2 今 .t-}代、 j ~十司。ρ4~ IJ忌 7 ~ ~・ Acetamide 口13CONER W ;z:; ー円 +5・ +0・

A 害救亭主主星の星寺必か哨~ d、h恥九 F…mide ff竺fT!???JN
:小砂場~， ']き十司小水ま禽4;-t …出(cis)

街s~、司関年計為 3 もヲ Y 芽 i )永事， 日伊…btaincd句 linear-regression叫 SiB

H昼、.d" f ~室長6 皐守『街 s 材、 f ドネ (1f.， (J 1唯事 3メF札基今表"..3街h忘る
を. ル-'] It干仇ネ Fι ムヲ金~~. .， ，.スヰ kトう Lλ 持z、えをち善，#".車マ<. ~. ト5

~ ~4 のみヤ納 3 1骨トヲ tト怜‘ ト71.-ス年?，t、』ι ムヲ全十 E 同~弓手~をまち.

~ ~ S I!)差時金 4*が空叱~ .i "l 公¥.z-考3}. r査裁が皐 pは‘ 1の 3是多jr宏司
夫害、差室等 IS"..みゆ~ 4~!η 客 t o"'i t..， 魚崎 k ~~普t， t 水丸。)IV-11ι 中丸ホ IL4 ']きレ勺'~/'- H 又ドシ~~ (J'IJ州)

tv-メ+/(.，ル-I7 'ι ~- イソア "t: 9 1<' ， A;-比-'''1κ.t11.." J ~ ~~ (支，之，
江， IJ)のrぬAω似4 必WIJ川ス¥" (，け耐え(食.詞争時lU.J r $~ ~"-
2"時期金争 tfi_ 得 s f..長及川丹伍~ r~ J食:i.t ~) 1.弐 4..fJNI1 ~\ .. 
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丞ス』ヰ宇い倫 !伽ふ伽jTkι リ. えs. ... ν、必γ μ 、‘ l6必60I dω多州叫仰似uゆ伽刷bμb，ri山多付必ri
! 'c.除9興黄味浸‘叶'、.tト-少千ι4尻A.1ミ 初./片A-三ZO/二/

/ _____ .-0 

h ケ吋3 のけ‘l丈けいれ又mlA--0~シ---7
r.)，.1 H~， ).ぃ・ J..7/(:"μ咽得 3永久 12汽二2tMJ，削，).
2 弘主ぬ ~1J句会‘J (1，" H，) 4i蓄え奇 Z~5Lk 
".のヨ租勺イt号王手会 主命事る J，Z70 I ~， ~ Tubslifulio明一ι
れす件 アユ Eユ争ム貨危動母ヴル'11260~ ì~、\
司え空守 It.埠 ¥1 灯、 1 のけな 1~ 、入 i 

ト‘勾長崎肘 11ik t、H-Fzhh寺2;0r '1、、
~ lS'" ~~暴れ犬， ... ~ "( be 

針。

t ¥i一一_A
H わいいきい.，...~. 。十 d…，(CHJ1n 11 マ

n 

明)~E ド司知 NH t< 4tJtシア卜ヲ Figure 1， Correlation betwecn the 15N chemical shiits of ~-alkylform師同国

i会媒おJ良
and ac山 midesand the numb町唾)and placement 01 11， y methyl 

substituents in the !::!.-alkyl group. 企. CH)CONHR: e.竺笠主-HCONHR:

o. cis-HCOI¥'Un -r ~ V' "o{デ'ι /，tJ骨特定 t， 

P磁齢融，宇息合政争ルー向7
ベルイヂ ItJ ~ F' B. Zo¥'川ー日 3. Ji.引いλ~押~が川伊叫必

f吋~ !JNJ(. (/{~) ~p抑止 7/1姐 そl~c生
ず4チIt7 ~ ~~ ( ~ωMI~. tzωhllR. 

R ιむJJJ1h ， F-"!'" !1.t. pL) t令
均t， l 1 IJ-I.; ν11~^ 1". クト It ! 
瑚定{t¥ 挙I仏語.).11.J ~ ~' 

:? Hι~ JJHωs ，、.

Iι 3 11 c-ロルf.( C~/fJ-

司 1掌星比 μ刈，手 3ぬ]I' ~.防
止;() t1ぞ{会 fA "た j怠煙怯、 .. 

f.A1生〆 1長崎i意蝶Jt~t t" 毛る~

f.l IfC心IvAck仰がA

Q ACtl /JA C{d(品

厳命 j ~ ~'の的をみ併、ミ代語、丈 咽か~
1 ~ ~"勺げん 4t.峰シフvhw. ZS媒(...t ヲ 1
1k年h妻えす 3 t 1'"少少え ;I iすγ
を~'<:(:; AIーメヰ K アモト 7ミf"(!1) 

守や仇身シ? ~ I:l. If?J'i/'t最l.クl?17 
ネ弘ム， ヤ')t..人 7 を~ }. ~産媒?付、

~.，芥を〈シ 1 ~ l fi " 6、，'1 1.1，ル-ジメ
1-I( Y を~ J ~ ~~ (む)r1， ? ¥. "オ、 μム
オ1.'''. '6' ~‘}大主 < (~lゑJIJ シ?よ事~
てで為る唖よ:奇特仇暗 9 ず織す E

rゃ番良倉純 7 ~ ~-")義 /1 1:'1. 吋ヲを

7てt~I 止~ ~ f~. 業ニ~] t f" '1 !! .， 

.lJ'‘」

F、

4・

" 

恥咽 u、a ふ蜘岨 cx<‘ a 恥M b凶‘ 「私的 ⑮凶

I1U ， O.~ ρ:1 1.1':1 ，.字 (，~ 

11ミミ |伏/i 
t~、 F

羽詰，~.3 1-1.~l :l.J 

揖争は芽吹岡本勺未達成金 W 殺ぐ.秀

賞ti2tt. '(丹..iIH{~同体.宅ふ h 1:ιてで
U-"'-C 書去も小る. ずま.等主\~，) ~. 

-f.---.--¥一一」ー----4-一一」一一+---
c~ 羽 ø tiJ相川Hlfflf 附拘酬明4tok 刷TrA

旬、.a.叫ωイ併.LtL.臥物ゆ臥ムlJ.-渦
ω4札制.A.i.却.

一103-



のどでは.場噴問 4相互 fF陥の寄!t' 
d、t" 司 γ{ 宇ゑ~~ .{f J¥" ;. ¥¥ )、 議楳
tη 拘 E件l有勺押わへあ Sわら者+γλ

市はいい'(t'"予想 tμ. 従〉 刈~lJ\4 f~~?ー甲山
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J... ¥.勺下 fij.， l' ~ 'i'¥::毒結合掌号制主 計
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L <: l'るい寸 15 ¥JヘA f! 
ぃ• R.LωムrJ.D・レ叫 ;」-r-r-rhO
R山 tld~ I't. '1"け‘ ι よ tf-
れに川町克九h A60」 ??j A 4 
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t緯y-γ 竜寺為、う'. $-ぬ j ~ ~寸 v 吋吃ふ仙胤4ωμ~.
計~'1 ~ ~.. (司).，匂dt辱争アト l志. 大骨骨勺古寺煉モ: 手エ話&アさドW..JIJ t勺土，)
イ色&縄禽1

'
'''為九 l '1、 い1プ札手悼 zタl‘ (L (TTi~) ゃ 4ヒサ~' l'3. t今純白
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'.敬 tあるト '1フ'tオ肱齢t歯車 (TfiA)司 s'JV向次専S-7ト t 
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る今月ト ヤ訪れ‘毛主看 ~1 ミハれ1 門 1 トマ b~ J( 

E叶&全ト長 lohは、 T1i A rß.1J.マ γ~ 1iI司⑨今 吋2t均 lOJ 

.t 3~ -tよ tt 1，"后ιl~ " 3 '( ~五嘘 t t 1，る '6!.1

(ilり 7~ ~-司令 4t 場予アトの河lt委牝
N- メヂ ι 併~J ~ k (見)のク" bホ，LムI ltトレ， DI1$O， 広γ手すのW
k者)..7ト是非!き盈主 t樹tl t. 宅『誕果z旬、3，宅不す. I罰 J、ら踊~s j. 11 .t 
3 /，溌峰 hよ 1 l. 昔、~ '/ )'携.i孝次 4番台 r主主 tで Fめか吾勺ゆ;，...勺
.t 3 /l. 11 aijで fる 7T b 糸必 Aや 7令ト下サアは !.t'i. i幸媒'(1)宇.~命令 t ゾ，
5t唾!!同率司水車S合、す e凶暴<.， キ$Sfe sp・3境句い・ J1 ~止やれ培ì.- ') f t 
{~ l私自"t}-フ1-f 喧色丹 1二 fえ句嘘，tが・?抱 4をきて. β の 1"iJ;.ァト同仏政局 k物量却
する語、 水E 丘町本まs命¥'; t!.. 嗣~ f) 宇多，~~トふ‘) ;援<， 使ヲ t， M 勾 t.}~
". ti t叱 11弘J忌， "培;tlr~ .. 品flj代シフトする. 盤強-1"* t "ふ t ~. D 11 ~ ()千宅、除‘
1叩ゐ事のや尚 h壱‘J， !J司~t..暗 L ヲ~\-t除 t ん γ 重，{( lちけ.
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1) 長 Lぬ仏，......./..J'， D. ~， :1. ~かか民， ?T. (1170) 
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212 判核酸関連物質の構造1[.宇へのた用

(味のま・ナ研) 甲t五正，担i 小企博、手

止ζ金1::'
昨斗の本討論会にみいて、議官 ~Ij 稚々のモノヲ 7 レオ;ド J t)ヌ7L.-才今ド
類の 'S"N-N門Rl~ っし‘て報告し ðN お j <<2，ゴNN の pH 11<存性tJ童L基構造との
関連 I~ ちいて aij らか lて L f-. 1)。勺NN 1;1 Aト予の電予駅能iこよ')説敏iて定イ心し、 句、っ
そのA!JJ局片的勺檎盆類似位、|三 J') JJ ，;;:"走3って¥..'ゐよどがめかっ作。 Lf-が 7て、
2JNN I;J揖進イι挙的i二有用なパラメ -9ーとな')~~手作 E 矯 λT いる。 L かしワ
ポち‘ ケNN 4iイ直JJ一般lこ救l-h以下であ，)、種々の夫験ょの因子 lこよリ嵐;w!or妨
蓄されやすい二と b同時l二日月ちかと fJっ仁 'tNーヲペlレ核政の揖蓬iι学的丸、前と
レウ視点ずらすれば、 /加のイι学 ~7 卜，段-to t:!奇問 (NOE) J 之JNN以外 iくも有

用寸情報を1/T:.らすパラメー 9-~ 1来事するべきであうう。~々i"J JNH I プGN
にま目して二れらの信とかき梯造との関連E検討してお')、 必じ-NM R. [て関する一
事?のデー 7について 1;1前回報告し f:.1，2) 0 '$"N-核費支の 13乙 -N門尺スぺ7トlレld
'f-/ -之企照射J約千l二五'"てb、ネ要数の ItN-核ιのスヒ。ン持企!二よ 7極めて禄雑
日スペ7トlレ左示す(回一之). t>N -N門尺スぺ 7トlレl二島ぃ τ11."C-放との
スピン佑イトIJ、当fF:の二とではあるが、税剰で3なV. L 1:.がって.穆雑に小梨し
と13ι - N門尺スペアト Jレの解析ずら得られる朗桶(ゴ)が、どの I'iN-教とのλ

ヒ。ン結烏|二由来する bητめるか E走める二とが、困難で為つ(:.. これちのずワu..;

の時."主戚立レ‘ふ子構造ιη関連左目月ち小にするニとが本報の目的てめる。

主E金
U
H
 

U
H
 

ADENOSINE 

GUANOS工NE

回一 1. 

ヌ7レオシ
ドの構造

工NOSINE

A工CAR

かいの Lょう i さつね~ぐら かラム
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1$ N ーヌ 71，才シド類(アデ lシン J イノシン I TアJシン，A 1 C. A -R.) 1-;):. 
~ヌ 7 レ才シド醗曙の格把中 1 無神室索現、ιして空室来五すしit;( ?g、4砂押t10 )を
伺い、かっそのイ也の生育園予由来の I4-N北入主最Jトにする牟什て‘詞較しに

/ι/門Hi /タ八/ ) ，2 S ‘ 2 パパ~ /3乙 N門尺スペ 7トlレIJ¥/arian X L 
-! 00 スぺ 7トロメータ iく M'coletNf -44-0 今枝j副主ユニマト1.4オ晶さ也 t

ii iEによ')測定 L(:. ダj;-'Jミ刀 jレシフト 11そャピラ')-I二封入 Lf:. i壁張所J
米本えのアン毛ニヴムイオン由来の /Wーシ T1Jレかち七-'1ミ力 lレ ~7 ト I d.
7門() (外野干ャピラ')ー)かちの ppm表示であ 'd.三主其鳴スペ 7トlレノ 。ι
-{ /S N I ' H } l;t /¥/icold私 L匹Jo-lnsoη 氏の俳句色、i二よ 7、N丁-200 ( 'H; 
200門Hl) ~用いて碍今 hlてものでわる。

結某ヒ考察

ぺへ/-ヌ 7レ才シドの七 -N門Rスペ 7ト}レ'1楼紋の JCfv'の存立lこよ 7、「
敏!三極めて梶雑 なる。ー i刊として l'7 }γ ンー/切の D門 S0 ーん搭束、pη
之夕、之門 Hi'. にH'1るはC -N門Rスペ 7トlしき回一之{く示す。

C-6 C司 B
C-5 

C-4 

ー
山
八

一， PPM 

266 

図-2， ( It N J ]" r )シンのt'HJ-'t， {Ij門尺 λぺ7いν%-'楳;DHSO-116 

CHEM工CALSH工FTS女 GUANOS工NE 工NOSINE ADENOSINE 表-1.

C-2 153.6 工46.8 152.5 
1，1'1ーヌ 7レ才

C-4 151.3 148.4 149.2 シドの 7ミ刀 lレシ
C-5 116.6 124.7 119.5 フト
C-6 156.8 156.8 156.3 

C-8 135.7 139.0 140.0 

N-1 126.9 154.2 215.3 

N-3 145.4 193.7 202.2 

N-7 226.3 228.2 220.2 

N-9 149.6 154.2 149.3 

NH
2 

52.9 61.1 

安 ppmfrom ext. TMS (C-13) or ammonium-N-15 ion (N-15) 

nu 
‘!ム‘fa

A
 



ゴCN η沖ノ島?去tL τ11謹択的に It八/ーラベ jレLT::ヌ 7レオシド tA.ト月九寸るが、
恥るレ Id'H -鬼φFP.射 Lつつ冒更に ISN-1去を歪択的に脱射する三童数也実験に
よるかの何れがが適当である。本報で 13 勾I-'1ミ刀 lレシフトめ '11宇品苛¥>>g主 lてい

るLと(森一 1) J 17よ〈〆よ')-4fL位制為る二 tt考点、して，三室共?息3主主用いて
博~ ll-:'.三を英?島実験'3(.{ 'J-I J 切 jでId:、ロ、'17に用いるうをイをめる t4-
維の異 qる同7反数"[.貯宇があ?、文験Lの難¥fi，になる折、本志て IJ 之D 1ヱッ 7
今ャ?ネ 1レを俳ー照射用のアガ‘ソ l'')ン 7チャンネ lレと lて桐 νることに j') ;装
置の変更2さ11f:。

工RR

N-7 

N-9 

N-3 

N-1 

X 

X 

X 

X 

ょ」ム…~
X 

ム……斗一
C-8 C-1' 

C-5 

NH~ 
~""""--'--'-r回~ー「干'-T-~~~~-r~T，~ー「ザ「ー~ー~-r~~~-r~r-I~ ~ 

160 150 唱1"30 120 110 100 90 00 司 60 pp刊

DMSOi，忠実。セイ'SN，'H} :ヌぺ 7トlレ.
ppm (丁付5身必)， I'N -~~射位置は諸問(:.示した.

LICN，Ez 

工NOSINE

SO.3門HilJtN-Tアlシンの

γミ刀 lレγ7ト，

国-3. 

表-2. 
I'N-吃スピン、絡

必定数

幅広 Lもシ7"11レ

でJc"， 1ト融巴す、

GUANOS工NE

8.1 

ADENOSINE 

一ーーー*(Nω工)23.0 (NH
2
) 

13.3 (N-1) 

7.3 (N-3) 

3.8 (N目 9)

CARBON 

C-2 

* 
19.6 (N-9) 

4.7 (N-3) 

工.2 (N-7) 

18.9 (N-9) 

4.2 (N-3) 

7.3 (N-9) 

1.。

7.8 (N-9) 

7.8 (N-1) 

1.7 

19.8 (N-9) 

7.4 (N-3) 

2.2 (NH
2
) 

8.0 (N-9) 

8.0 (N-1) 

2.。

C-4 

C-5 

20.6 (NH
2
) 

4.3 (N-7) 

4.3 

2.4 

10.1 (N-1) 

6.3 (N-7) 

11.1 (N-1) 

6.3 (N-7) 

1.2 
C-6 

(N-9) 10.'1 担当」

4
ι
4
 

唱

E
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図-3 1 J. It;N -Tr )シンの P門s0 -rU 中のタ0.3門H;， /Jι-f /s-N / 'H } ，入
て7 トlレてある υ /SN -教の際、射{主主I;:J:承-1 (-::. ff，した d /'Nに差つ‘レて九')， 、 4)

Robe心寺 R.;;.terjan，s等の報告した bのと伺ーである。よかち帽に N-7/N-7， 

/11-3， tJ-l， Nfイ立 のをれをæt. 1二日早，射しつつ ;~j走 l 1c '七-{ 'H }スペ7トlレが
並べTある。 “x. "で卸Eっけにシ 7‘、 iJレIJ¥、特l二挽くデ万 "17' Jレされた bのでめ否。
すなわち I N-7 ~P，~，射すると C. -6 ， N-9 t. 剛、!す 3 と C-4 ， C--J>， C.ータ

がそれをれ簡単ιする。 ニのような実 1喰主{巴のヌ 7レオシドの p門:>0 落浪につい
ても行勺い‘表一之の持来t-{与 T~ 0 1-: fc"し、スピン締ふの僅 1.12)，.2門 Hz の 8C
-{'H Iスペアト lレかち抜Jナιっ作値乏与えてある。 ニのま窒由 IJI 当持;のニとてほめ
るの，三童共鳴実験l二おいて l'l2D ーロ"/7検能ポ失ワわ似ているニと l二よ')ノ介栴
IE f1Y低下しているニ ι!三よれL.f-;:刷、って、数出程度η微細tJスピン伶必定数の
時iJ，H宜足て"~ TJか7手。./の点，に闘してld、i立ぺ 2D-O'γ7 Lつつ 1]ι-{ノWノ
IH }失験t1trJ 7子走て‘あふ
表-2.に示 Lた句JCN 1二ついてここては乾く簡単 l~ ，)、れる，令室素芳者環て'1J良
く矢口られているニとでほめるがり fon-e pa.ir t有する主主肱わ二萌持し T'(長幸と
の聞でIJ極め7小きレイ直をとる。 しかしなワYちI J"r)シンで 1:12位向アミ/基の

置換基如来 l二d')ゴcω-NO) ， Jc的 -t-JU) の佐がZL〈噌犬1る。モの他』地基砕
造の司王'"(":及 I;i:寸移管 lくついτ抗矢口の 1'-]ω 佐と関連させて報告す 3子定て、あら@

誼盆
三童共鳴実験左眼今 3れt札lf:. m胤 hんげ

Roy J亮01油hわhnげ川7内川15'印071 氏九Jに1威ぎ、j詩奇射1Llす。

え駆
け甲斐ft-，小ゐ;rI 7回N門R討論企宇旨集 ，89p" (177'i') 

2) 門 I<~i刊のんo ， 才. Am. Ch~lll. Soc. J 乙2..1.， /Osl ，(/97'/) 

3) U. 門肘ko叫 ki) G-.尺.S/l.H山'an.I 伽u/. J. D. R.berts I :r. 11却.Chem， ~"己・ ， ilノ

7/4ノ (Ir77)

4) P. silιch ner， W.門a叫同rI 制 dH. R..ιterJ仰 5， よ門'o..3n..0，巴吉・ノ n ， <<よJ
( I 9 7 g ) 

s) G. C. Levy ，耐ui R.. L. LtJhierノ げハ/itr汐，?ef/ -1 r; ん̂c;，四rHClJneit'乙 !i.eso/1{).ク1ft'
SpedY'ocCOfr "J  John W.; /0/令 Sons，/V，側同γ止 (/771)
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213 15N NH R れよき核畷品基の紺呈 f~ffl l1)校岩

(般大量白河)0 完砂時ι〆 j底辺~ rp今，植t2.Lt討，活-1i奪I芳夫
菅回虫 (三重宝 ~Þ青)丈品本主f (味のきれ可)守安蒜正1主

苫ゆタ?争中内空葦!ir.1 IJ t投与t#1 I二車零なは t1-I1.[，‘" 持 h 掬宝 J~ 州内}宇崎箇
附 1:JQ量 I 1. '¥ } ~旬 4ト?-:. ~ " 1 T.，. p，-) Z <. h. ~主 i千分生，， 'W '̂付κぇぺノト，....，五

分手間相会'F-ft¥ t 政政 1: 反峨干~と今、・劃 77zkJ a hk杓 h リとれ予どい，r:IL. 7 
I '1 "/骨 o，77c;、-:..'/ ，， 'rtJ IV H R Iユヲ" 1. V~" 1 t 1 1三/)....J 今/l!l ll 移，Îlt~~足;内lJiV

11M尺ヒ令}I勾4トペ}FJ t~ J.f 'ユヲ川正 ~へさ.
[t校 'tN¥. 1S伴氏 L 工三リヮチ 1 h r T・'- ~ ) f I : 切爪」与!/歩弘元

民中，概材i~ l'ィト布 lI II!IJ 1 'f‘ I .-- ;..-'J、)1 t2 1;1不脚内司会 d) ...1.; j~ ;)，，-~ tf'l目 _ o-"，-，-，d戸ー

はい()S.:.日e は) 'c "{ v) 8' Il ~ ]) Jt. 1れ:1."J ， ルlt.lたしBrA) :1-手Itt I合品、 1 ~. ""/¥J 
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(tVl. ht吋ねてi (々 ) ~ "tJ-れい.，..'" :: -)乙川町 p"u_y~~ '-3'--c.r~r) t.今今~ t T"-・
'tN MMR，I JTOL-fFト!日令完封 t I e、H f..IH，)亡す"主 tr-:.. I -!'fりえて Y ト』レゆ
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" -中 P付so..，，(， 1ニヰト lh ，r!JH+"fJOJ i 1~ 吾 f 要三千ビ 1 t問、I Z " a. .~lt'l えは 45。

1¥ル又川、 3fI ")浮l孟 1z. I~九 10 Ife"' ID;I-科 I"f=。
[1f手J(1). Æijl~ ~h豆、問勾 /t 霊訪'*'~:t・
r T、-::.. ~ ~t 号 j平 '1 ウ 7 そ Iv t f=-I Jチミ;.~t~ J千t凋伸均Ij?ド季手長4ト1'1(布干生三容味
中ι‘l}~と't 1): 夫lI )~t"~ 7.>、， ~勾 i j今 JK季手予イトムー /t N ;プ r，レの Jt置 ij益~

t}1-.Il-!JD吋/;:3;.ょ 11"f予l>.ぎ i里見. } h Aυ .f~イト L 1 T 1 tま tJ I I包't tV 7 1乞偽 k・
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214 ブラピンあ、ょがフヲピン蛋白CJ>N門沢(芽ク報〉

(完左大臣〉 。河野縦一，安全本葬32f，大岳滅多，ハヰ二園夫
(阪丈蛋白所) *"'~産婦正

l、 はじめに

生体グ〉号室ラ信連~~;f..獄、するフラピン臣考案の緯:rt~機能の研究{志、 ニれまで、主ビ

してそのW保約~p'及収ズイアト/レ乞抵史スヘ。クドレを用 t‘て行手われて?f1: d 一方‘
フヲピ・ン(J)イゾアロ考ずジン援のどの静イ立が‘アポ蛋白ある t‘/;1..基質乞刈互作用して

いるかを調パる 1:.lO)/こは落来.;tK健で・/1NH穴が・最や有ガな手段乞芳えられる o L tJ、

し、 フニケビン蛋白の 'H-N門Rの場合、八A蛋白えよど‘の金属鹿参宗主要えよワ、フラピン

の:/ゲナ/レが‘アi(，O蛋白mシゲナfレ乞輩1;:.7 て~f，t帥I~'l立f賓の有効な偽報料寄られt.r.

い.まず三 :H-Nf1Rてい11.イソアロキサジン多震の 6，欠 8，タイ立f図/) {こっレて(/)~テ'f音報が

得什，¥，画変化混乱や 7if浸白乞の祐!fiに重要なす妙iを果ιてνる 1，2，3，手1.，5， ~a， /()a 

イまに闘しては情報か得られなじ。ニの問懸lこ闘して 1;1:.， ~号令の者~{乞Iこは乙またl歩%
をヲパ‘ルしたフヲピンを用t‘るこ kが有効乞考走ιれる。われわれ/;J:.2，μ，伯，/00.砕
iこ13c.をヲベIレιたフヲピンを念成、し‘卵白のリ;11:'フヲビン絡fZ蛋白 (EWP)乞の
却互作用を研免しtr.'うま先 λ3，$f立tニI!>Nをラベツレレfこフヲピン(7)I!>N-NM沢スペ
ク卜/レを~J乏しずとzt フラピγの還元~態{二勺 ν てや 13C および'/~N-NMRを剃A..ι‘
梯進l二関するまロ尼を得たそここて1まリボフヲピン(rrO乞EWPピの不自互作同を情
Nf1R を用いて調パTニ結果を起ベ\まt~ フラピン蛋白を調べるプ::ðのの差鍾データ k
してフソーのフラピンの越金のが儀て"d>1.勾vfι与シフト I.3C_ 13Cスピン移名定数
を報告する.まずと/レミ 7ロム (Lc)のわレガリイ主τ‘め互交要位1:ついて I!)N-NM尺ス

ハげいレから胡雄な結果を得Tとのてγ#佐て毅告する。
2、 突駿

(Ct)鋲針 υ，5-1.俳 Fkzfυ，s-，sN -R.BU丁以3>/5こリボフヲビン瞬厳工ステ，レ〉a，UM-
'仇(-Lc2)は以前に報告しT三方法で・会.，:x'ι任。.2， μ，拘，/tJa， -13C -fR(まん之 d_/~C- マロ
ン曲賞ヒ 13C尿穿‘を房長針れて令成、 lイこ o fwP (;t.. Rnodes ho方法的 i二Jニリ緒裂/.，t= 0 
(B)~制定 /!>N あ、よび， /3e-Nf1Rの涙'1廷iこ1:1JEOL -fXタρQを用い、それを"がヌD8

付Hz.， 22・幻 HHz て'・規'J盆した。 ~q免の -.:g.~I~/ ;I. FX-/OOピPFT-/仰を岡、'1三。 'SN-
NMRろ/フトイ直(7).，基#に fJ:.NH俳句103 をヂ卜若干縛2隼乞 L て閉 ν -r:~. 0 
3、 結界~k芳象 R 

(a.)εWP (J) I5'N-NM宍

フリーの FRの勾V-NHRスバフト1レ
iまFごI1N (7)ス八。フ卜 Jレ12.) 乙i孟It・同 L"-("

あるが FRの落解1震か吋底uためナ分

な初v刀ず得られない(因。 o持，-::!;-N 

のう/クγ/レ品川非p.l!射の;t(.鰐て弘視湯i
イ'きず:微量の等五慈怯税制勿の者与が

江(:
O 

CH3 

図 I

かわのけいいち，すす'きあFこ， ;1テおいレのぶニ， ~ 1r" < 1: ぉ，おうご〈よ/.，~♂

巧

i
1
1
 

4
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I-Nのレクナ，レItT-Rヵ，"εwp ~ 

京事告す3こピによリ、 玖グ/>pm ~易長旗
揚シフトして υ るf姦1)。言語成場γ

フ卜 11.水乗存在会ビして解釈イ含るが:

こmγフト~lÍの丈 F ぎからはご‘< jj~ 

い7ド7軍縮舎の可能任しか3替えられ存
い o I-Nシゲ'ナルIt.εWP乞のきち令
によ 1)貨の f'，/Oεを失って¥.'るがイ
園2)、ニがI:t.FR 1ft予の運動の刻朗
日寺聞が、長〈存?たためど芳えられる.

3-N olシグナル11EWP }::m緩名ィ材紙lこよク観
測さがなくなる f因坊 o ごれが、-1の強茂の震の N 1-N 

0εlこよる岳ので存いこ乞 1;1:， 'H ;1 ~~lf.剰のスペケト 3-N 

1レでι3-Nか‘・北われないニピからオ71}，否。シゲナJレ 5-N 

の3角突の諌困ヒして /1;f目岡崎聞の増大I二件うちの

滅"i、Nω-HJOa トンの i重也、託手裳 ，~;iI伽生不純物例議在 (ερ TA ゃ cne/.刊を加えて

る ~4ιL えよい〉なt" が芳えられる。ま点、 百wPを主とル比で・ 1土f三・け FRIこ抑える
ι 3-N 1;1:.プ'p ドエンゲ主主ずピーク m者♂が4民〈存るニピから、フソ-/.手k被告
イ卒の交換f1-遅t‘ニ kがわ汐、る o 3-Nシク.，.，.Iレの浦安この原因I二ついてlま亘F線河寸る
ぽ事f1~・ある力、へ直終結合しているプロトン Mヌ叉殺り自主作用による縛すの増効t・

1伺f~'けが (12'， ê丈分予のイミノ笠~の観測 I志 r般1二困難 k いうこピ F-f.i-~ 0 し

かし図2tこ且られるように I-N，5-N I二向島しては非等仁シぜーフ。て‘、あり、同ピ糸の'も

のシゲ子JJK対照的ず'ある。仰のイヒ停シフト(;1:.来初訪I二鋭敏である汐、ら、イ也の

フヲピン解素iこるニの方法を適用すれば基質乞m絡会話疋宗主なピtこ鳩して非等t二有用

3替えられる。 S-N(ま4金属イオン乞の
絡会初イ立て"あるニヒが‘×線解析の結

果かちをロられてあ、 1)、εDTAや
che1<ιxを力。えそ :tシク.ナJレの規われ
存いこt:I手等鱗他企属 kの強 t絡会

イ本の形成、を示す k芳えられる。 ft1N

( ');1;"ァテ丘、ン -s~ 'Jンa重工ズテ1/./)τ"(;t'f.2..It-
tt?YI- I二観測されるが 2)、εWP乞

Uりま夏合($て"はそれよリ 2・6s-f'P1>1 イ民
成場{こ据われ{柔 1)、 !>-N1白書 Ó~抹

7)<.的立援場て"あるこピを不 ιてνる

( 5'-N め~フトイ直制御謀長f~ tJ、ら示
唯される S)) 0 Walsんら l主化学{/考併

のJ主験から同様な結論を導ぃている
d) 

FR 

FR + EWP 

z 
戸、

z
t
H
 

O 100 
ppm 

200 

図2 ソifで7ラピンおよび、 その εwp存香合イ卒の
15N-NMRスへ。7トfレ ( 'H-ノイス“テカマ7.グン7

毛ードザノレス繰i瓦ι 時M2称、約 ~o，otJo 

回草委第 rR どH伊{手是々 d.IMソン厳
パ‘γ77-，pH忽1，/ご 3111M(J)濃厚 l二5落解〉

表 1 リポアラピンおJぴ・宅の

'Ewp手給停の〆'SN-/ι号シフト

FR FR+EWP 

185.75 186.45 

215.85 

39.5 
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な侍釈を援少、ιて〈がるもの乞
期待外句。

($)雌・温基~の FR の匂Y-NHI?
I~N-Nf1R (;t宝章f票予〈の;0ロ

トネーシ:ヨンの不ttを事同パ:る上
て・・非等i二有効本手段て"あ?11.J'''，

フヲピンjこ闘して{主脱化型炉、

表2

1-N 

3-N 

5-N 

1}i1マフラビンの稽々の落媒tf-t"Q)ISN _ィι号シ7ト

in DMSO in 10亀 HC工 工n 0.1N NaOH 

177.95 236.9 177 .3 

214.3 219.0 工57.7

35.15 33.2 46.8 

J-N Iこ‘ i塁手乞型が 1，J， S" -N ド各金アロト;f-~乙/ヲン L τuるニヒをθ月ふ雀Iニtτ♂ 

先 3)。残飯tf-(・'fiブヲピンtJ:'-N にアロトネーシヲンするどー拘更に芳元られ τ\.'~
1]1/'， 2-C =0 I二JOロトネーシヲンするどす否宮廷もあるり。 10%Hα'fの FR~ ISN_ 

NHR スペクト 1レを 3則免 L て評るピ、3'~h、食の NO ε を受けずこ 2本のシダナ/レが言語戯
場tこ鋭刻きれる e これらをゑ2のよう iこ帰属Lf.ζが， ~}.( (/)シフ十倍('1-I-N， 3-N 
1:: フ。ロト t ーシヲ γ してドる Lc.のシフトイ孟 k対点・する.以主のニ~ f.7'tよ強曲変申の

フラピンてい/j{-N I 二フ。ロトネ~ ~/ョン ι f-:. 互援要f主体11'-優勢で'ある乞結論で・ぎる。

-'芳‘ 'H 非照射の ~f守て‘'-~fJ是 L てる '-NI 3-N奨I二JうV何 mスピン・スピン絡告(i観
測されず N-Hフ。ロトンの支穫が士重νニピかがわかる.

FR. (7) ()./ Iy Na. oH ~蓄液iζ 勺\ I -r.:f; IS"N-NHR スバクトルを濯'J~L 柔 2 のよう t 二
帰属レた。 TMSO議決州産主の差を乞るピ‘ 3-N(1. -;oCJトンが/J:.ずれるこ乞によ

っ5"6.6作動依銭湯1ニシフトして、ι。lo%HCι港浪t二つU てψ DHSO議堆の
fII tの差を巳って Hるピ I-N(;1. 70ロト定ーシヲン lこよってタ次タ'~ Tlnn.言語五議場f::シ
フト L てじる。フ。ロトネー三/ヨン{二よ安シフ卜の ~i ι(;J: /-N ~ 3-Nで‘j..ぐー妻文Lてυ

~o 

ω 匂ー /3C スピγ ・スピバ事会~教

ゴc"セ-13C) {;J.空会成‘の研究によ<利用5れるが〔蛋台すのフラピンの存在状管与
を調べるよぐιy白嗣 k芳えられる。 ここて"は 2，μ，拘，IOa.-1iJc.-FRを穆令のが驚で・
漣jえした。結家/;1.議長3I二1-.ιめてあ1111"'.jit主的手核釘を以下f:2.I-バム宕スピ
ン絡会定数{-;:つ

いて比較Lて L‘ 

< 1::: 、そJ[c (2.)-c 
f仰 :)J(手近傍rTlN
♂挽主電子対が・

;0ロトン lこよヲ

τ共有きれるど
，]、ざいイ，tをネす。

:ZJ [C(If.)-C (fOa.)] 

が還元理のみ小

ざいflIを不寸の
(j:. t，la -101)..の台長

会の変化i二対夜、

表3 フヲピンm稽M 状態、て‘f7lI3C -1.セスピン話会主教

Assignment 

lJ[C(4)ーC(4a)] 

lJ[C(10a)ーC(4a)]

2J [C (4)ーC(10a)]

2J[C(2)ーC(10a)]

2J[C(2)ーC(4)] 

3J[C(2)ーC(4a)] 

Oxidized 
RBUT 

75.4 

53.4 

11.0 

2.5 

1.5 

3.3 
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J(13C_13C) (Hz) 

Reduced 
RBUT 

78.9 

84.2 

5.6 

2.4 

1.1 

0.0 

Protonated Deprotonated 
FR FR 

(in 10宅 HC1)(in 0.1N NaOH) 

78 65 

63 55 

11 10 

3 2 

l 。
。 6 



するものであろう.孟持

結合1.-1三定意Mのスピン
絡会定数時葬-1立似乞し

τ 告書舎の次委文lニ此f~'lする

から 'J ( cuoa.)-Cどがa.)Jが
遇l1t型イ‘太君、、ィ直をネす
の/;1:妥当 kνえる。 'J[ 

c(村田乙印a.J)(手フOaトン

の外れ1=FR.て・，1、JI..'{i宣
を;r，しているfJ，" こt申請吉

令史教{二つ t、て(1-殺害イヂj

ヵr存〈勝Øt5~~待棄で・あ

る。

(d)ルミクロムの豆愛震性

/レミクロム{ま#t来毛/
アェ才γグ);/{健、て'fi3イ立

のN-Hフ。ロトンカf外オ1る

k芳之られてじ t-:.。し力、
し.をの IS"N_Nt1 R スハfクト fレて‘は

/-N ~ 3-N (7)シ7"'"，レか“震の NOε 
を受けてあ、リ， {ヒイ手シフトのTH涌

径をHfJこう乞(図3)、 I-N， 3-Nの
両着 lf; シフトする。0/1笠τ1ま本解
1主力"'(弘、恨め予測免困難で'ある炉、図

3 (二烹克t・‘示Lずと VHSOすて"(J)シ

フトイ虚ーが‘よぐ対-t¥:.'する. ニm言毒素旬、
ら図Itlニネすよう仁アfレカソ't主イ/;J

250 

(
日
仏
仏

1-N 

nu 
ハ
u
q
，h
 

引
'
凶

H
図
的

A
d
υ
H
Z岡
田

υ

3-N 

B 9 10 

pH 

図3 ノレミクロムの I-{I/ ~ 3-N (lJイヒ今シフト (J>J>H ~繭免凶手脅E

(設誠 f~"17-;一主宰来飽和義被，定，-pH '("のス~7~，，，，， t

、犠u!-し時間 I~Iï， 約 100， 000 回淳委噂〉

cpN刀
cpxにCH ↓N!?。。
cpNqH 

O 

neutral alkaline 

国ヂ /レミクロムのす任Eわけリ7主lニ創刊梯企

ルミクロムl手I-NI こ 70 口十 ~-乙ノヨ

ンレr:.雄造~ j-N Iこフ@ロ十ネーシヨン1...."(=雄也の矛衡Iごβ ヲτいるこどが結論Fれ
る。

1) K. Yagi， N. Ohishi， A. Takai， K. Kawano and Y. Kyogoku in " F1avins and F1avo-
proteins "， T. P. Singer， Ed.， E1sevier，加¥sterdam，1976， pp. 775-781 
2) K. Yagi， N. Ohishi， A. Takai， K. Kawano and Y. Kyogoku， Bioch巴mistry主主， 2877 
(1976) 

3) K. Kawano， N. Ohishi， A. T. Suzuki， Y. Kyogoku and K. Yagi， Biochemistry 17， 
3854(1978) 
4) M. B. Rhodes， N. Bennett and R. E. 'Feeney， J. Biol. Chem. 主主主， 2054(1959) 
5) Y. Kyogoku， K. Kawano， N. Ohishi， A. T. Suzuki and K. Yagi in " F1avins and 
F1avoproteins" K. Yagi and T. Yamano， Eds.， in press 
6) C. Wa1sh， J. Fisher， D. W. Graham， W. T. Ashton， J. E. Brown， R. D. Brown and 
E. F. Rogers， Biochemistry 17， 1942(1978) 
7) T. P. Fetisova，工.L. Vo1odarskii， V. Z. Me1'nikov， S. F. Dymova， Zh. K. 
Torosyan，工.H. Kustanovich and V. M. Berezovskii， J. Genera1 Chem. USSR 41， 
2329(1971) 
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301 各種ノマルス糸矛!の点、用

(臼ふ篭手〉

1.はじめに

?細野氏え J 久的7字減v ぶ下~弘
キ>¥ Iき2f長J 今氏 a

riN門RLl広い鈍函を局尚氏五月起し、娘鈎?孔二鴇殺をペ寄るこ ζ〉守、稜々 のノマJレ
スヂクムザク在使用レ、マれぞれの目的L亡命すi-'<tf-;:A毒剤な損殺をd寄る ζいうメリヅ
トポめる。 レ酔叫し、 J広えしい、錐範銅品風函の吋ス々初ク トい1ルレ凶ポ{尾農庖bく幼見縫』ご宵れLるにの、 j締鴎Lく伏タ犬対之ω5刊む
Q伽〆川n仰仰釧iC尺仏仏噂併εを
4和Gさ付ぜる抗方元ゑ友〉キ守、 WEF丁去戎去句ミ繍荊νい、吋ら才併tてれUい、る。 し。、レζ{刈これらの方議(j\~要
G信号主主)~員去する欠点、がめる。二うレに欠点、色鮮うえする方法工して、 γ\orriβ らの
議採五月匙fiN門尺1) D々o..cloKらの相同N門R'2)η消 Lずられる。選択舟;処去しユスペ
クト lレを弟純;にするれわiこや夜用でき、五月起するJてしス刻、jに綾々 のものの念場えら

れムこかもレス糸Æl1~J有ぃfオ慌ヂータ之その朗建点、主李総す&乙去に、せの柁J
の稜々 のjでJしス糸利の辰野iパょって司能之なヮ「こメミfftヂータも合計《て報告する。

E ノマjしス?手、手}乙サンフ。ル

A)告手分謀。i史

A-1 了寸¥rvvv-

Aーし山ト

B) 2 D N門R
Jt/2 JL エコー

図1 ) むしス糸利のタイムナマート

(↑よリ サレプリング伺始)

斎院は、臼ネ篭手製 F'X2.00， 
FX 1 0 0 ~二 F 仕/B G:ユニ、ソト E 付
却して行ゥ氏。 4華々 のパルス糸列司、
Pro.9Y'Q. r肌 ble 門u¥ti Puls色rめによリ

発生さぜに。

多{蛾ιitJ:司し「くパルス糸手lJ~図 Lに
元二レに。

A)訴か費11史
A-l 選択創造己 WeQkPower法(SELWEAド)
A-2 タ PulseModúl()Jion~MSEL PUし)
部分~~11史L こ使用し「こ RF 広力CPv\se)

\j 目的に会才7~司突しに。 SoftWo.Y'e t.;! 
ヂータの綿密格段~ 32bitとしt
Double Preci sioti 去であづ、 AD変
貌惑しユ 12.bitである。

B) 2文元FTN門R(20 N門R)
B-l Ho..hn E乙ho :，去
s-2 Curr -P"rc邑11-Meiboom-Gi 1¥ うえ

(C、R門β)

lJ宅めまぎみ おおううむ刊さ 4っしk句、ずひろ
乙f旬、勾1‘才?けいぎ 4 いiなりヰもる
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Eト 3 穴r-- t l'-'~'"て~穴~て'" E.c.ho去(w'E，H.E) B-今 a.b 門odv¥o.tiOI'¥ of 
Coxbon -13 Spin Echoes in冶o.tedDeco叩lin@" (H. E. tro:¥"ed) 
Softwぽ乙 lユ演者ら f)f.向絡しにもの (2D N門R) E 使用レ fこ。卦i疋 L二おも1~ 予言

/マ l しス~脅 lム 'H ， 13ζ核凶 20flsecでめる.
刺史したすシプlしば、それぞれ況のように調整しに。

⑬之、4m9-' 20吋リゾチーム(生低学研究所製~~白)を嘉嫌( rhO: D20ニg:1) 
0.2，rJ Iご惑解レ、 5刊帆戸ちープlこ封入しに。⑥ 500l)1lOエルス臼マイシン fア/し
ドリャナ梨)左 1.5ヴJ C.，D5Nにー洛併し、 ¥0州戸チュー7"に封入しに。CC)100帆免
シしコニジ::.;(和光純薬製)を Lsttn1CDαョ iこ耕レ、 I0 '11\IlR~九一フピ封入した
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Pr-ec.iSion ~え ζ認

法での芳1I定等苓 D)"n<lmi C R<Ar炉 E絹決していt。し小レ垂水中否斗、 NHアロト L
寄J 重JKt.交殺するアロトレ!jD置換してし丘ぃ-1'1定でき以いという向遁がめる。
一つめ伊iとレてリゾチームの事bK中手のスペアト/しさ図2に示す。下よサ NormLCi/
WE干T/H 門Et/SE し.， PUL( らÁ~e乙 XIOO 回) / SEL〆WEAK(ち妥/むしス
5旬sec)守ある。規11定LユCbublεPreCiSi00去を使用して L、るので、軽水中での

lJ、さ弘、信号も模~司費三千わる( Nor()')~ )。され唯々のテクニザク色用い「二週i医2
オヲ 7r:o vJE F 丁法/け門仕法で、 L:tィ~場の NH7。口卜 J 矢)ポヲ消去している o
NormJ I 丞採刷超法で、 ~J N H 70 口トン L諸島~'1ごれている。 7}(の ÎO口トレヒ交捜し
て L 、る NH プロトン ~;17Kのプロトンの緩和時閥パイ幻ろして L、る f:め、 W'EfT~えき
はこの NH プロトv'がう岩尤るの守あろう。.3:f:こ H 門じオうえきは、 ?Kのプ口ト〉ぷ健~Q
しr:にの交挨レている NHプロトしも手当えンるのをあろう。つよリヴ寸ュレーショ U
トランス 77-~引 F匙こレていると肴えられる。 ~EL ， VV凶kうとし~!1夫ぃ事色白のふ 2
后刀起するに約九l筑i/岳が長くむる乙いう欠点、五特 3ている。つ式っちの姐ぃ糸じ
おし、てLJPvlse 鳴が芳成付むくして〈る。このにダ712 (/減A、け氏するこ
之LJ;千司飽をめる o SEL. PUし去は、 mod¥恥七ionηすがわヅ語調来(2 t ' 31 et-:) 
がぷる乙いう問題がめり、捜i氏以う主』章、主要する。

以よのようじぜ才:でHの妥'1定去に長ガ{ノ焔斤{がめる n-{"、Double
択伽起法f:.:lILJrJすれば、鉱米中をの規I}定ぷ比較的Is.易レ二汁九る。

2~史元 fTN 門R

(2 D N門良)

2DN門RはAveらの
秘密5りえ来タタ叡の報告ボ

めリ、規丘で ~J~空々のバ
Jしス糸利ぷ使用でれてい

る。ごの之DN門Rの詐
~ffif;1支紙包珍R9、ずれにペ 4
1.IH等HomoCauplin守
のある糸

Hゃ IC¥F等におげる 2
DN門RのJ'¥ルス糸砂jは
Curr -Hm:..e.ll法ぞ心P.
門丘、 fまでは、 Coupling 
定荻ピ Pυ|誌の繰・)也レ
の時間 ζの援i借~nミら、ゴ

modlllo..tion主観;Jllいこく の
いkの、 H吋，nエコー去
E使用レている。しの、レ
な〆らごのパルス先手.Jで、

Z
 
H
 
M

刀
ヴ
ず
ソ
グ
定
款

/9'1. S6/'1f1K 

市
岡

クミキノレLフト

⑤ 

⑪ 

可

~レコニ C し

の 1HZDN門R

スペク卜jレ
(・洛媒 CDce~) 

図3

¥ 

).ι~~ノ
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L立、図3③のようじ搭妹のロークボ愛広フてレまう止め解析を困雛にしている。成

ャはこの問題を解次すてく、 πーでーち壬ーで一花一てのノマルス糸利(国LB-う)
を場支レ、 この問実自主角再来レ「二。穴 -t- 多壬/むしスで，洛媒~~角去する乙乙もに、
械の 12 号 M想起する。せが続くわりしスでスピV'~紘レ、エコ一例 á)(~9.
ごのエコー信号互 2~1..えで τT すること i 二 4 り 2DN 門 R スペクトル ~A寄る.図ヨ
③のスペクトルはH叶H' エコーうえで得fこ2DN門Rスペクト Jしでめる。背t<'-7 tJ 
Sol vent.中のCHUdによる信号守ある。図3⑤4汁-tー多イーで-1[-τ1，0ノレ
ス去で得「ごそjので、ある e 図3③ ζ比較レて明4句、むよう氏、 CH Ô~ のピーフボミ者
五しているのバルス剣.Jlユー落~-z:.ヲ矧の緩和尚間 (T，) I二差のある場合に使用
ち手る.また 2DN門Rf'，*昇「二スペクト Jレ左折、手投影(Projectiorウ互行うと、

'Hのゲミ刀ルシフト崎製のみ料、得られるく図3ο〉。
2.七等実栓核の締合仰ぎわるft，
Iと発、にあ、げる 2DN卜1RのノマルスタM'lは、 H照射f:¥ユG-o.ted Dec.curl il12-i夫E
使洞レ、 't..観測に叫 Ho..hn エコー去が使用手れている。丁υrlì~r ら 1;1'、コレステ
口一 lしの2DN門Rスペクト Jレ6)E得ているが、炭素教の珍いサレ7・ルの 2DN門
R スペクトルの報告rj~婦に〆川、い。我々は工ノしスロマイシレのスペクトル図4~
得に。このスペクトルより、個々のc-H CoupliliS定款が介離レて得時れる。 '3C

えの之DN門氏におrlる問題点は‘ 1f宇和二葉・民的闘が長ν、二 ζ である。約 I5話濃
1更を泌が、 ?の恭氏に 1:1:68守的主産主要レ亡。

/15".乃0切

-400 0 400Hz.. 

C -H Coupli1i8 55‘/宮門Hl

図4 工lしスロマイミ/レ
実妻、ーは 2DN門Rスペクトル

15すまとめ
F丁N門民において、イ空ャのパルスナヴ

ユりク主弔いてのう~I皮 01. 目的の十者較のみt
E取 L)~i 二乙 II去をき有用をめる。さら』二

犯の恭氏~)lも合《て毅告する。
ケ

ミ
力
川
ア
レ
フ
ト

1) G:.A，門orriS症以. J， N唱‘ R~s. 2q 443(1 qワ8)
2)J. Dctdok et <l.l. ibid. 上主之4-3(1q 74) 
劫細雪'1et 0..1. オ件面応用スペクトロi~)-f菌処河ず)
~ 了、A悶tQe Q¥. J‘ M~品5‘~ E，'! (¥q7G) 
$jw.P Ave eい¥.J Chem. Ph/s 室生 222可(¥ ~'7 G) 

b)D L，了vrneret 0..¥. J. Mo.S .I?es 盆ぢ'ffT (I q '7~) 

-124-



302 相関 N門 R ¥::その点、用 VIIl テータ処理の志定イヒヒ
データ処理持皮肉検討

o <.京大計セ)小零 ゑ， (来大正璽)荒田孝治，最長。長銀芳

相関 N門 R 介光宏 lまスピン系主主主乏周三度事支持ヨ¥ L t"ヒきに得られら三 7 十 3レ L芸員

i玄捧号IIえ・答) t 処理 L てた挙スハマ 7 ト}レ主求約七方戎であ担。寺実守 1孟芳'I~ 内ダイナ

ミッワレンジ内友でこ町五)去が月 Jレス FT会よリ有利てみ包こヒ 1τ 着目し，ゴ EOL

PS 100 1r 光言十"Ìi.~どをし T 1 '1宮 OB小型計算機't組令てて相関 N門 R うス TT... is.作

賞してきたボ，今回}まデータ処理的精皮ヒ文行iま度内 00から検吉守してみ r"¥ 1 。

l. データ処理精度

相関 N門只司処理のー告"1""tなす 7 -リエ変換 lまi丞1tF F T 司手去によリ実行才れ，
N 2"" ，吾、 4 デ-'1叫 FF T <7> ~ R.段階(J. =L2， "'， ¥'yl ) J:' 1すいて i立回転因 Jト

e x p[L食品宇土 (j=J， 2，"'， k) 矢作 L k=  N/ 2.~ 

主係、救ヒする積制的言十ヰボ行なわれ色。::..<1¥ t~ め回転図与内ヰミ:めすが FfT 内精度

およ1f'実行速度 J:::: 大~ <..彩害する。::..町億円ヰピ.杭え「ヒして lまユ欠司 t司れ考えられる a

[方去 A] j 1)，'整教例ヒき c = -2吋会， s = ~;'h e ヒおえヒ噺4ヒ気

si n 1 (j十J)9i sinje 十 Csinj9+Sιos j e 

巳0$! l j + J)日}=ιosje T C cosje -Ssi円 je 
暑く‘T亘等的/::::成立す包。 こ司王" 1ま si n j e ， L 0 S j e >¥'与えられれ 11" ~事2. J 3"1責主付け加

え b花・ 11て・ sin { lj十l)e}，coSj(j+1)自)が本められも乙ヒ主示 L ていも。 乙のためイ全実.

の 1口対して e=ー?? とおく乙ヒ 1~ よ') j = 1 ， 2 ，ー， k 工対する回転図争主】l庚〉欠計~す

る乙ヒができ，計耳杉生時メモリ主告下約しづっ、止、学な回転困+が・吠‘宇な嶋容 1:::: 欠~ /， 

4どめられもヒいう、督、でニの7Jラまはきわめて背カであ色。

[全r王女 A']完f;;ま A/::::類した計茸方法 l主役 1::::屯ある。例え 1点王に関守る新4じ久‘

χ2  (toS自)X j _/ - JC j _ 2. t~ t，' L lC 0 = 0 ， X， = I 
で求めらサにも工j 主用 H る k

ぅinj9 (sin9)工 cosj9 (c059)工j一工j-/

が、「亘等的 r::~正主守る。 乙れ t剤、1れ!ま・考会 A 1::.同様/::::ニゥ司会三教 sin 6 J CO$ 。革、ら

田幸玄関与t.'頓〉失ヰどめ込こ kができ弘.

L7J法 B ]回転図守主計ヰ考弘事ユ司方法 lま単純 1:::: 多項式 i色似主用¥'，て古川 e，

CO$ e t 1 ，伝す‘っ求・める方法て'あ包。 U ま多頑苦九‘ tL十ifi.て'宇Tち切ち乙 }:1τ 守るヒ

ラin乎(((-0..3 'z >. +乱2)Z2_a.，)山乱。)z 

c。ョモ子=(( -b3z2+b2):Z' -b，)z2. +bo 
屯解えこ ¥:.1" なる。 こ乙て川町， bL lまー1孟z< 1 '"範囲ゼ・ L 町今項玖;が・最長司債屯与

えるように澄んだイ系教であ L 乙司オラ去主用"る場イト 9ボー喜重自く号 の銑図 1::::

ないヒ全}事 ー1岳 z'く i 町草色図 1:::: 入るように'z. !:溢当なイ晃教 k司知事t-::1;i差 z't作ヲ

て sin守 C05守:同位 tい， こ町どちられ 1::::通い桝日げていいき佳

あ、き‘・わひろし あらたようじ 小じわらしす"お
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10-2 

10-3 

10-4 

10-5 

10-6 

10-7 

10-8 

ヒしなえ

A fixed 1L. 

A fixed 18 

B fi..d 22 

BfI値ting24 

128 2弱 512 1024 2048 40鉛 8192 

図 1.宮;...e，cos6 <711，患の最大誤差

10-4 

10・5

10副6

32 128 

flo副片唱 24

floatinョ56

512 2048 

咽~

8192 

図2.方法Aによる FFT町誤差

て!立ならず， 乙町民で売r強 81立方戎 A， A' よリ実用と今閉が・かか包.

[奇T宏 C} 回転図与 t本的也事 3 のオ事長 lま o岳 8孟寺町伎囲内 p億円託 ( ~ = ¥， 2， 

， p) I~ ウ1\ '- s i" e... 'ωs 6.. 町住色条司帯舎でメモリ'"'設7穂 Lてあ・き， 内挿 l' よ?っ町

字な伎をポめる方法である。 与町場ゐt. eが・ょ言己的範囲 1てない1:~味方議 B 司場令

ヒ同様 J~ 範囲内で値志水め，乙れ\-::通当な処理主加える、文字があ包.内神丹念法ヒ

して 1まニ.督、問主単純 lτ 直線<ti:.ィKする lまか

s;，， 6 si...e.+r~os 9t+1 -c.os eも i二e.ー+C。宮駅](6-(1，) 
ー‘ 2 e‘，.， -eも，

c.ose (，OSe;-[~in 9i....，-色in&L一旦ニ旦:!-+ si n e， ] (e -fh) 
v ‘:2.  9，.，-eも

ヒ いう複雑な式:も表葉きれていき[ゴ.W. Akitt:才・Ma.qn.Res刊日ぱ主主，“宮(Jqヮq)]. 

図 I1三方法 A および B t用‘、てイ反教参P2斗bit 町千loating(浮動 J)、教伝)約六，教

値吾'jl ，斗， 1曹， 22 bit 町千i)le c¥固定こJl、教怠)形式、で。長。孟寺町絞囲 t ¥')等今L.t"掃、

の sine， CoS e 司伎を求めたと~ 1"0.生じる誤差町最大値右L糸L. r~ • こ同図れらオ法 A

t用 H て sil'lD，c059 (1)健主求める主号令 lミ1立J きf専を短培、い bit教で行なうと誤差ポ

急教 !τ 増加する乙ヒ語、・わかる. 乙れ tま噺4ヒ式 1，お日て常時使用す b ニゥ内主定基失(c 

お与ぴ・ 5)の最，)、 bitで内初')捨て{まれ は失約)ボ相対的口大きく 主主る Tτ めで，

しが t噺イヒ式:主用、、てける結果，計草する友町教ボ増すにつれてニ司誤差 1ま求める

べき値 1"，竣茸されてく缶.特 1-::方宏 A'1::おいては方法 A よリ乙内誤差内争責リすれ‘久

きt... ， 

図 l

千ix e d彬誌でき十専有?i~~リ方法 AIま lii ヒんど実用 1" ならないこ七功ぐ わか、 r~. 
m埼「手主 B t floating 骨~~. ，千ix e d lf~ 式、て‘用い t-:: l:き内誤差 lまそれぞれ最小

bit町れグ)...$}，あるいは売伺救侍荘度ロ相当し，今 z買t¥‘ t 斗 Z真までとれ 1ず十 4与え主精

度品交.f専られるこヒ t庁、 L'1: ¥1 ~. まれぞTまえ C 1ます哉 B J" 1;ヒべ・て計事が面修日な寄]1ミ!立

待度が'上らない乙ヒが・わか、 t"， . 

図2.1主千10CL七inヲ膏多式、ですラ去 AIτ より 4乍ゥた FFT アロ 7・・ラ久 tmll，- ー1孟χ 孟 l

丹波圏内一橡乱暴交を 2 図 7 -リエ変換 l '1:え円値 J'"戻:したときに生じ‘長平均誤差主

デー?定、司教 1-::対 L '- 7
0

ロ・ソ トし k主司て・あも。 図 lま大きなメミリ宜、虫、宇ヒ寄る
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データ領域的イ反教舎r~ 2斗bi七
l~ 固定しておいても:::つの

た教 C および‘ S の仮教~i!

1斗 bitから S6bit I~ lこげ.き 1三.

Itて・誤差が大憶に識少する乙

ヒ主庁、しており， このユゥの

史教の椅度がを書士であるこ k

~~'確認・きれる.

きらに図 3 1立す事長 A によリ

回転図令交ヰすめる FF T ?・ロ

グラム tJtl ..て実剰の畠注喝

事l応答申、ら相関 NMRスイ 7

トル (wingti令めて 20斗官

fixed 12 

fixed 14 

floating 24 

図3，7r法Aによ1)末・めたBence才。nes$'凶作重木本来同スハ，"7トBν

友)主本めた例であリ，きf茸 tイ及教書P2斗bit内 floa.tinラ形式‘て・行なうと正しいス

々 7 ト ?ν が・得られ b が，教イ直:f~I 2. JI 斗 bì t-司自 xed 形式‘で特なうとプースト事累計;1'‘

生じる L ヒ t 示してけし千ìxeclif~ 'P.'で計茸守主場信ト，乙内摂動 1立数値都支 I 宮 bìt

1-:: 上..，."るまで・5南えず，一般に l詩が 16bit町小型計t検て・千'1X e d if~ i¥'で計算オ己主易
花トロ lま数値事pt I斗bitヒし IS bit gボ 1，な、?ミ kきに値 t 1/2 I~ 規格化しなお

して!誇 tあふれない主うに1..<: 11 る乙とを j号えれば，方法 At用 11 "(相関 NMR 

m処理主符なうヒきは干loa.tinヲ制点:で計茸主行なうもど零があることがわ小包.

Z . ヂ-}7処王室内畠丞4に

手拭々が作成した相関 N 門 R 乙ステム 1-::お 11 <: I立，従来，主~ ~送事辛苦I~ 溶からス'\~ '1 

トル主求、める過程て・ 4員、キな Z 図司 FF T，お与 1〆 l回目的 FFT司結果 1::exp[-i.bt2.j2.] 

( b 1立ヰ辛苦1;急度) t 余じきを十専はすべ‘て仮教事~ 2.牛 bit町千10a.七 in ヲ-If~ i(で行なヲて

きた~ '"うち特 1-:: F F T に閉してゆ考戎 At用川て回転困争 t求めてきれれ・，乙

れほ前 lても述:ぺれよう 1- ，の方法 1てよれは・計専横町メ毛リ t許約しつつ、史、学令回転

因吾主色動的 1-:'支用上二十1)--な精度で来めるこ kが・できる hめであ缶. 志た計 l~体

t干loa.tinヲ約玖;で行なヲ t-::.司 1孟，れx邑d 形式、両ヒき司ように中間続来が犬きな佳

代なリメ王リ tぁ，3、寸、きヒいう川面e..t しなl.. <: ~ t、 t~ VJて目ある.

しか Lネシステ h で用けてける小型:計草機こには千10ιti"ヨ約六三賞革期 η ハード・ぅ

ヱアがなく宅内処理 1まザプ・ 3レーチン主呼んて'ソ 7 トウェア的1'::行なう決・診がある t::

め，千10a. ti nヲ帯主式、で計茸 t行なうヒ吟問革、・かがもヒいうス，者、ヵt‘あゥ t，.宅二て・

4弘、守暗号- 9処理何事 i丞it'Eめざ'して前述;司，傍系 1ミ:L't. ずき〉突の改良 t行なっナ1・

(1) ;事 iま棒引応・本的サンプリング・ 1::先主ち， データ民間教，袴引幅，持事1時間など・

時条件が哲夫ヲたらまずデー?処事室町棟、具、考ヒな色田幸正図争および‘ exp[-i.bt''/2]

町伎をイ反教幹♀斗 Tit司千loo..tinq寄Ji¥'イオヲま Bp:よリ精度長 ι言十嘩し::->k.を

数値告~ 1斗bitのfixe d形式 1て変換して泰司紛でメ毛リ 1之友情白しておく e

(l) ~矢代イm ~明畠 i主楊引決J 溶司サンデリレブ目お与下手責茸 t 千 10a.七.nヲ的苦1・で行ない，

千10a.七川ヲ苦~t(・町主主メモリロしまう.
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(3)デー?処理主行なう kきは， ます目メモリ主内処王室したいさ1;主持号I~，溶も数値吾p

l斗bit内千ix e c\制式‘に愛キ~し， これ t (1)て作ラナミ千ix e c¥約六司条町イ直 t参照

しながら処捜して， 1斗 bit椅康司スぺ 7 トル主糸・めも.

乙のす吉永 l之おいては，回転図寺および expしLbt2/ユ]司伎はデ-'1処理司陳一つ

ずつ作 b司て 1まなくあ h恥じめ作p"i(きれて 11 ~ *'-小ら i霊，~;' ii・'， t で有み，しが主計~

l立千ix e c( -1t'j王にで行なわれ色町て\ヂー?処理混程内 1乏反主大幅，~ t:. 1デ、る乙 kができ

る。特!三回転因与 1ま，例えは斗 0 "1ι糸町子‘ - J 司 FF T "ii行弘、うヒき l苫:2.0牛 B組

(斗 0守61町)司 f直t会計 10 方図手呈皮使用-Jj色、史、宇治、・毒)1) I 手え来勾シス手引で 1孟 L

阿倍 t、主‘字 lミなるたびに荊化'o¥t用、、て計算して¥1 t~ わけであるが，新らしハ乙ス

テ A てま衰を作殺する段階で個々のイ直 tI回だ Ij言十茸すればよく，方宇去 A町-itリに

オ法 B t用 11 ためにもかかわらず，ヂ・ータ処理 1-::象する時間法大憶に短縮 tれた.

また同一条件で複数内事法樗号!応答在処理する場会ロ 1<1:I 計算機こをリセット L ない

f~ ')以前 1-::作っ矢来をそのままイ受用することができ色矢め，伊1え Iず 20件雷鳥、何デー

タ定処理する町民手足来司らスラムでは 3分 30恭介かかゥ fミ的地ぐ薪らステムでは 1/7

内 30秒ですむようになリ::..町民 1孟データ友司教が増すとヒもロざら J"聞、Iて〈色。

また串:乏樗ヲIJ九君主町サシプリンゲおよび・4安茸 1ま4え来とおり千loo..ti...ヲ明主要1・で特な

勺て H るが， これ'3' A ID ~機器内ふ解能主最大 lミ係ちつつラ数回司積草 t 行なう乙

ヒt可能にするれめて・あ色.すなわち tL-積茸主千ix e(Hf~ 弐てa行なう k すれ 1ず，

核軍円途中で値が. 1斗bit主主主 λ るた刷・生じる h 1〆，:: A /D変換ぎれた値および『れゑ

て司裁草結果 t1/2 ''''娘柊 11(..しなおし司有ぺて司値 tI勢口お士めるよう 1ミ L なく

て 1まならず， ::.. 0) t"， e')積茸効寺告が伯下有弘ヒヒも K 手責草結果口盃却、宅生じ‘てしまう.

なお(2.)て・積書結果 t 千10a. t i...ヲ骨多大司ままメミリ 1ミし車、てけ色町 1古， これをあ

ヒでカセ‘ツト予-7・1"tr.カJ...，積草結果更司圭ま t大変言十草機:で処理できもよう代

7;る t"めてあき.

ポらに，今回作 Eたしたシス予判口お H て，~ ，デー?処理 1;);最終的にほ合べ'"'t李主催

者P1斗bit司千iX e q形式で行な、て日るユ¥: 1:: な b 診て，乙司減反 1立従来会宏 A~ J!'\"

て依i~吾P ユ斗 bit 町千 I oo..t i... '3 '!f~ ;;てて・$:めて、'h回転図与内精度よリむしち良く，拡

大ス々 7 ト Yレ主求め b場令て t十今な精度ド・ある乙ヒボZ宣言実・きれた. なおネシス手

向 l才入~カ新\~ト t 除 11 て F 0 R T R A N 1::よリコーディン 7・・したが， 1斗bit 千ix e d幻

氏、同イ直周丸町積定本め色幸~%Iま信長レジスタポ使用て‘ききょう特 1-:: アセレヲ"ラでイ下

1>¥，'し，乗茸17))j量程 t・特Jtが落ち色こ上町な、、ょうヲ主昔、主私っ t"， . 
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303 相関N 門 R の生体~への府間 五
大腸菌の嫌気iIfJ線総瞬におけるイセ謝制御会主 1l腰透過

L索犬謹) 荻野寿史 o荒田洋予告J 藤謀議男

我々はポく落液系の~戚度~J定?去で'~ちる~関 N 門 R 悲の開魯~文喪主行うと同時
に 生体系へのtv'F用吉行柑ゥ τぎだ，:1)前回li，方若論的立場がら生ぎた太陽菌細胞
の{場初動的戯討対象ιして樹蘭NMRラ去のえ閉め可能Aをみ倣，鳳走者ょが'
ヂイナミ γクレ〉ジのえから検討した e 序回 It，メく防醤細胞の謙気的代謝反応1品、ょ

ず細胞様透過反j;:，'め動的過濯について詳，知{:.謙封Lためて'殺与をする。
{実験〕 メく輝彦， KI之(IA門 1264-)をえヲシトから移植 l. 一晩門守燕体培地て・
前培義し任後通告が桂建前条イ干にある盈主主主/C機イ長着する.数回日正菌4え通当
r;現議め犬揚議浮遊策室 N門R銑粁穫r:稀し、 N:z Ij'ス護戒下ナIレコ-;{五加乙て
封じる・これを NMRアロープ時 (300C:)で議気的1:'培ゑLJ そのまま NMRη到史
執枠l::~る. N門R剤定It，ゴEOL PS -100き碁成1:胡議与した相関NMRヤステム
吉岡いノ通学 z ータメト胡積算した.絢館内代謝物m 蒸産 I~ ， 腰骨長白質手接点虫干ODI.5'
( 60011-札 )1-:.対して IO?ttgl"，..，1会よγ暖蛋白質 I~当りの k細胞内イ本積が. 3.4主o.I 
悦1である Jd，展史し推史した.
(結果! メご腸麗の鎌気的代謝:相関NM~~ 用いて J 犬暢菌(7)l' Jレコース代謝
の持制的安 116 をその効期遁濃から非殿様的に遺跡、した.図 1 かみ 9R 今か fま E う I~ ，
この代謝内局閥的安化で特徴的1./こl::{ま，~L厳生 ;;'1立単調，.:.増加 L ているにもかか
「ー lわらずr 昨畷，工タ/一 lレF コハ7離の生期並患が約3fJ寺閥

，e'検l7.. leveloH L ている Jι である.これら m 代耕連tb~'
/evel off l はじ'Jf1f..l. き，方めて ~O 1レピ〉離の予

岬 l山…るMが 史移附印状鳩欄態純蓬微仰lは吋まi刊:1プ四 刻叩一寸川山れ川る…る 糊枇恥k口工吋町ず打トい一…/ト~一一一→サ叫Jル山哨レい川噺lぽ嚇ま励仇勧蜘lい:I ..，珂比肘で

/ べ・て少なくヴる.ギ厳注高司持崩安化においても同様r.tlevel 
öH か‘観測才1It 1三.主い l亡者tk-す~ ft;謝

己 i 一 一経降で'あ3Em..Tden -M.e.yerhor経路土 I O~ 
図iLぷ444拡e) マリース経路明代謝来い史量的評伺
議議内側l 。〆 nけめノ更l二詳細川耕調書午機構を明ら
細胞難ゑ:I・6)(10守九t昔、にする?をめに少 jレコーぇ[1_13cJ芸用

た

炭素諌止する静止議 1-;.よる錦、気的代、講t(J) 'H NMR叉イク十ルで
手る. スペ7トiレ11，V季ラフト志よ 1l'13C-Hスグン治法予定数l之
上 1))各易 1-:. 帰属できる e 代却す生虫物的 3患/をめ持制 fl/~長化を圏 3ノ
4斗トiに亡示す.1 

門陥ey戸ε「仏hoバf経F持告を通る声場易4φトlぽtピlルレ ιU‘〉覇蟻実のメチ lルレ基1:入るoが、V‘;図ZE-COIL 〈〈笠強宇
4長持桝謝j量調の環海の持倒

〆マリース維持訓場~{-:. l't， s，線高急時過Jlで逃ゆでいく.i 1( れ.~臓がiMJIOM
わち，図4-I~ Em.Td刊-Meyerhoi経路局み五iιR場k-t1l内耕 fぷ卜訴事長115ル
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の持制委ィιである. Lたf ヲて /3Cで・ラ

パ I 21 べ、 lレマ仇たうデ'ナlレを 'HN門R苦用いて

〆 lil rc|材料l坑之ウ《競争す 3錦町寄与
I ，] 戸¥: Iいの定け矧菅れb的仰?榊f川で付オる 本材失験聯滑料l付恥千われ(:.工
l 〆〆=肝〆イウt十一 E I vい、て l比まt‘ヘぐ'シ十一スt緩毒a錯告《

更引tj| fj/ | 机めイ/ |rrあιいつ北托 圏む3， 4-1巾れよハう川
/げ/メιユ… |川|レρ/ l舟矧裂を哨阻春恥L托晴静止品笛的4謙気矧制b的桁91>(;湖謝lリ二Jあお‘ 

。!/x'/ヘ |ντi立，企体的代紛星通lま約J1D 1=働下

o 
o 

tているが，図 1の場企t同様の代謝銅
図今貯金制'-~持古ザ是みホ~. ま完イセ耕走坊の生成r

図3図~ー耕 2Lqpd僚角界Ulevel off L械でも角経発的事j冷サ
ア吋之傍I~tr{ ー イじl事見今れT{い・ごとで興味あるこ

脅止晶 η場怠F 静事厳笹舟(If'エタ / ~Iレ佐南よク約 5"'0 1. 増加 L 之、 t るこ t で、ある.ニ

ホ I~ A T P 7量生増加の方伺ヘパ謝発跨が、ぎりかわヲ尺こ k苦尭:味Lている.
犬場臨め線引?代・謝において最4生握的l三重零である代謝経路苦尾、'X-すため/-:.
培地内 pHめ謙実的代物1:I受lすす都響言持討した. これまで，0)奏験之‘ lま，すぺ‘で大
腸酋生告町互通 pHである民之の培姥芸用いた.伶ぃ pHで/1f-t.;謝建1ft/J~' メく幅 1-;. 伶
下し/乳厳密舟霊促進す~ \:.局時 l~ 酢蟻生^ 11.エヲ/ー lレ位三月気勾之倍に増加し
ATP走生徒草するように(1;'縦跨11.妻子とした，これ川場色町 pH1久代謝畝

ベヤパ鞠売を跨重子受かる童要11居手守-;''3ご tがあ宮、3..図タ /1:I 得繕乗をヨード酔厳

マ で阻害し)提案諌 k してデ•Iレコースめ他1-:.昨駿為、ょ γ
普l.j接言培地1-:'加えノ 2'8{}手綱14実的I二培'l-Lf:-kをめ
'H NMR スぺクトルで・ある，僻鵜系 1Jr' 陸暑さ水~ ~事L
S費 þ，，}長案殺~ Lて細胞内，.:.乞りとまホ I -1量(C.'Jレ1::;;"ン
鍛r:. 酸化才~た後加ヴシ厳イ争解l二ょっ WP厳に委化人
A T P I k事室発生す 3もの ι用ψf..J.教Jf< Jろ3
他m雑踏lエ/1.{旬、新111手土んど・進まがい・

国写 僻糟Jt陣容痢(モノヨード'酢融)向乙../vt:.";"畝イセ暢i二及l幻影響

incvbGltio礼時鋼

Ulレ~" >-厳イ英透過反応 前向実験で・あきら D、がよろに/解

糖系の中山 l三位星しr 重要河内相中同体であると!/レピシ轍グ内謝

観客r/1"1勧号越めた kころで・初めて頗透過Lて培地中，:ゑてくる，
汐 11.-t."ン湯量的戚透過友点"p;~ らずにする~ ~ 11，線透過反氏、 kィゼ
謝鋼静機構tPI網f罪事o#らかにす 3上で・1主専守弘主と男ゐJt-~. 
図(， 11，絢9包吟 AT P ~j{壬下ゆる夜釣 lτ{ 9寺胡噂領的lτ前埼jを
しれ倹ノ培地向 ~H ~ 5.0fJ'ち徐々に下11'長崎め 'HN門R ぺ̂7 '.，.. 

卜lレである・ pH /--依J与Lて細胞内め CIレUン厳F 選択的lτ勝造国6 pH~7H台空Fa
過してで'てく 3"" tr'めがる.このようが細胞l根内向謝中尉停のi重 t:!1ぽ〉鼠舟晶凪
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r~j'q tln長重追及，t，き追跡す 3たれ 1:.ltI 件鳳壊的r:./司暗に戸争点ぷ与をみ手「すき/寸皐iJ"
ホ3.，すがやち〆放射F地内非代謝1.1"賞丞用いて腰透i昆7番手生霊剰定するヲゲ才・トし
J サーラ去 lて用い五:七がで才がい，国ワ申、ら 9月ら旬、 η ょう I~ J pHるフト l二イキう 'CIレ

ε i じ‘ γ醸の進!K.JiJ~rfn長透過反応 11-i昆'海域急であり，数争以内 lミその
1 11 裁定勾顔色1":.l. 11サフて再ず細胞内 l二耳元りおまれる. こ仇 j事，絢陀

γI ~~ 協壱戒処搾 L ，絢柁似の~. Iレじ>~Pl蒸れ史脅することによ
」μJ'\Ji~_ 。雄都Lt三〈図?乙). ~.ルじ〉厳内細胞のへ司東ウ込み tL 脱咲

4受創デユトロブヱ/ー lレCDNp) 1:より完企 1:'阻害ざ1k.る. l' Iレ
! A， コー又為在下1:暑いて細胞の生建的余件を弱気持?件昔、ら排気象jヰJL lおこ ι川ても同磯町一の Y 

日要透温度たが語草剤さオ¥.1三 〈団~).こめ場冶rtノ
酢酸.J(f~L酸についても弟干の安fヒグ員られ R

図一7DH 1;]附ぺぺぺ1-:…1-:~~ぷRツ〉融

め生控的4身骨件一r昨F向ちイ代そ謝銅春鈴?椴4梯露k施めて曇手枠をlβτ網2蓬をLてイ什守が
》 ι古ず

t:?I-lt. 0 N 1>ι同様t-..H+ ATPo. s色例阻害者~1 DCCJ) Iてよヲても完
J舎に阻害守れる. 三~~J'~'v~___

[議論〕 図11主p 大腸菌の7島谷有機現象准歯車の遁裁を足しr:.毛 a ふ

m れこの代謝制lま琉1-:'よくあられいであいr，M?忠君主怨JOj! 
副Y叫 ySlstn姐 i怖 感はこの内請す戒水の定量的許価(磯良filIz移設)氏り掛

市青意ゐする奈への村、新荒れの小品開抗心的I-~ÓÆド
寸ー~:Ha
--G6p.....:... て NA!lI'H 疏そ L てイセ調~7売れ銅静のよう州T脅すの動f/l過程を

関町 内主pr山 明らかにす3こーいτある e
U~ Ll rbil らは$) 7"/レコース(1-(3c.，]を決案芳、 lτ用
U¥13C N M Rれより大腸菌の嫌気的代謝を調へ“てい

る. 13c.. NMR I"I 'H N門R1:比べ、て甚丹、感度合鳴い
え I~ ノ 図牛肉結果7マサLtJ、体3と ιがで・ヲない・す
t{あち， ヤシトース経由主については伴iJPl情報i1暮ら
-;/tだい， こホに対l， 事実験抗場企.100トイHl.て"
守徹?l\.-O\ 執料若草用い，教砂蛸 t?)J.事j手で角経路 r:.~
らあホる約 0.1札門以と 01~震意 m 作謝坊の検弘が可

JYOLM 
JyrトcJ;2
ぷ¥ぐ二::
岬コ〆 ¥_NA加

5u<四時p.

F
l
pド
t
e
 
t
 
a
 
e
 
c
 

A
 

何・叩岬r10 a tfan明"同酬

剛氏腸箇舟犠発的者毒事千帯地図

官をである.

国 1ル 4/二bいて晃ら'lh-'3代謝調静 11/ 知能的住理的条件 m 安ヂヒ/~伴ゥて作露骨返
耗 -11'''/:::.0ルι・・〉畝代謝Eあ、ざえる方向 l工安化した尺グフ乞芳えら1Itる.図?局、らみて代

謝銅静r;.ノ ~Iレ~' '/厳m加リシ醗d争解率、ょ γコ八?厳佐高内通発で悲喜ゥてい 3.~;尼

崎，長、で 11ノ ニ l7) ~í，じがr'J ，τ 由-*する出が確定的ていないが・培地0) pH tJ'" fJc錫tl量産却代、
謝遁耗古来グ)~重 t- rr 間予 1-: U 、でい~ ~ !:. 11.明らかでふ主.矛た静止菌(-:.上主圏
有物質作詞fιm比萩伊fb代、謝晶耗め pH4長JH生ノ解縄系の障害~1 の IC.! Iレじン謀長代・却す
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(-:.及lすす都響等夕、み丈錫菌の4景気的作脅併のカ期過搾1-:.1-;いては fc.oルじ〉鵬首、らア
也チJV-Co Aを通ゥで ATP 1 /iJ- 予を尭昆し酢識を住所す~ ~量耗昔、ν 佳!f!1Jý1て最も重
患ttfl量産であり，最カ1-=代、請す銅許主務げるJi震で・あ 3こと昔、、・Pflらがで‘あト 生《し

け TPが'iP;f¥'謝調和'I.7ェクター!こ吋Bもめ k売えウホ}.Tヒ草まmた的，.:鱗
eめd意気的f'C餅4邑蒋を同議1-:.して銅ぺ，r.. 1J\'~ 大腸誌で'!， \I 主主すにたイ守耕損害?晶iFl(古
具、，t，すこ~ f;v'ていき1{語、ヲt-:..酵母lす， アセ卜アルデ乙十d を重まを酢酪/::j損jにす3毒事
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304 N M R よ

(徳大教養) O 吉

〔緒言〕 昨年度， われわれは

数積の毒素 lとより プッ ト皮膚

!C惹起させた浮腫の進行 治癒
(a) 

過程を N M Rを用いて研究した

結果について報告した。 そと

では， 'H N M R K より， 皮膚組織

を測定すると 水以外 K 相当量

の中性脂肪が観測される ζ とを

明らかにし， 組織中の水の真の

T，値を得るためには， こ れ Lつ

"有機分子"による寄与を取り

除く必要があるととを示した。

更に 浮腫生成 治癒 fCj半う，

f自由水 J の変動と， r結合水 J

の変動のパタ ーンが互いに異な

るととや， 脂肪分子の存在状態

も変化しているととなどの し、

くつかの新しい知見を得ている。

4 
阿賀nfrl酬 055

図 1

今回は， とれらの研究を更に進め

N M R を その他の疾患の病態解析に

も応用するととを試みたので， その結

果を報告する

〔実験〕 N M R 測定 K は 日本電子

F X ー lOO，FX-90Q.分光器を用い

ザ.

ι 。

〔結果 考察〕

アレルギ K よる綴織の変化 メチ

jレ化人血清アルブミンを抗原として，

マウスの足 K 遅延型アレルギーを惹起

させた。 図 l は 数十匹のマウスの皮

膚を切りとって集め それを O.8 5 $百

N a C t 一重水 ICて摘出したものの，

'H N M R スペク トノレである。 乳酸 ア

よしかわ けんいち おおさか あきら

る 病 態

}II 研

055 

。

解 析

(予防衛生研)

(b) 

4 
同町、骨曾羽 055

逢

事

坂

DSS _ 

2 

lac柚旬

'‘ 

。

昭

7 ウスの足の皮膚の生理食塩水抽出液の 'HN M R (a)正常

(b)遅延型アレノレギー (抗原注射後 24時間)

3.0 

o 

図 2

control.24 hrs 

lactate 

unknown 
substance( /) :0.96) 

alanine 

succinale 
acetate 

DH・24hrs 

遅延型アレルギーによる皮膚組織中の分子種の変動
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ラニン，コハク酸，酢酸などのシグナ Jレが出現している。図 2 K は，正常組織とア

レルギ そ有する組織の抽出物の量的変動を示した。 特 IC，乳酸とアラニンが，
アレ Jレギーにより，顕著に増量していることが注目される。 他の通常の分析手段

』とより， ζ れらの組織中の有機酸やアミノ酸を定量する K は，除タンパクなどの前

処l'Jlが必要であり.その上，各成分の同時定量は困難である。これ K 対して 'HNMR

は，迅速かつ簡便な分析方法として，有用であると思われる

各種殿様の N M R と，その病態解析への応用 図 3 Iζ は， Homogated decouple 

法 K より，水を選択的 iζ 飽和させたときの，ラット臓器の ， H N M R スベクトルを

示した。各臓器とも，脂肪側鎖

のメチノレ・メチレン慕プロトン

に由来するシグナノレを与えてい

る。 図 4 Iζ は，臓器の "CNMR

を示した(肝臓については，図

CH21¥ (a) 

H20 _. J¥. 

(b) 

(d) 

EBII 

図 3 ラ y ト臓器の 'H N M R 

(aJ>>干臓， (b)腎臓，(c)牌臓 (d)心臓

CH
2 

(a) 

~ 

図4 ラット臓器の "cN M R (a)腎臓， (b)j津臓， (c)心臓， (d)脳

-134-



図 7ザレノン Xによるラット肝中のグルコースの量

的変動， 日 CNMR (a)病変肝 (b)正常肝

5 参照)。 ζ れから，各臓器とも，脂肪類 Iζ

帰属されるシグナノレが主であるが，二重結合

の割合や， ン脂質の N ーメチノレ基の強度な

どに差異がみられるととがわかる。 特 IC.

肝臓については，凪 5 で明らかなように，プ

ドウ糖のシグナノレが明瞭に出現

している。

又，図 5(a)は，カピ毒である

フザレノン X を投与した時の肝

のは口 N M Rであるが， (b)の正常

肝と比して，ブドウ糖が大巾 IC

減少している ζ とがわかる o

図 6では，死後のラット肝の

'H N M R の変化が示されている

が，時間が経るに従い，ブドウ

糖が増加している乙とが明らか

である。 ζ れは.死後，肝グ

リコーゲンが加水分解されてい

くためであると考えられる c

人血清の N M R ーガン診断へ

(J) TI'ム旦 図 7Iζ は白内障患者血

清?図 8 IC (1 .ガン患者の 'H 

N M R スベクトノレを示した。

ζ の場合も水を選択的 lζ 飽和

させて測定をお ζ なった。積算

回数は 40 - 60回， 所要時聞は，

p
h
u
 

n
ペU

4
』

A

JH  
図 'HN M R による ラット肝の死後変化ぐ

数字は死後の経過時間(効

'ーーーーー→
Ippm 

際j7 白内障の人血清の 。H N M R 



3 - 4 分程度である。1.3 IC乳酸のメチルプ

ロトンが shoulder IL出現しているものがある乙と

がわかる。際I7に示したように window関数を適当

に設定する ζ と K より，脂肪・タンパク由来の線

巾の広いシグナ Jレ成分を除去する乙とが可能であ

る o 乙の方法を丹]いる ζ と K より，正常人の通

常の乳酸のレベノレ (0.5-!mM程度)の定量が

可能である。

図 8 ICは，ガン患者の血清の， H N M R スペク

トノレの典型的な例を示した (a)の場合は乳酸が，

(b)では，乳酸と酢酸が著じるしく増量していると

とがわかる c 現在までに，われわれは，各種ガ

ン患者(脳腫蕩，食道ガン，乳ガン，直腸ガン，

肝力、ンその他)2 3例の血清 K ついて， H N M R 

測定をおこない，正常人血清(25例)のそれと比

較した。乙の結果，ガン患者の血清には，ガンの

種類(部位)にほぼ関係なく 75労の高率で， 2 1 
m M 以上 'HNMRICより，明瞭にシグナルの

観測される濃度)の乳酸が出現するととが見い出

された。 乙れに対し，正常人血清では，乙の濃

度以上の試料は，わずか 9%であった。

乙れにつけ加えて，ガン患者の 30% IL ，血清中

に酢酸が検出されるととが判明した。 従って，

血清試料中の，乳酸および酢酸量を， H N M R 

K より同時定量するととにより，ガンの一次的な

診断が可能であると考えられる o 従来，血清中

の乳酸を定量する方法としては，酵素法が最もひ

ろく用いられてきているが，乙の方法には，③試

料 IL対して除タンバクなどの前処理が必要である，

@酵素反応を含め，定量に 1時間以上の長時間を

要する， 。高濃度( 3 - 5 皿 M 以上)の乳酸の

定量値が不正確@試料の濁りの影響をうけや

すい，などの欠点がある。 ζ れに対し 'HN M R 

を用いれば，少量の試料を，何の前処理を施すと

となく，迅速に定量するととが可能となる c

更に，酢酸・アラニン・ピンビン酸などの同時定量
ーτ

が可能であるので，各種の代謝疾患の診断にも応 4

用できるものと思われる。

〔謝辞〕 本研究の一部に協力していただきました徳

大医の原田氏，日本電子の今成・松下両氏に感謝します。
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す3ように稿肉ネ毛;:.'7]:.泳F トの上 2青を

トリケロロ酢蹴l二て昨ヲン 1fヮす 3

ヒ ニの巾円 1包ぃ点/方0)品少がきえめ

うれた. 存お奴射寺弘j峯η増加 1::，砕い

この巾のぶぃ TA/青η篭日月九:島少が吉見‘

められ. J司維な Z見宵ιが蛋白積水海え

π>l ~忍められ 3 ニじタ Akasaka et o.l 

によっ如告主オ'l.地ちはこれ-tSpil'¥ 

di好凶Si札 1:J> ~ヒ説明し乞\.，\ ?~さ
もに照射強起を増加す 3 と S/N比 0・

tく危'). また巾内 1突し1言hl7i角専有主ス
ハごワト 1しの吉.~ I育也照射位 ll-:..l.l!.いシ

ゲナ 1レ桂:風，レす~. !r逆勺〆己主董ヰ又的 yド
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噌l三封入し，1-:.10ψT向;;11)宮守口ロホ，{..ム 5毎:衆イ栃事。

寸トーa

。

~トーJ

2 4 6 8 10 20 
(ppm) 

shift from irradia t ion frequency 
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北 l二ガエ Jし稿肉の 1叶ス/'{'ゲト Jしの同起

を行フた。 まず協 1宮lt毛ぶェ淳ート毛 1i/¥;介
t，量i工会リミトコンド、リア介晶('2巧白)，協，)、

Wi!Aキ与?晶(10乃G-)， 及 7J:上二子青/jJ晶 l二介11活々

のスペクト fしを伺ー筏 4ヰi'5則合Eすると

筋商の希初旬早能シゲナ Jレ i主主唱。ì'~に品

し(下1付).完ウサギ鳴H聖執がう作点したゲ

リイZ'J ン協 -(1古知H包の可;匁成分が3"!iL出し

てい 3た"d) ニの詣タ執耳目包スぺクト lしl古

4寄られなか 7 た。 す均約-fj帝IrtI -(符?と為

F刊写能スペケト Jしl事協知昭|角の 7クトミ

ズシン由来イ 1事なく. 細胞 η 可;~ $.令!二

信手れる札令物由来てある。さらに楠肉

のよ靖勿晶主トリワロロ酢時〈・R空クンパ

ワしたぬ-{'-:tこの拓与T脅キ能スペワト Jレ1会

~Aじ tt ず.むしろ巾の th し1 1;足分の 3成少が

言発め~ )れた. !(定ヲ'"t lわのおい ~J青 I主蛋白

場建 η 邑久分手由来ずあ'). ~-"ì句ヰ存在ス
イケト Jレ1在A色4苦手の化々待毎由来ぺ;ーあると

尭九与すVL このよ宅待晶をさらにヴロ
ロホ Il，-b，ぺ;崎喧抽出す 3 と氏liphι:tic

ye'if'O九のシゲ.ナ rレグ持出ざれ.ー併pp"ペ

-j. Opp棋のシグナ Fレl毒機管内メ子 1レ，メ子Lン

差由来と考支....<;I-It ~。 なお-
上記以外のシヅ.ナ lしi主席出ざれず後 1 1. 

-'3PP札付阜のシゲナ lレ1在世義時噴d)コり L〆

由来イなく之しち水;~性 η イ色分三千由来イ

をl? 。こめ税~倫相M21均 1:: 99聖1二信まれ

~Æビベ言物としてヴ L アチン 1各政 I ATP. 

且ぴーカ Iレ1 シン (S-AIι-/-1iS)が蒋えられ

O 
ext ref 

二三J::JJLJJULi

Supernate 

Model Solution 

r 
ATP 
Iτ 

-8 

CarnosIne 

-6 

s 

C，ealine 
phosphate 

r-l 

& 

-4 • -2 
HO 

。
(印m)

下{事4. カエ Jレ愉肉. 当LのI二五脅/jr品&ひ

毛デJレ;'li:;~互のス/マクト J レ

カ工 Iレ怖肉のスペグトル lま巾のTIiい

がの毛千‘二タ処理!こよ，)事l車L'L博主し

た品々情耳詩包のスイクト』しを元二す.上増liJ

晶博物 1角本毛ジエキートを這 1'，;公益性(10万Gr)L 

トりワロロ俳画法|こて降ヲ ;，，/fク均のスイ'7トlし

もヲ干す。 毛テVレ~~ ;旋 1古筋l詞l乙多重にあ

~ '30刊付クレアチ~ 1)ン百事<.， 10帆 MカルJ3ンンF

~ v-" SmM AiPな令走。

これらのイピメ吉物のスイワト lレヒ比較す3ニとにより (Fi手4)，カエル筋肉の晶Ij;僻融ス

イワト I~ -どの -3~正 v"-qppm〆 Hï立のシゲナ 1し l主主!こケレアチン('):1.与峰) ，お来 τ:・~ ，)， 

VlY'omo..七ic I"e守i0，，"のーワ， -& ppl't.付近の乙ゲ‘ナル l主カ 1(...Iシン由来じ完えうれる。

以上のヰ撃に証明的;>¥(物和泌を F司い 3 乙協細胞内の司海ft，/方に信きれ三五 時噴~佑介毛「

嶋 lニクレ 7 乎ンゆすりル j シシ昔、“ ~f坊主義的 1::~l! 'J'~ 可能ヒな 3 。

エ欠にこの労渇を地の生侍錦織に1fl叫'1.勢市 Lた結果色向5与が・下i宮6IユiT-す.1="事t"

t事カエ lレの噴 t乎靖情)，肝月島叫が暗防相続的て“第守路管由来のメ子I¥.-1 メチ Lン差 η

乙ゲナ I~ か・持:llイき. 特に月~11労組寿喜正 1ま 1 旬樟博司了予~/方〆じあり・ 大静Iif/1中，ト生路肪-(

a月~;:..とから九の問先主元二した a 又，科書{)I幸ラヅト η 肝槌，智R訟忽ぴ・筋肉のスノマク
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-10 
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-8 
A 

-6 

。

A 

・4
~一一ー」
-2 0 
例。(即m)

下i手S.メ長期カド工 lしの胃，月干 H自在，脂肪

知織の1H_スペクトIし

Control diel High -fat diet 

Liver lMS 
-!C晴輔

1ご{守(，.今、ゾトの月干H嵐 B 晴月品展ぴ'協尚の

'H-ス/マケトル。 月白 l事¥t脂時令τ:相官した
ろヅトの時議議のスペ '7 ト Iレぐあ ~o

トル主示し，%-々月旨管 η メ子 IL-，ゾ子し〉基 ηLゲナ Il.-:が'搾虫τ:台 特に:当日旨献金イ
命司苔し左ヲ、ソト η 骨子梯革ぴ帝耳蘇べ~'¥主この府4まの Lゲ'ナ lしの莞胡プ3士、普加が観的られた。
i司特にカエ lしにおいて毛外ガ工，[..I主要カρ工 1レ!こ上ヒベ<.楠陶丹脂喧のシゲナ 1しが?にさ

い。 このようにま童扶的 ;K~初日広を用い 3 こ2::.. 1亡ょっ lH- スペワト 1しが来易 l二、 L 効、七

物師長象的に;費lJ1ftゼ::1' 今像31p_Ntv!凡痕乙件同才 3二とによリ.生排組織η エギ/レギ

ーイJは射ザ時1賀代訴すの脅存析に佼f工づえのと究われる a

t言射詳7運才史的オ〈令包芽羽Z訟のため prob己完の Z文言をの4主将柏村嘉帥宅 l"L r彦、きました J!oOL

サービス 加川智"f'v 1乙局長訴!η 震を菜します。

〈予と南長〕

1) Yoshizaki， K. et a1. J. Biochem.， 84， 11 (1978); Jpn. J. Physio1.， 29， 211 (1979) 

2) Ogino， T. et a1. Biochemistry， 17， 4742 (1978) 

3) Yoshikawa， K. & Ohsaka， A. Vlllth Internationa1 Conf詮renceon Magnetic Resonance in Bio1ogica1 

Systems， Abstract ，C4 (1978) 

4) Jesson， J.R. et a1. J. Amer. Chem. Soc.， 95， 618 (1973) 

5) Akasaka， K. et a1. FEBS Letters， 96， 287 (1978) 

-140ー



306 生イ持分郊におけるたoy~友吹
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<: ~rì 品 λ ~O~.J玄殺の援会主人手ヶじ 毛のた哨/ιフ 1/ムイ妻家牙る e
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Wh-斗00 に lJ~ ，\/. "t j-:;...;払~ '-0¥は向p，'向 J以生同吋品川---)

之ピ〉拡Fふ IÙ/を11:.葉室内~今デ沙つ ';;0 リレ
プ門).，レ'-f.，J i -;rハミ)りずミ〉ケ(判d
体叫ザ主;明町品り之、iゆが巴r 弓マク卜 lレ勾ーさf
f1~ゐ主ミi LYf心d叫向↑.'~)た t 才 えへeク
ト1レ勾 jセ今対Í) h.tf之MlJ5" β芝I.~ふ之乞 /ι J:-~
併与tfるむ戒す~)タj乏すよとと/2- ，1;/人も
の宗主。主汐 I志村4叫之 100""合以内手‘h.~. 

ム

l~ 1 各滝川tレλ ク多イ会〉ク‘
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系疎ι考案
工，タ~)~ク分子政で‘9之ピニ味良
え乙。三ふ謡歌め実駿偽託拠
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世代同 S;"'o.61 b=衣1

10 5' 0 Pfl九
-t.， DØ~ι:t:/tn-レどげ百ldιIc:t.~ J (powe.，.時腕柑・知dJ，λ

~ß工りよoHh つゆトJ-NfvIι I-:L.:1.'けよ従事ロ友吋バ左嫁桝生
cpH)l， zc"ζ). 

{gjz~ 建@布べ、芝三とは Ci)之ワ勾全〈実まよすff.ιz，.--eユ宇 -L存、長官之はでクトtJ
Yムかや<'1， 2 (l J三と Jij tn ud言L2.λ〆ザク 1-IL!がえの NI-1だPが仮λヘ@ク t-7レ
i三はずおえと i、乙いふ三と/ ず易ム 〉人工9ごとかう/ S5工で‘l広土可7DO井ムJ乏
か~@j'河J が 1>- がわ 5 手役ゐゆいの斜宝i手川三わる μいこと， ~~ 
の舜1T"皮fJ弘タμ，-"Iァt1-f-ン I-J.尋ラ〆:帯広かの掠侃か李/2iお ι物fi、乙 μ
3-5-(111ごじがi1かる e

→初ヲ惣を少主/参訪付、タシj':)分チヲーかu-}1.也の多r~"\1i.:i? ~手均室主
仏 7ぜを 1 tr() /Yl1 5' q;詑えγ&j，μ と必いわがyた〈イムj丸一ノ騎手昨技巧φ域合
主J叫万仁子dOi'TI5謹む打率<， 7三(幻D'i/.t5)~IJÆ“ tヤヲ/

7三 < Ts-t:く Tt 宇ー.- - - - (1) 
がぬよ乙ワ。Ts1:< T1 伊タスヅヴ穫の/Do.片ユネじてそ虚のたピて〉変之ゾ〆
Zええれ争Ff~ 不 C ム 11 J o を多を&(f]之助たすJ品物1ι打タシヘ・7みヲ
ルいわえげ〉唆めぐ‘(J:.-;~存fι芦きくな忌こはネム 1I ぷ。 之の之と(;t.ぞf
ヲ万動乏弓発売がJ、手緩》tjdした..PP S，巧工今井b井〉万 fか乙斗ーノ0穿'fJ-札
成!分t F-字 11 りつゐD ナコペ捧長ι 多))わ f~ ・'(~'<...人 ι「六2trぷム
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進択声合なスヒら諸政ιタシノマタ分会ヲ拍手p虚勢
以LIま 9 シノJク会千五議β、巧注文者p~ のフ"0.ト).- /;;..つ1t1 2~')iフ滋移2''Ji. J-P"，'" 
とれι4i:f.h~~， τìP o トレ t あ ð. @3 1;1: ssエt..;I;'IA 2 メチ iし係~ S~O 珂比
五創れん場合J:z..るェ 3 似尺スヘfクトι今j.7'ζE手習.丈初れ句与与え広場失{乙
(ゑうがち以くフ仰すb 桝之訴~"，$普及ザ宗ク ~~ζZ愛't<."/与 11 ヱヒ九三~}/~\"
之のとヒ11- SSエ寸川又ビ0シ本玖t"'，失ゅ寸手IL左斗(7)~.，民手\， J¥ふさv才
色豊JJ必ユ州市Il..ltr.tω" とヒ主ネピ之三三ン~n 一一一

凶
剛
山
川

H--

船主:鉱工，考訴事 4 3 2 0 ppm 

旭 :m-13440M!hMスヘザトlレバ同け2.~~.，1p呆 (pH ~，坊に之島語芦尋常~.
上 i事 l亀骨~ø えノザイフHレ， 下 IcJ;-5~昆射7きl. Q スゼクトJレ.

X線仲ケヲ手若手(似/エJ..t/v江r55工φ手話iS裁をl蒜第H ら仰向・:"，C-Cn..A<..-tとtAJ
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ちl''1 (f，' d '1/'- l1eJ-1- 0〆 f] q俗営伊 /ÞfI努寺院争f涯を戸主主~. ミ料、φ1~事とか 3 A2 rJ， 
F作と去;丘二1-)勾疋お労 9{111~tJ}j;建少とφ浸"，pをまf乏奇妙火‘I5-'叫5-l 苓ま~>
~~" 之のえb)12 斗4レよゥイ針主主今アゆ卜乙/1'-フ I1ムは ωvCt，ι〉フニト 今季(~ (4-り
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MA/仙-1 '1山=元iiit/rcI ~100ドー_ ADP(附

弘子り ubv予弘之一弘みかう -+=-AJIきれい . AD附1') ...--0> 
f才ナ九1)'t"汁ベスゆかト¥--C)桝必危ヲ

域夕刻1;l~ft-/仰り工砂I定4‘ム/品l'ナ 1-'"
物v 十判孟t子市 G) 仏、叫あい，~~ì dj I ~ 
1よるむづ号Lや》之とE.;J.乙之いる。
<論t生〉 比土二吋予言L、~合 1ι さしり，

事2ひかj南~-:，ほ助下工ノ ι か~. K.H. 
H~I-l ss-w_ J}r. 必ム匂In>~叫しμ人ιMP工)， V附~ .い

fl，.μω凶-，JJ(.lυB乙τ)点、ふt肘釘乏J姉 b
今汚品川氏詞'f'1.AんL吋 e

〈文弱よ〉

£九

l
l
l
v

..l.一一

10 5 0 -5 -10 ppm 

(耳与蹴i川OPt~乙， ~:;fうゆの
3bO f-1Hま NH~ミベへ。クドレ仏)~り，

45 

o 
HDO 

ADP(H2) 

Myosin 
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チ乙 P問 irradiation Time (s) 

同6.各謹フ..tトν佐和"f.込岡市時広}傍w世，
〈七 pow叫 <i:UQ.机・宮島料品J

20 

Q β ‘t(a.i九 4 け .J. に・(k.，ゅ.....t.r~/ :r.H.守陣.比ω a....山蜂ノ手帖<-J'7 7-晶J.
均 I水域ーち市生 i'H.r宇S-fl'S JJ 'J(， m6ls0¥G.. Jil'0 . FEB5 J'd:. 'ii ，2f1?{1'I:Jr) 
駒子 μ，'7-5.4-$~..k ・J'， Bゐ叫ん ~I ・之'7;ぐ/付税
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307 生体腰秘性針附とi場イオンの組9.作同

京者?荊JL邑糾:久学・介ーヨ:"10里
。晶)1)5ぷTノギ里令人事府知男2 31 ヲムノ森本まく先1]

(序)まイ本映脂質極桂基静佳 lJ>>員 ~j輯瓜可る括質ー脂質， R~質ータン白質ち、よかfHE
質-R異聞j[l%.戒中のイオン閉の本日互作用が主たる役割2担っ 7いる。 二)札らの泊五
作用主明りつ二司るにめ!:路賓のパう 71ン軒介了、はなく秘准基骨子イ主左迫持観週1J0
ることは重害なニとである。 乙の目的にJlp_ N門児IJ.リン時質検!t1.基者向主の 1)ン原
与互外来のアロープ左用いるよとなく観測で3る点、Fち育力なオBt.である。生体操
のうう赤血減ゴーストH莫l二対するJlp-N門尺の車用は CULLIS川こよ 1)物的てな三れ，
変造での半値中が約/8'pp汎了、あることが報告された。白川ら吋 b~~ ~)超音波処理主
如之たresea/ed1f.¥血域コ二スト γ約 /0pp丸の半値中を乙フ 2つの某鳴録乏報告してい
る。これらはいついれ乙， リン路~ve，ぷJι/eの31p_N門尺スマアト)J.-t、みられる妖ぃ夫
?急線に比し非常に1ア広である。これIJ;j:盈基軒の /cta/a.ni.sotrcpic l!loti、仰による長グξ
中fi，¥の夫鳴線基示可色ず)レ棋としてはリン脂質リポゾ)ムV超音波処理左加えない

リン脂質の aftl仰がめゆ3がノ/ρ が々dちる。面 )1)ちりは赤血球ブーストの slp_N門尺スγ
クト 11，-の f>17os;ρ0a.t砂川r;ne と pんがfM.tì?歩々枕!lo/d7!U胞の夫鳴線~\''CIの添加( ~よリ
6rCtltlelliìZf するよとき報告したれ今回この辛実左ホ血域ゴースト月震構瓜 1) ン ij~;~
dつ ~t/eclJ，ぺ5' d伊'ersì!lJt ~用い， リン括質-Cl相互作用J ょの相$.作用に対-0るイ也の
リン括質やコレステロー lレの動響ど'p_ N門Rによリ華版i)し検討したのぞ報告する.
(有法) 1) ン ~8~1エキ販のflmsp祝tì&/et/Wlo/al!line(pnμ'/J$tfJat.砂かer/l1e(fS)， μゆか
Cみす/c/J(I!I'Jzemι)1 ぷf'h，ヤ/JJlZfe//1t(sph) ;t用 lI rこ。 リン脂質のt2fsu'e OIJ，$ CI.ぶ;peμI/J々 の調製
:リン脂質000勾)J:..f.よ%7口口jt)レム-5" %メタノ -)p苓液に洛解し，~系ガスて、、
港媒Z険去した。 ぎらにJ財苛乾燥J罫て、、紛れナ今{こ険¥J l二役/、初Jη殺償f殺は州
均Uノ.s7!i11HEPES~必OH)pll !.()芝加之助1Xter 勿ì.-rer 了、、 5介間務祥しノ disp，βrSio!l き 1~
た。之種類のリン脂質Z含むflg.μ'eOIJ，s cI/，s'per~ ionl d ;初来に乙雑類のリン循質(島々 !;0 1Jl~)
E 同日号に新卒した糸とノみ々 1) ン脂質 100m? の ag.{/eotl~ oisp何 i'oJ/ 互銅製した役半量づ
っ3見合した条左用い fこ@コレス十ロー iレ芝含む言ザhd. 1) ン A~~ ~港媒に落解する時
コレス?口-)レヒリン脂質ず写王 1[..になるょっ(こコレスす口一 J)，.左加之て調製した。

CJ:IJ JI1-ta(ん左用い J 各図(之示した濃度とする量E各々リン循貿C!OtletJlJs O;，sp8rS;'Oll-
lこ加之たヤ-N門R3jJ]定装置lま]N!1 -P F T -100 ( J E D L) Tokfρjε 仰、JI1H2.ノ
.2<O()()ずウス 7"i吏用した。 ifl-')走中prtJton!ltJae clectJ伊ルザ左什ゥた。スマ 7ト I!.-ヤほ
IMO()Hz.ノチ

(結果と 1毛ち与秦養)(1)リン月暗旨1質奇d勿9炉μu'eo.ρ仏ωs'd.必必砂泣'Pe刀r，stfJll況々 刀極4桂生基とιt%刀相互7作下用。 Fiq・11d:') 2ノ
時管ClfltletJ!/，ぷ cltX?er，.s/況の各々6;謀反にわける半値中乏)'ロットしfこe えを/マリン稲
賀;農度lJ約toャ ftJ沈斤tJちる，tph r"IJC: ==-0了、半値中iJlObO!lz.あ1);極/性基幹伎の
rJ!'tlenlz9 1)¥'放く1 Cょによる加が/itjの減少による半世中の埠加11ごくわずず了、める。.
にレウ〉わbろ々す，Jろ才と札()にムJ よしさいきウ〉ずお; わたリかろしノ 5リtと
たIjとし.
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PC1'IJcl削日!こよリノわずかず

IJめるが‘半f直中の減少がみられJ

イ也のリン脂質ι対照的!こmcbil/ty Hz 
の増加左示iLPErJl>phやPC't;同
採に極准基のJzetchatf12 :; 0 y"あ 1∞o 
るがclによる極地基署?佐のlIJcJi/il:f工
の顕著な位下左究-，0".これは十右

ヒーの仰Zの主イ本的な位置商 E
f乗のちがいによる -{!h勾2 とcl←
の相互作用の差に由来する。 ?，S

I J llet 6fafJe Il、忽eiativeτ‘ある f之め
c:=o-{の1Jlcbility(J高いが以添
加によリマの著明な低下左末寺。

Cl= 0τ、prctoildecρ中ん'Ilj~事件下
でのPEJ P$ノ PCノ tph(f) petlk ;;，ωL 
tioll {j止りン目安在基準とした場

合各々 dム/‘7ノ !t..?} 16.0 ?Plf1.， 
ずある。， ;f1.与のうち fC/$ph. 

のleakp.紹/‘fiPll./よ!i/zE/)EflsE府'ERl)
によるとtlxill!，少ぷ:ymmetrkd，~lI1ìâtl 
;s17ift tl万五S'()trv;占'fI ~よる S のていノ

Nd"er ，PtV"t2meter vつ廟教である。
ー者アι?s/Jcl;余万口1~よリ半値
巾は著明に増加可るがpetdr'pcs/tionに変化力Yない。これ{j;Wi陛基のmCTilityρ菰;Jケは
あるが tJra伝ri!tfが、7ぃニと色示しτいう。
向、強/}主基と tà~;+ß互依岡に対寄るコレステロールの動響. Fi?ユId:')ン脂質と 1
1の割合7‘コレス?口一 I/...;主含んだt2f."e () tlÆ 必~er，sì(Jえの各々 CJ濃度7."の半値 tf 左 7。
ロットした。 .s，Ph-7.いl手c17ぃ半泊中力Yコレス?口一 lレ左含まない糸に比し60戸誠ケし
7いう。 乙れほコレス?口一 11..のずrωtit'zilt!劾呆による dのず cx.添加の豹響IJみ
ら此ない。 ょのE寺petl.止'pMliicl1.Iニ顕若すt.イとがないこと fらtJrtlerinf{j f果たれて l¥ 
~. ?Ct'(Jコレス守口一 lレ森加による変化ほなんらみられない。 f[t' (J CtJIt.必が/砂
効果によリ Cait:=.0のt矛半世中の埠加古Yみられるがcbf初日による動響1.1，1、♂¥，¥.PS 
(" [J Ca1f = ~ρ州のときコ L ステロールのない糸とある糸τぃ竿値中 1.;1各々 510Hz と liO
Hz -(あ')， コιステロー lレはがとca.の組互作用左促進し7いる。
(~) 粒桂基-CJ洋経作用に対するイ仰リン時貨の手当響。)旬CfLE，~) /J 71.乙 ?ErJ) J卸倣
E用いう-NMR.7、NOEE"E項11ftし月官賞一脂質閣の穂紘基て"の相互作用さ明ら P

!こしたごとく浦賀状?弓間却互作用折、clと脂質の紹互作用に動響左るフと~えられる。
丹7・ ~(jßph. (50勾J と ?S{S"，ρ1lLJ) 左 j司時 l~ 溶接 1:'?:糊干し7得たt?OtletJtlts'/~ρ'et;S1沈 l く図の
右右(亡示しfこ濃度(仇門)-(Cl左希加して得たスて?ト )!--1'ある.化石退場計量!のPSrJ) feax 

Fig.1 
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，7JT;si，ど/況に変化はみられないが高磁場視!のふ々

のlea!<ptJ;S/tiM. [よCJi農l更の均加(~伴 II 月~， 1に示
したごとく書l磁場侵1)ヘ57トする Q 一守's;;h( 

fiO:勾 jと?S(よグ勾jとコムステロー lレ(!;Omj)7、銅

製した æøHe!Jがめ>?e，...~i況のCAJf!?加lこよるスで7
トlレの変化左Fir‘ょに示し/ザれらの peakぷちt?tl-
rat;'tJJt "!i.月ì! タ [~jf\ した。前者の糸 IJ後者の余に
J:Gしイ立し1cx.濃度て，>eakS>eptJ..ndio，々 の増加1/'0与えられ，
~?h. がclXt加て、、コ L ス?口一 IL--のすい糸の 37 才Y

P刀宇佐rIlZ1~.ヤす II こと乏示す。 J たコム λ 子口

一iレ互合んだ条の1，$の英鳴殺のpeaiが'btJu!17.い

6みられ 含ま亨い糸て‘ fJ肩ヒすっ τいる。こ
%1.はお単独の apf仰が ri;;sp仰 it7?t.7)>ら1;[1互の場象
7" Jうリノ 乙片llJßp々の羽~;f.主基との~Él9.イ主用によ
る匹の 7ある。 f.ij・6 I J 1cr 5"01111 )と1$(S tJ1Itj )左
即時に溶解して得7こtlitledtl$cIt;speがiMIこ函の石
者に示した壌度(汐211)て‘clεポ:加し7得たスヘ¥7 Fig.7 
トlt-(、あ 1)ノ均‘ 7{j1i乙(SOm-7)と乃5(5tJ勾jとコレ

ス?口一 jレ(fi (1111) r"銅製した rl-jJ.et1t1tS ぬ戸r~ìNL
mcJ済加Jごよる λへ¥7トlレの変化さ示した。 お
のか"t!adefZlÌ1.~ [J コレスチロー I~ ~含んだ条のウ
がイ丘c1濃度7、天きく笠じ 7あ、リノ これ IJP~単粧

の場令と同じ場象ずあるポ2 事 3震度cl-r" (Jr~ の
半値巾はrtの約之イ者7、ある故lこ加のpetlk(jl1.ι(¥
rtしf丘く忠るはずで‘あるが‘コレスす口一 lレ芝合

10 ppm 

O 

10 

20 

J守い糸ていIJ?s'の戸山村高い。乙れiよ1Cと一一一一八九一 40
4つ相互作用I~よリ烈の ÞroatielZil1fの程度方¥'1$単独
の1号令lて此しれさいため 7、あろう.以工と同様の月旨質よ 1)Ifるヒトホ血王末、ゴースト

にわい 7t リン ~î噴君主粧基と aの点目互イ告用 lよリン月E官1金桂基向の本目互イ有用志、よび‘コ
レス?口一 lL--によリイ考飾ぎれていると均えられる o

(文献)
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1975. 
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5). P. L. YEAGLE & R. B. MARTIN， In Membrane Transport Processes Vo1. 2 (ed. D. C. TOSTESON， Yu. 
A. OVCHINNIKOV & R. LATORRE) p. 13. Raven Press， New York， 1978. 
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NMRl二Iる')'/脂賓とイ才な紘酔射の相亘作用U
N
 

H
?
 ，，， nγ 

ad 308 

3旬ノ料!向車尭

緒言

1) ン脂噴が有機事幌中 2・切れ有する i差ミ包 Jレの極1'f基の呆?~工危 11 ，局所的 1::

Id:ニ〉足元.1ti Ittyeいのそれとかえておリ‘主イネ繰たナ 1レ内基s霊的所克に使用できる， こ
A報舌 "["11べ‘シピシ守勾リシRlf噴遣さゼ Jレと cJMF，hlafm相生作用ピIpNMR 
の1(..'t ~フトと線幅 1:: よちて調べ t ・立‘ 1) ン時1官一乙f提台、体1::対干 3べ・ンジ‘ 1レ、
11レコー 1レ(廟?庁長記僻制の♂捜)dI初某乏詳!べ i-::..31p N MR訓話果 Il I H ， 14N NnR 
の持栗と併也て平合討される e

リシ括質とニ伯イ:才シ外相五作前1'::つ 11 7.最もよく調べられて 11る司 1:1.

phorha. t i dj I代Hl'le(P S )てある. P，Sに討す 3作用か Cどと/I1fτ 担互「みる
こと1J'"E S R 〓，寺島;~IJ 足JX線回折T4 どで報者され7.. 11る. F作~~片h札o..djop戸oυ川l
?刻a射?足と X幻g繰聖制回祈φ珂究から p.si CIJ..'1:一+ノ Mf mSZ念Id:静引っ平副主{内 TIJ:まかHγ
きず、配{主匁か的 γあろうと時jf;、して H る・ f.-&Jら1JlZE S R〈ztンラペ・ Iレ51;.) (:: 
よ1) 、〈ムけ (J PC -PS ())例ixUi¥'芭 Eニ柑1]離し p.s(})介手運動玉案縛するが
同zHlZを吟初烹ウ，̂ rJ. 11 ニとを報告レ I-:.. PAosfhdi品。ICho/ in吃 lP C)とほ?の柑立
u ，~り

作|司 1:つ117. 11〆挽回平ry-ノ 31P N fv1 R例報告 γある・ 白川.sdo，/e凡らt;)IJP C vむ;cle
の 31P N vl R め予ゲア Iレが凋 o、斗~ 0) Co.. 2:1' (::よ 1)0" pp制品雄吻シフト可 3こと左
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とc/ipd.llltdoyl-L -d -

ttし.静電的調互作用の持果 TあろうとA之E・
有機落4tマの 1;f(~~:の l重ミセ Iレ 1a-.内 fi~ に柚性基 r 寄') :案っ(1，' ') (函 1)そ

の雄、}1.基のコ 7ーに書J;.農産内ニイ6イ才シ水準決2倉み偽る e 水かなくニ働イ才シの

みで‘もfi-fLrj. ri.ミセル正初おし、 I}シ結噴の融怯基m全て fイ才シと柑五作用した
状‘健:&~~も l工作る乙と1}"'$l::まる。ぺンセ:シ EドO) P c..~3:包 Iレ 1 1. 60""""" 70 7t手 τ昔話今歳、

する削fミ七 1レぢヒ J号之られてお').従ヲ τ .N~R のシゲ r I/" tJム叫ん1.-pftOALや
ve.SicJe ol ~r尾 lて比べ7. ..rhげも で j創足が浮島 ，"1>るレ tう利去、γある.

之監
di戸Imitoy/ー L-01 -pho.rph~irdylchol川e(DPPC)

こ勺へい/1ヤコしぅ~" tJじ叩んノすぎ‘うらよしひこノ
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phりw吟/i!th.制。!()..Pline (D P PE) 11 S)9-/tIp.~t.裂のものをいわ用 !l 作。
p hTSp AO:t 1''';-I J'eトiI! e (1牛品払かけ叫した・ ') >精噴 F. CtAC'-2えは t111-c1Jの
氷記事決E切之て Tc此よ m若島是で長く1を#し 1ミf長メアノー 1レ乏抑之τ易経乾回し‘
さt.， l~ ク p ロホルム~ 1J[l乙τ義名乾函 Lr=-• めがリシ路管 -CA ヌはtI1~ co/ttpf ex 
芝C6D6 f:.;)静かして8"%;怠漁{こし‘試料とし f::. tf-ミ乞 Jレヘ品水高井柑11C.D6め P
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Tab1e工・白血.gesof 0吋.erP紅醜七位sof Cho1-dc レリクえを作 ')角る草殺にある chr>/地

U 官t;25gezzffお:お1etZTt;/s> ヒ均点以外0¥cho/-れ句南記連山立
23ZL221B ;・25 ;:;;!:(;!日);:;iij;!ω) 操L星殺にるきこヒ Eえ L之いわ定

0.5 0.0073 (0.18) 0.014 (0.07) 
1 0.0069 (0.22) 0.014 (0.07) 
0.5 0.0078 (0.12) 0.015 (0) 
0.5 0.0063 (0.29) 0.013 (0.14) 

降ぺ J 文ペフト 1レシミュしーシヨン

句、らτ1之助た長向ペラメーヲー正比薮
lて43とEt:1)ノフヤ')エンーキ九色

拘禽乏ふくまt耳、八 CO"l寸ト0/1:比 IZ:ノ L八すれ tiiJこ均ペラメ-9 --6'¥;.，払今 IZ仇占こ

ヒがわかふまた，こ"1;九歩 qオ主義 (4S/S)IJ.， 来最ヒヒ 'IIこノ 五きV¥lo;L向5伝底乙

\~フィリピシ〉アシ太子') ;...ン色〉ナイスタ牛ンヒ主化 l 乙み IJ ，特 tζす義者 q姐白
I~ A./&li<'lle>.wii藤 i之恥It~コレスヂロー Jレヘ q 鴇令の窓会凶 x! 念血味聴ヘ0).)喜血中

Nystatin 
Filipin 
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ij.' 
用などc!'8iolod'-;c"，l Aめいちと.JfL1f 向叶A~ft らJ\喫味0\ 合、凶@問 3 岩間凶た執幹基
4'70 C Jこ拘手生("c年-1A.JM R ヌペワト tし苫舟l遣す 8 と，副学句ょう 1之 4~ 可i義的な毒化
水、みらホ定。す~小丸主義 (Z.iりにもど I L..:(" 1l]3 0)下 6 らユ民自αzべ.7 
トiレ』こ 1;).t どら~凶 o シミユレ F シヨンから1kが~従向パラプ - J:j -Id /内制， '9ト
他l勾ベアそれゼ・'" 0.00 S iノ ~， o12 i，周 2・qヂ戸ヲ色成準 tご iて.oS/s J ~売れ ""c"

‘t¥ 0、之守 ， lP.l 'f ごみ九こ~らの詩呆，三，オ1・ J) ヱンヒめ相R- í~ 伺べ.r ?で，ct.o-dt 

~k向パう ý - 7 四 J~ 凶すがる譲歩すき ζ ヒ ε 示 L τ;h， '} ，こ m実験生ヰ下七 1;:と
ふまi.' 1こ瑳品芝れ τ 凶るよう念姐星Jl~7 寺住タj 北官~I:' みるつシアレりフス与もネ 1こ I'J汁
長 ¥Z山令、λ，

33 サポュ y ーコレスチロー lレ相M4 5ギトニ A 

ヨレズチp.-Iレ比抗 0..3以下。均金， ジキ1・ニンJ量左
持掛寸t:~ヒ Òtoh/ ， 句教官主義介袈例議少 ιτ いく乙
ヒがい、 '1，.::. 0\傾向 I~主 hべけ山ン匂紗ヒl炉問苛すれ村40-KHz
じc:，-み忌 L-b~ し， 1: i ;と I¥..!乞什1iL&>畠叫，;;ノニe:，1--t:七1¥A'

().3 以下ゼみヲで毛宇7・CIこ知重~ lを均会，い子ψt;t， B ./  

1t;.2.[i-MKz ズベフ ~R )l-'9- 乙ロビー 7 悦く講和 〆
之 l手うごとぽわかフ7::... /，1:1、し，阻tf.s (ζ 号すよう J二，戸日

J 一一て10 0 10 附z
G仙 d以 po{eecho 'Z了 Jd:;;.ギトユン:chol-ol， ~-E..'レ金ふ拘

のD急時 I'/-ド吋Z1-::. i，i:長 ψt> l~~I) ， 図 {t.Aにそr.すI笥t<t:#:
怪 mスペフト tレパ4く》る.これ Idノ l， ;... ""少y争主主護」ニ

(;:エ丸岡て -t"Diaベ-h>n¥似"垢 q rj~oI c心付句合耳鳴みされ

て帆ドヒ末比叫しジキト=ン q未銭q都縄問1命

的1:;降五すさと，悉血中間も1惹 l<京ナすふ実曜ノ

まえに号て可抱向/ぐラメーヲー仇妻化 I<JI これヒJj!.1'f嗣

C 

-_.一一一一一一一一-~ー一一一一-，
-tコ b む N包

国'1-.46.0(， M f-Iz切 N川R
A: Ifl体出。1-016， 1):レ会今シちを

作 tエム 1 デえゲtレコシキ;卜ニン，ヴtしコき〆 tレiJ・'77 同容φ 玉、キ~ ~'"にct，.， I-..I，品 1: 1

ト乙 1レジキニ:1-斤 ζ ン(す iページ B司ダイアブラム奇 心:同ジキトユン・ ~~1-"'4=-0，1$ : I 

則合k向パラ~ -今一 α毒化 Jd-案 L TableLrzsJ:S22F022:22;Of C加叫
く3怠'YI Z:内き，コ ιス予 P-1レヒ句伽也01 可UonZ9j:?β)03rJS/S)
相互中用部位I;}.I サボ z シ 4ヲアブ ，]コ D勾i回目白 0.15 0.0047(0.47) 0.012 (0.25) 

Desg1uαXligi七onin 0.15 O.∞73(0.18) 0.015 (0.06) 
シゼあゐミヒ乏化学端企旬、ら向4ト~ G~~?sy1g~ac切sy1- 0.15 0.0084(0.06) 0.015 (0.06) 

dic!itooenむ1
"J-内とこ 3ゼ'J与呈う合rノ今壷穣句外側」ヨニ品
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(2) See1ig， J.， -Q. Rev. Biophys.， 10， 353 (1977) 
(3) Stocktα1， G. W.， Polr沼szek，C. F.， Tul1och， A. P.， Hasan， F.， and Smith， I. C. P. 
Biocl四 ustry，15， 954 (1976) 

(4) Nonnan， A. W.， Deme1， R. A.， Kruyff， B. De.， Geurts Van Kesse1， W. S. M.， 
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310 ランクユドイオンの存在下におげるウロン践の βC-NH尺ズペク
トlレ
(需工綴大・エ去・化学) 泉 ヂP珍

fヴ加7伊ロ ン厳政、 乙〈ωにこψD-ゲ小/レωコ巴白ラヌμ巳 y西織瑳じωD
iぱま、細姻目胞包尾摩重や、網姻肥f飼司管を4橋脅jが耳才る4勿歩事婚語の虫訴長4身?ζレて天う娯夜灼lに之広くそφ含ヂ布pL.-L:1，ρ、る。海道1;;1，
これ匂の勿婚の鴻遥、 4笠l[i[nょが生物学的持者能を解明するのにNM尺介うと去を剖用
すb二乙を続きずし、エれ茅でにかG-alA色合むr 進ρガ.ヲグ卜♂え系婚原単糖につ
いて 1H-Nf1尺スペヴト 1レの特徴を吉子掴|二解析した f-3Jメ今回 IJ ゴら l こ J)-ゐ4~毛加え
てr;ロ・/磁訴ぷ?の /JC-NM尺ズ/ミグトルをよ則定レ、各シゲナ，レのイヒ学シフム‘ズピ
γ-格子J場和時副(")あよtAJ宅れらのランザヱニドイオ jによる事伐の特徴を謝ベ‘たの

で結果を報告すb。
〔ガ;孟〕

スペクトロメーター1<[バリアン本£製F7二80(.zOf'1H.z) をイ愛用し、 /ρI11m~~持管0/の
重水揚起き 1-:.. ついてデロトソデ:・カヅフ。Fレポのス nf クト Jレを .J8

0

C ず場~1えした。ロック lさ
重7/<..r..の内部ロ‘ゾヴのガえを用い、 i血帯、 JJJレス崎lま/0jl-秒、場i孟し時前ld7 if‘ 

渇奪回数iま1000I三裁定した e持手試津十は肉者P基準として'，4-ジヌキサン(de=t7. 2ρ 
在使吊した。 T，の測定は/80・必ず0

0

I ~/レス法 1::'よってひか5ιC-6 にフいて別ィ固に
行むい、縄返し時期(Tlの灼5惇?の遣い口元じ‘て鴻尊回数回100-1200の託圏内心益

支事~~t.ぎせた。また、 61函げよの :tl，畠 1-:' 対するテ二タ夕、ら最小包朱法 1::'よって1"""，を
~め、fð)-~jキゼ.の按i定を 3 固く

リかえして平均イi!を草場した。議

差i手ι/ω5について名%以下、 c-
6について!.-!J/0 %-(、あった

‘' 

'1 ，~ "[)-
の〈仏語i
のイι学
属lま主
)の3落

スイク

シクナ

タ>0<. 

DD~ィι
の犬小

のほと

この

マーに

いずみくにaと

(表1JD-~~~コピラヌロン政 (l>-õ-AJ、 D-ガラクトピラヌロン
í!Ji(J)-仇.RA) あJ~守れらのナトリウム jj主の IJC_化学シア
ト(oe) (かヲ二内の数宇，cf 進両E 践のた切桑~.;:げ)

D-t7A D-制 (fva.~.1>-白fAT-GraiA (，地場)
(pD=勿0) (tJ)= 7. 0) 

c-/ <JJ. 0.2， 92.77←αJ主 デよ0タ92. 90←α/付
0<1C-2 ケλ77フメタ/( 0./'り 4εS之t8.70 ( 0./8) 
‘ アC-3 73.09 アよ之8( 0.19) 6兄35ケ0.00(α6幻

~IC-LJ マ 7之./2 ア之.66( O.~ゆ ク0.80アλタ9(α69) 

IIC-$ ケλ1'17之.J8(メ之:<<)70.80 7之./.之 (/.J2) 

C-6 /73.8.之/γτ5".3 ( 3.7.β /7J/fC /76.tl ( 3.:U) 

C-/ タ6.78 タt.タ8←αJD. タ6.88テt.a(.ーα:zt)
βC-2 7f/..f.I 7'1..66 (α之三 7λ97 ク"2.27( 0.28) . 
C-3 76.之j( o.2.:t 7.3.5J ( 0.56) ア 76.00 72.タ7
ノ

c-~ど 7メタ之 72.タ5(α53. 7o.J/ 7λ0/ (0.70) てず

IIC-)' 75./4 76.62 (λ錫 7'1.oO 76.2.之 (1.6之)

C-6 /ケ之.37/76.6/ ( J.クa/7.2:'1.9 /75.79 ( .3.30) 
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比してー真空1::c-λ2.3， Sd) 1吟シフトヵ~. .3ータグm 小ずいぶ(-究 6のそれ1<lE1!1こか

/ ttmiえをい zとが‘タが90 ~ 
2. ラン/子ニド・イオン(，6，，)J::'よる誘起シフトー一一家21こか制よ /)-ω刈の各
Na.1..孟(I.5M)1二α1Mの LdベE;f.pfまずτiまNd3すを消滅4るよ Lて加えた Lぎの
ィι学シブトの要ィι(118，ppm) を丹てず。 L1ò1i! ぱクロン銭湯島t~-足(メ 5M) の場
命 l二Lπ 湾夜 o.IMまずはごれに比例した。そごて、乙れらの 118i重を、主乙して烏ん
Uelfらののガ法にしたふ、フて・'錯鉢砂主主シフト (c:F$)、コンタクトシフトιのおよ
び‘私コンググト vフト(PS)に身離すゐzιを試みた。すなわち‘まずLa!+J;'よる誘
起シフトを CFSL..してLlO倍削ら差しろjいたのち、持りを FよどS今 (c$')と今ら-

(象之〕ラシ守ニド、イオン(o.l/Vf硝磁場)によるDーク"ルコピラ叉ロン厳とひガ‘ラクト
ピヲヌロン面革(いずれ~/.!i何 Na毛孟)の /JCーイヒ学シフトの変fL(.48) 1>'よzJそれらのコ
ングゲトシフト (C$)と機コンタクトシフト (Ps)ヘの砂離

L(J.+ Eti. 汁 p，.3+ IYd.J+ 
F:. q-i. 

11& (cF，i Ll8 C$ PS L1S CS PS ..aS C's PS 

P.α 
C-I 0.08 メ08α]lJ 0.6/ ーλク8-0.11 -/.75 -0.73 -O.2C -0.81 -0.038 0./62 

コ，ル，ア/ . 
C-2 -0.0'1-0./2 一αo?O.之S一α71 α02 -0.6tt -0.之FQ()II. -0.2 91 0.008 0.061/. 

C-3 O αoク-0.0タ0.11 -0.32 。0/-0.33 -0.11{. 0.02 -0.16 0.00多 0.0.3/ 
ピマ C-'I ーα02α07 α06 0.03 一α/之-0.0之-0.08 -0.之/-0.10 1-0.0 71-α009 α oo~ 

デiC-5 -0.07 一£仰-5，03 ーα3? 之3~ 1..38 /. 03 2.76 之θタ Qタヂ O.争79-0.096 
文
U C-b α之4乙2.87 3.争S-0.80 メタ8-0.96 2.:<.0 -1.10 -/，93 0.$'1 一α33デ-0.1タ0
/ 

C-I -0.0'1 αos ーα08 0.03 0.0lJ. -0.06 α010 
際β 

0.02 -0.11 -0.1.3 O 0.01之

c・2ーα01-0.08 -0.08 0.0/ 一α02 0.02 -0.03 0.0.3 α 05ト0.01 0.008 0.003 
デトアCづ α03 -0.26 -0.2'1 0.01 0.08 0.08 -0.03 O.lLj. 0./2 -0.01 0.0之7 0.003 
ソj c-タ O Q:<.S 0..30 -0.02 -0.03 -0.08 0.05 -O.fIt -0.16 。02-0.0之?-0.00'1 
ケマ
五、 C司.5一α/1-$.之6-'1:7'1--0.'1-1 2.32 1.30 メ13 2.71 2.31 0.51 。'l-SJ-0.106 
陸 (-6 0.18 3.03 ょ:<.$一αタO0.'1-0 -0.89 /.11 -/.31 -/.79 0.30 -0.3/8 -0.095 
D C-I 0.18 2.88 0.99 /.7/ 一定93-0，.2? ー告8'1-一之少7-o.$C -2.1ク-0.106 αタ119
同じベ c-之-0.05 α70 αoチ0.7/ -2.06 rO，OI -2.00 -0.8ア-0.02 ト0.82-0.00チ 0./99 . 
づアC・3一α131. 01 0.78 0.J6 ーメ3ft.-02~ -0.99 -0.87 -0.3fJ -0.'1.1 -O.Oft/ 0.0タ?
ク/ 
マC-~ヒ-0.03 -0..36 ーα伴 0.1/ -o.l~ 0.1之-0. 2~ 0.01 0./6 -0.12 ι0'1-3 0.0之F
ヒ。
(-5 0.4-7 -.9:0宇-~26 -0.2S 2.Ji /.17 0.61 2.7/ メ96a28 O.手タ/-o.Oo't 

ヴ

又 (-6 。~2.7-0.'102 0.8タ-/.58 4.18 -0.:<.6 '1:17 α86 ーαs/正/0-0.099 -0.'10/ 
ロ (-1 αo~ι 0.1ヂ一α0/0./6 ~o.~ O -a50 -0.20 O -o.2~ 0.001 O.O~/ 
J〆β -0.01;. (-2 -0.01 0.05 一α0/0.07 -0.18 O -0.11 -0.05 O 0.00/ 0.0/7 
アC-J -0.05 -0.09 -0.05 α0/ -0.05 0.0/ -0.01 -0.03 0.03 -QOI 0.006 0.00之
ト/ 

0.09 QO宇-0.0/6 τz ιタ-0.01 0.08 o.lJ子-0.05 -0.0宇 0./'1--0.05 ~o.o8 -0.013 

ウム C-$ 0.03 -3.タO-3.59 -Q31{. L ヂタ 0.98 0.93 2./5 1.71 Gタ/ O..371f. -0.09~ 
陣 (-6 0./6 1.89 2.2タ-0.51 α95 -0.62 t宇/-0.4-9 -1.10 a付-0.之3$-0./36 
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(Ps)の和として表わした。z:zにFヰと fT..l;tをれぞれ各j提案u..)1ニ固有の cs因子
とPS因手で‘あリ、後活肱その比よ (3Jos之町一1)/ r-t (ri 1まLnと容ゴまのf詞のJe:
需盤、 θiIt-=.の距離ベ、クトルと級魚テソゾ Jレの主軸がなす角凌を示すJの比1三等しL¥
いわゆる簸有国手てU毛あふまた、くゐうとらばそれぞれ洛Lnωl三固有の cs
困手と PS国茅ぜある。決に (SJ!弘:::-/0.68、ぐんら=之.97，ぐん>Nt'=久タテ£・
よtJC =4.O ‘ら=ー/1.0‘("d::::::ータ.2の各理論4直t.6)を月号い‘各炭素ごと
，~ f尋今札~ 3 つの康lイ系式;から議小白袋三者 I~よって Fi. と負を露出した。ぞしてこの f連
仇み計:oしたFi.ぐお>jと母f.C; の活の劉舎に誘:~シフトを搾vff して毛れ吃J オt CS d)・
ょが PS とした。 cs とたぐ'$.i'与、ぁ・ょが1>5 と 9iC/ の朋の殺差 l<t夫部~が10%
以下であフた。 Zれらの姐は同じく表21二if'されているが¥Zの柔から cs1;[ C-o 
i二議老夫舎.(i!具われ、ついて'符会主要えてC-6Iニ之かなリ犬舎〈重見われる Zι、あ、
よrJ.'PS老C-5と('-6Jこ脱して対〈硯われるがd・7ノマ-1二限りC-IJ三毛非常に
大をく媛われる Zとが分かる.

3. T，と宅のGrd. 3十 I~ よる，~ィι一一一条3 に D-íTA と DψJA の各八10.1:孟(/.S~
1:: Þ，君主れる炭素のT，‘仰が、 GrJ.匂加えたと守のそれらの ~1t.，~示す。1)-C:i-A Olaf1J 
については c-~ωとひIf.C，)のシグナ Jレぶほ乙んど重なリ令クのて"25mt1のE/tをそf
えて三れらを$離し花条件l乞万b、てG-d.汁の鳥1撃を調ペた。=のjえから・ますφd
定方Uえない場企のアII歩、

c-んSの飼て、は、メ7・])-
ふμ0/0.盛)のCーチ1)..'・
~~イ監し、臭を隊いて4託し
て袈リが‘む‘いが、 O./mM

のG-d.ff(劫織品)主力ロえ
ると、 (-6のT，I::'最大の
変1t.(~少〉ぶ起とるぽか
iニ他の農煮の1，名犬なリ
小 U り減少す~Z: ιのごタ
かる。とくにニの~1ιを、
8arf'1J.らののガ己主にした

バって、 G-J.J千ぷ結4与した
ぷトチの縁寺崎反の比(表3)

として表わすと、先l三具

たPSの場合ι同じよう
に、， (-6とC-5ぶ概して
大をい値を子氏すのに加え

てc/..-アノマーI-=-PlりC-j

::&相対的に久守いイ畠を示

すことが、砂がる e

4. Lnの結合部イ丘一一一

〈衣3)Dイルコピラヌロン政(vゆ4)とDーがラクトピラ又
ロン政(D-q-a1.A)(いず・・れ毛幼通)の I.3C_スピン精子後初時
間(í， )b'よrJ..、それらのヵ，，~.， !Jコヴムイオン(崎誠品)，~よる豹ι

λ5'1'11>サA(地通) メオHD・f?rai.4(Na.温〉
T， (章宏) G-J.Jも'.繕 T， (互の G-t{1t，;.;き宮

ztfmEMf U 1住izs0m.IA問tGZzMdι H m 
会ι花分芸 ~L~I;訟手
の娩io孟 0./7>011 の議長ot
メ重荷比現 合J産の比持

C-j 0.80 α6~乙 0.33 0.221f 0.67 0.2タ0.~7S 

d. (-2 0.85 α67 αタ60./01 0.6タ α50 0.1.<.8' 
a 

ア (-3 0.81/. 0.67 0.~8 0.087 α6タ α56 0.076 

~1c-4 0.89 0.70 α35 O.之/ク 0.66 o.~ヒダ 0，/77 

Ilc-5 0.70 O.之タ 0.30デ 0.67 α35 0..3.30 

C-6 /丘/ 1./..デ/ 0.15 1.000 12.5 β之手 /.000 

('-/ 0.86 0.67 0.55'1 0. 069 0.6タ 0.03 0.06之
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313 マH NMR によるコず口ト宍宅ノでノめ京海寝中の稽:豆町研宵
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ユブロト三宅で/ン仁こは言l'I 6 1圏内メ今 jし基， すなわち Thγ11 ， 13， 14， 15' ，乙~， 37， 

5'6， 57 L二~れ吃れ H国， 工le50， S之〆 Lev..1， Vo.l 46 て二それ~.れユ4国 1プえある

くAla ヒトI¥e七日な也、)。これら(J)j.今 lレ甚のアロトン町シ勺ナjレ同〆 l司3にで子、し

t様に CO'1VolU.tio比 d;仔εr-e.n c5? ;.，z..て・貌幅の大芝¥I硲竹之降るするこににより， τL

態判長く/か離して智刻される。

シヴナ jレユはトリアし、γ トて3ちるので， Ile σ) 0 CH3に由来す§ニとがわ1;)¥る。

ミ3:.t二ゲヴレゥト 1) 10 "-1E. I~ 4PP'"イ寸ifiのラジオ本黒島すによりデカ叩アjしされ3内

えんピうにしゃ いながさ、;‘ゆひ三 仁志やしきふう吃う みやざわTこ勺詰
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d て、すべて Thyの γCH3l二，今フし v ト6と7l手、

2、09-pp同町ラジオ清常射で局時にずiJ、y 7・jしされる
ので LetA1か να146σ)d - ~ r~ 1<J. r cトiヨに帰忌され
る。

しかし、品L洋のス己ン・チカ 7 プリンヴ裳験のみてi正

三ノfデナル 2，3， 4， S ペミï~丘σ、主主な三塁み入コ正傾城で

のヂ力 v アJレの詳細主知るニとは，かなり困難てある。

この樵なとき，スピン‘エコー之を其喰33fが4ft宰仁効
果的である。

~h\ヌピンースピシ害、三舎の集~~下で、'1 00 _ -c.ー 18"0.-

L.. (J) Iてjしス手会予¥1τ・宝ずるスピン、ヱコーの持!:fE7-

1)工手県して得られるースピン・エコー、てλペケト1レで

凡.スピン純令しているラヴすlしの織吊広 I京都モー

ドk.olll岐モード0)主義和σ1一決緑台ヒ1J:る。例え1ぎて=

1/2;Jの条件では tずブし、yトl"ll-so・4セ相がずれて貨
のうヴ十jレヒな l)、シンヴレ、yトやト')アしvト日正

i淳7忌/官相互もつ。ここで，トリアしvト、ラヴナ}レヒ

スピシ総合して、'"32.つの持、lのシゲナ IV0")一方モ干、ベ

レイ時間ユtの悶1さ l寸ラジオ環~l射して千、力 v ア jレす

ヨヒ、トリアレ v ト、シヴナ}レ l'd.ti-Jしァトとしての
J 世主屈をL与え~1三的，子‘勺 v フ。jレし T二スピン・工コー

・スぺクト}レに千η、y 79)レして 11)T;εωヌピン、工コ『
‘つえべっト jレ聞の差スペクト jレ之とると， 二子、力、"17・jレ
されT二トリ 71.--、γ下町みが正明シヴナjレヒして袖伐さ

れる。同様に，子力、y プ jレされ1三fずブレ v トL"JJ~'詞

"E..~じ Tぶけので\ L ~ 1/20" l::二しτこときのスピン・工

コ一、ヂ匂ツアjレ峯スぺワト jレτは，債のシヴす jしと
して現われるこヒになる.

図4にくAlえ常的 COYl.vol川 io同 4;千fεrehぽスぺワ

トjレI (B) I、4-2ppl'>¥モ県電車すしTこときの又ペクトル〆(c.)

1埠のスピン、工コー・スペクト}レ (τ~ 0 .0'1約)

121314 

150 

n 

16 
H 

1.5 1.0 0.5 

8蹴 (ppm)

図3.コブ‘ロトキシンのメ今lレ傾婦の

時~ ( 33・c.， l' H E;. 3 ) 1 Thr a， 

2&8工1e50， 3&4 Leu 1， 5&9 

工1e52， 6&7 Va1 46， 10-16 

Thr b-h 

h
u
叶
九

州い
2JM4i 
1.0 0.5 1.0 0.5 

chemica1 shift ( ppm ) 

回斗ースピンー工コー之を~鳴込 l二.J:..3

メ今lレ鏡下訴の吟晶、.くさ等しく叫

<f文~ 9~) 

(D)2-c.ω取のみ l、42ppl'>1 "E..~}身すしT二ときのスピン・

エコー‘スペクト lレ， (巨) c ヒ b の差ス~クト jν 1..if.、した。ユのトリアし v ト(nモ
σ) o C. H3 )が i、42PPI11 l三高るシヴナ lレヒスピン~6令してし， 3乙ヒ，ヲプし γ ト3

ヒ4ld同時にヂカ 'y 7・lしされていることから Valが Leuのメチル・シヴナjレである
こと方丈わかる。 また 1.三3 ppl'>¥ ~階、射し了二スピン・エコー-ヂ力、y フ.Iし差スペワト

jレ〈図4--¥=)により、 O、72pp同にもう一つ町工leのoC.1-t3 シヴナiしが重なコてけ
たこヒも判明しに，

このうT沼は孟常的スピン・ず力 v プりンヴ、~C三氏べて，子力、y 79)レL二特うち垂碕
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湿のコヲ 7
Q

=;ノンづ‘から寄る解紙の白金昧さがない .B/och' 

Sì~~elt シフトが慢し可了二め正しし川じ竜三ノフト E 差ヌぺ

クト jし中てま在じこヒカ『できる， 写の朱U点勺えあ会.

杷，¥二メ今 lレ・シづナ jしの pHI¥;tλ稿、i宝([5己s) E * ~量
し、ま tコブロトキシンヒ 1;'j?稽;主力ぺ専をめて主<イlAた

'ho寸仏明。詰α方!bicv<-- '7noSso.:守1bico..の二L 一口トキシ

ン主ヒメチ lレ金量戒のスペワト jレ5)~比較守 3ニヒにぶ
1) .最終的に図 3(])議な9;事A紙穿E得1三。
pH?福寺と NOEの測免 仙寺シフト町 pM~高生

曲線i二日， その耳車内亀可売互の編融1三口でな<. 空間

同に1主持可る栴齢差の塁手智， あ3いぼ今〉白の瑞i量豊

A仁l"E&臼1f-し1三通在宅/フトが走れれる。 ミモ NOEはヌ又

直 3結令して¥， )~核開に率われる町、で-;i'"りペア今ド

錫ょの撃な~-eヴメント i習の空惜的祖主主作同が輔らか

になる。団ちにメ今jし場域的 pl-t滑走曲線 J 函 bc j.. 

dトlし‘シグナ)レと酌二時展7の確立している芳舎撫プロ

トン・ぢノヴナjしの閣の NOE測史結果乙 F工b取込みの

首iI こ 1 紗隅特定的械のうゲナ jし~~択的し二位和) E.i、

す。

工1~5むと Trp羽 σヲ間 f 工l呈 52と Tyr之Sの間，し色lA1

ヒH;吉 4の閑に各々 NObが義見測され(Le.lA 1 (J) pH 

漁色曲犠にはHi...4-の悔識のお響も~ている)， これ
らの孫基の伽織が亙u に:丘川崎重にある殺な3;定措LF
が~、喝され~. ここでTyr芯 i享神経事 9ン白に其亀し

て宮まれ，工1毛見も L~v. I ¥Ja 1にしかま奇襲色ず，作蒔l

L不全荷量ヒ h て良¥， 1 tf. ， これらの磁重力三、jj:，域して碍

1.5 

ーo

g 

J 
0.5 

0_0 

宮崎 Thlh 

三， z13ぷi弘rdef
-ー・・+・・--・ "τ、， c 

10 Thr b 

-・・ー・・・ー‘"・ 9 11858 

ー 同臨聴者時な--1↓322
一、、 品目句ご二ご:ロア

10 12 14 
pH 

区15. コデロトヰシンのメキlし乙ゲすん

の化吟シ7トの pH特有\.1釜 ι~3・0

Tyr 25 H 工le52 E 
-Lah九一人 /LJ，礼.~ー

D His 4 c:; .工le50 • 川~
C Trp 29 F Thr a 

"---酬に…
B His 4 

一一九一一一~ -n ・
i‘dc 

~ ~IIW帽b
1¥〆1・‘NtfU11I・

ー一一ー上一一ーーーーーー」ー一ーーーーーー」ーーーーー ' p 

s醐仲間》

国ふ1¥10E ;~II'定 ζpH6. 0 . 23・0

(À) の.~照島守して.湾L恥1三 N06(0) 

えに笥~乏作って\ ) 3こピ tエ端味理、 1。 乏 Nor;差スペヴトlして耳ltlf.L 1:二 (B~トl;

LεIA. 1 (J) pl-\蒲包准l~~仁妄れてける pH<1、s"守L丘での B-b， C-c.， ，.，. H-hに対応)
滴t主シフト lエ. N臨め弘アミ j 基の鵠訟の塁手先嘗てある
が、 この4邑(pKo."¥.o ~ S )日-;E'挙な値("V音、o)よりも i忌く f 例えr~: ~在〈に ASf べ~~Iは

がs{三一寄ることが之元られる e 工le50の三つのメ手 jし・シづ‘ナJレL-.f~tt\O ， 6 ~寸 L丘で

涌在宅/フトモ三子、し、 しys の乞ア芝 j 甚がL丘く L二ある事が桔理i され~.

ihY'αの1'"CH3シづ.ナ jし1l主，アミ j醗0)場合にc:cべて。、9pprnも串議場側ヘシ

フトしてい3が e これl喜NOε測定的話果く図る〉から H;s4-のイミダヅーJレ主要

の事電う訟を句集じJ:るものてあるこヒがわがつにくしたがって T十1Y'0.. l'tt 11汁 ¥3.l4， 

ISのけずれ小ぜあ3に走えられヨ)。 シヴす n1の p¥-t5~守、4ての又きな漁色ツア

トく回ら〉も pKo.信乏 2 つ低定して 4f稚主主最l、白家法 i三よるムセ~'l l'1 f 言T軍乏何な

うピ. pKo.1 = 3、q，P¥::o.戸 5.3くH;s4. (]ヲ pKo.に一致)ι，¥う/通が特うれ，やi手')
H'oc 4-のイミザヅー jし環が刊rふの帆舗のすなリ・丘くにある事が?を特けられt。
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手七肢に鞍{去しT::-滋 i二?普も枝特掛町会与ちノづナjレ

σ)附保持世正解羽T寸 3ニヒ L二J:り，神，経毒作用に品、

妻ヒ之れる Trp2'1，其孟残tである Asp31， 見してHiS
3之，下γr3ち σ)1則坊がユブロト守ラン五ii会かも i高じ方

向に向。ヲーζ'I3出して守閉句i二、4持してい3ことが
明らかになコて¥.\~. まT:::H:s 4のイミ夕、fール壊時

鳥の pkiAld: 5.3ヒかU リイ己 C Hうりな耕民応の1包蔓

質広明の立長主訟も九宝、、(l2t =: I、ワメ10'3sec.-' ，めに}

1J可， これ(;;.ヱ弓ブトヨ~ :0ノン bにちを¥.)て P九，e4ヒVa15'i

の簡に Nor;;が亀良J測され:;s6) こヒE':~~暴すると. AYf 
59のヴァニヲ l草がし丘くにあ3亭によ 3ヒ1をえられ3。

か人iニ老尊してミヲf:::.NMド己的ヂーザからよ草がれたコブ 岡田

口トキラン明弓 σ〉フK~窓来叩の幡、Llt"E-， 主鎖1 工ウラト 図マ.コヴロト寺三〆ン0):;;く場Z在中め

~シン b の結晶荷主])1二金ねて桔 l l1三わが[il勺であ ~o 稽注 l令トJOE，令喝をう7ト，令pK"，

工たち二1...}:こ Tyrヰ〆 工lε ち O と了rp羽Oì~丘碍し 1三明1í q ， の衰・4じ

工ヲブトキ三ノン bの中ヲミの jし-7'ヒ繋3のJしープの悶

の並平特 β シート稽還に~く一致し‘三会岐に局員与して 0 ・ 8
い 3丁Y'fお f A$p31， 比して His32や T)<γ きもの網鎮め

泣持しTこ穫崎は，中央d)Jしー?て主舗がへ?巴ン試に
新れ曲がった普怖により最も長く説明てき;;5.縫って v.v 

コプロトキミノシわ:>kタ年浪。で， エラブ〉トコr:-/シ bの結
0.41 

品稽直也事Eく似1三島攻稽ìlE 恥コ之、 l~ 事が白鳥らかに 23
0

C 

'Jごラモヒ判断され~.

3主1量にベ右主将し T三尾並謹皇£主主 品種に寸下刊の 0・2 内

2 4 6 8 10 
r C-H3与rjナ jしい)のイ乙咋さ/フトの p¥-t依存性'E3'た pH 

おてても譲べたヒこ3〆 P ~1 ふ以工て牝t竿うフトが三昌吉 図g Thγαα~C\i3 乙ヴナJv(1)のぬ

に?ζさく4な官ーすることが明らかになった L国8)。翠 号予7トの遠慮俸制生(T:.L専é\~ r\にせシ

1苦'E. .0イ 3 仁、 乙づす}レ 1の繰憾も主主丈する， これち 7ト(Pp嗣】)

の結罪 l"J:.還I査E..Lげ3ことにより H.;s4の付L立に島

命的な構~のをイじく色しれ)が怠こっ之‘ Tl-j rα ヘ町、環竜兼知撃が't~t.し Tこヒ苓える
ことにより，説明す 3 ことがf主~. His 4-の主くには Ar'[;<ioi E'竜奇が存在す

るmで， 同-.s+のベミザサ -1し環の解離 lメ半、}角竜平お亙伴医¥1]¥:老化可 3ことかノ局
所内な梧[査の念l.れの房、国てあ 3 うじ子与えられ~.

(~莞土品丈]

1) Low， 8.ω.eぇ td. (11ワる PrQC、Na.t/ Acad.. S'c....‘υ、S'.A・ '74，守ワト何4. 2) 'idVlf， 
こ.c.(Jq6 r;) .J. 8iol. C刷乱立 I 16 (品ー 16I 8-. 3)掌躍らく l'i勺8) 琴引由時制乙

き全犬~‘ 4) ca.嗣pbell，ιD. e.t oL ({守ワ5)J、C.S.Ch乏嗣‘ ζ山岡山、 750-ワSI. 
5) L主主'̂ 柁r町とi'1.I J. et c/..L. ({守げ)Evo.r. J. eioιhe阿‘ 宝~. 36/-3勺 I. 品)絹

1妄ら ( 19つq) 事 6 回生停~-与の樟 :E に捕す3 言守主令をと.
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314 ウシ蒋掛トソアシンイレヒヒターのプチ/レシグアノレに粛すう明文

(東え理) O朱田康4:L 稲垣きこ彦 p 宮又辰雄

水i客;夜中の曇台分子を 1H-N門Rで研究する場令、その長所のーづじ Lて f麗 qの
哉‘基のシゲ'ナ/レ芝1j1~1 l:遺跡 l1害る点ゃあザ4れ上 7.分子量一事前後の小さを蚕
色では‘ t 争後ア~ }酸境基の Lグナ jレ以外 lこt勿くのシクいナ jレが今離Lて観測さ
れ‘モオしうま詳細に解析するこ ζ によ，て生体4トチの水よま実ナでの構造~ !A'吃")i終
能とり関連に 7 いてのよ 7細小い主義識が可能にま奇 ζ期待される.中でtメチル基

l' t7トン1;1:.シャーアす乙グプ/レま与え‘その lEtf. 11周囲の磁え的環境乏年え告をにえEた
l -c.き 1'てくるので、吾台砂子の桃能発現警にと tを7構造変化玄研更するよて
有オをアロープビ考えう牝る o 本研究て 11.‘ごれまで~'吃ク研究室て交クレオチ「
ヤアミノ酸単体の構造解祈に用しtてき主ラシタニドア σープ 3去正中叫にいく→オ、り

才法主周い、結晶推進乙の比較に上，て 1m~のシグナ jレの呼属孟行なラヒ ζt 1之、
結晶中じJ奪夜十の構造Lの翼民についても解析ま試み走。

ゐ叫也伊μ 似品と/み炉4九仇ぷぷぬ吃/(BPTl)Lj:‘分子量約 6デ00，
アミ/段53姥基がう在る小さを蚤台-C'、ト Yアシン、歩リグレインをと・いくマ小
り乞リンアロアアーゼヒヲ全国に併合 l、売の j毒性を阻害する .Aム/-6イ図、
Tk-'3個、付e，t -1個、 L比一之l(2-個、 Iu-2x乙個、 VJ-lx2個、
計)"0 f毘のメチ jレ基之斉{ている。×線結晶解析 l:J.現在分解能 1.5"Al1"逢ん T'い
る Met

Ala 3，5，6，7，8 

【方法 U 結果1 1 2;ぬ1117Ji、
(1)アミ}~t~ 経類に t る区別 | 1 itr;;19W1M17 
上記 6栓のアミノ酸のメチルシグナ jレは，それぞー

れの 1~ J酸種類にた rlいくづふり一般的ま符飲
ま持ヲてい奇 e

c 門ιtはシングレザト‘ 1.&りrーメチル lt.十ツ
7
0レマト I i也 1 1. グプレヴトシグチノレ t 手え~ . 

② 尋常、 ALル J TA.r 1詰LJ.Pr仇よ yt低磁場伺に・ 1J1V
1 Le. / L乙比/V ttL 11之ppm付近まい Lよy高磁場側LJ
にZピン結合タ相手z持 7.
@ A いの/ターメチ jレヲズピン絡会定数117， Z H王 1 20 15 10 d5ppm 

品賞 .n.r T' /1 /'. lt H丑抱後である。
デウソアゲシグ ζ又ピシェフー五併周(>(図之人

1..，0個クメチ/レシグナ/レヲ手 v アリシグバダーン

夜がズピレ持~ヲ荷予タ位置左明 S /j¥L;;， L定(表1)。

の~⑦1:.t とL二分頚 Lえ結果 li7ミ/酸組t，.r. t一致 L"1. '"吾.

4 5 
12 
13 
'1 

回 1. BPT 1メチル骨司、'

(コ〉本"y.. -3-v ;， T':' 77 L-;;;:( ) 

lば'主 やすゆき
J
いまか・き J t少いと， みやさ“わ え 7 あ'

内ペ
U

門

i
1
4
 



B 

0.68陣 m

A 

E ・ ・且
1.5 1.0 0.5 
Chemical shifl (ppm ) 

Peak No. Chemical Coupling J/Hz Coupled Assignment 

2 i 

3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
11，12 
13，15 
14，17 
16 
18 
19 
20 

shift pattern resonance 
(ppm) * (*付〕 (ppm) * 
z l .16 S Met(Met-52) 
.61 D 6.4 4.0 Thr 
1.55 D 7.3 3.8 A1a 
1. 38 D 6.4 4.0 Thr 
1.30 D 7.3 4.0 A1a (A1a-58) 
1.19 D 7.1** 4.1 A1a 
1.18 D 7.3 4.3 A1a 
1.工7 D 7.4** 4.3 A1a 
1. 03 D 7.3 3.2 A1a 
0.96 D 1.9 工1e-y
0.94，0.85 D，D 1.7 Leu(or Va1) 
0.85，0.75 D，D 1.5 Leu(or Va1) 
0.80，0.70 D，D 2_.0トイ Va工(orLeu) 
0.72 D 
0.68 T 1.0，1.4 工le-I)
0.67 T 1.4，1.5 工1e-o
0.58 D 6.4 4.0 I Thr 

* from DSS at pH 6， 370C 
*合 atpH 11， 37"C 
*** S:singlet， D:doublet， T:triplet 

図ムスピンエゴーダ']"1レレソチンλi 茎1. 1ミ/援の常語による gO/~ 
(差xγデ卜ル) ~ 

[A:とグナlし l宮
gt もゲナ/レ Ir 
(1] 個々の姥基大の 1専属
}、1e-tはただーフ Lかを仰ので シグナ jレ1i1-He.t-S-2ノ 1iとpH;再定ク結果d、
う シゲタ Jレ5L~ 才 lレだ守シノレネ端り Aμ-5"8'1亡持属 lたe さ五 J亡Y手J毛tす j~う

るため、以下りよう t方?去で結晶データとの対厄プデ之1]す，定.
(A ) ランダニドアローア法

がド'リニウ Aイオン(似(亙)) !;j:‘#合~位り在傍の核の維やま足に‘距離りる
朱lこ瓦比例するえささで影響ま与え， ~の棋に胸来する乙ゲチ jレの線幅ま拡ず'答。

こzでt1.11"チロシン殆'基左ニト Uイじす吾 BPTI 3.3mM 

ごとれよヲて特要的苦例 {lIl}指令部俊乏 Gd(mトbroadeni札 凶佃}どrr
手入し3) 売の属国の吟'基りシゲ'ナ凡/乏湾高.Qifferel1cespe山 ゐ;Z11;河川
Lた色、さらに結晶構造:'-1.t乙に与フグ !JI ~ pH 6.5~6.6 

1し士キシjレ基、ヮ者会 z促定 l-"(無修飾g
P T Iでの，修会え験のお果L!解祈 iてい，

たoアトラ二トロメダンで '8P T 1主忽t!..
1る乙、 Tyr-10 タみニト U 化され定王/
ニトロ体 ζ 、Tyr-J 0ノえ/の 17~"ニト 17 1 印刷 0-3伽M

化されtジ二トロ休ポ得られる.ニトロイむ

によ y活性に変化はまく‘樟造変化はまレ'

Z考えうれるす

の ジニトロ体とモノニト U休ま比較す否
己、?、 JbI 20 'J 3フ "Ji，.グプ/レの fH靖

定勘繰ヂ変化しさう L'(.こり 3フヒシグア

ル/?にニトロイじ lえ Tyr-ぇlスの G:d.(]J[) 
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Peak Gd-binding Ring 
No. [pH-titration current Assignment 
Dinitro-Mononitro-Native- shift 

l Met-52 
2 Thr-54 Thr-54 Thr-54 
3 A1a-25 A1a-25 A1a-25 
4 Thr-11 Thr-11 Thr-11 Thr-11 
5 A1a-58 A1a-58 
6 A1a-40 A1a-40 
7 (A1a由 27) (A1a-27) 
8 (A1a-16) (A1a-16) 
9 A1a-48 Al.a-48 A1a-48 A1a-48 
10 工1e-18y 工1e-18y 11e-18y 
11，12 Leu-6 Leu-6 Leu-6 
13，15 Leu-29 Leu-29 
工4，17 Va1-34 Va1-34 
工6 工1e-19y 工1e-19y 工1e-19y
18 工1e-18o 工1e-18o
19 工1e-19o 工1e-19o
20 Thr-32 Thr-32 Thr-32 Thr-32 

。指令の影響ポ顕著に王見れ定(回 3下馬をいすをわち.これら は Tyr-之jφι傍 L，-

存在する政基のシグ'アレと考えうれる。釘晶 fータ 4、う((1 Jの!層属結果を fと

に)売れぞれ ALι -lf'81 ILe-J1〆I Lle. -I '1グ，Tん1"-32-(乙ゲチルク番号
/118) t.埠属 Lえ。

② モノニトロ体 ζ舞、修骨体主比較すると、シグナル 4乙b')之フの pH靖定曲線

水変化 lた o ;結晶データよ 7、7片ー10の泣1努 (JOA}oj1今Hc1， るφL1.、 TT.，.-II
ヒA[，:;し-'1-0の議でbソ. (リヲ総果 it t l:. シゲチ lレヂ ttTArー /1 ヒ. ヌ 6Ij. 
A la.. -~o ιJ号属 lh. 0 

⑦ 宮里傍骨体に赦量。 erd.Csl) 1. ~tl える ζ 、 タノ ?ノ 11ノ/1.'/少 7 亨三グ'ナノレに顕ぎ
I 1彰智が現れた(函 3よ些)。ラす，5"と?
Li 1τにALι-S-? / A t41. -'1 <jに帰属されてし、
るが この野智ヲ出才 Ij:結晶檀造チ4ク予想

ヒ完全に均点 l1.いる.そ zで和える Get(JlL) 
の萱1伶ぞに増や Lてゆき.アミノ酸性額別
に‘結晶構造がうの予想 ζ各シグナ/レヲ綜幅

増え遠足主比較lをが多帰属孟づゲていヲえ

(国 5").1:..tえぽ、 3つの TJ、rシク・分/レヲ線

幅増え珪度lエタ>20:>之 1) JJi にヨ~ 5て'"<。

一方、結晶すでのオ Jレオ Tシル茎までヲ距離

をく 5べ目 tみると‘ Th.r-11 tJ-.最も社-<、フ
いで了九y'-3 2.， Th，.-ゲ容の唱とまる.L定オ¥"

'1.この唱にJ軍属 l左e この，.手肩結果Ii.ニ

卜U化に上る J帯.J， (①ノ②)乙 t定全に一段

表2. 湾局和泉
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ぜも盛時m・M4・;-;a~ð&崎町
NO.4 

。。. 。
~. 

・。""~肺前七. 0 .:) 0 aoo_Y 
"・=・ 4・a国‘
NO.6 

1 2 3 4 56}  8 9 10 11 12 
pW 

図~ . P H ~高定曲線
(乙".ナ/レ宇ノ (， ) 
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IL~u.VaH 

2.0問問、

J..I 
1.0 

Ch4!mに&.副首ft
。 2.0闘賞別 1.0 。

O噌mに副首前t

図6. リン 7“手レントシフトの計算
Cぬ.…-計草彩果の 3dhレーシ3ン

。bs.…ランゲ二ドアロープ法に上 "3J，手局彩呆

2.Oppm 
....L.--.....1 
1.0 

ch酬 lcal耐 ft

7ゴv 
ーJ
O 

( B ) リンゲ'ウレシトシ 7トの計算 i mpm CMmzl曲目 o

アオーjレデ・インゲ L定番台中て;g.メチ Jレシグナlレφ位置五?のる手回つうち最 tえ

さいと考えられるヲは、付近j)~ 量投 Z更の与えるツシグ手しン十シァハー'h ~" $ 

碕基に 7 \1 て.長官晶樟是正 t と~~ ~ング手レント乙 7 トヲ計算正行手 11 ヲユタ ζ
ド 70 ロープ廷による帰属和泉 ζ 比較 L 左.計算にあ定 F ては、 r~l手べ'ンでン E害ヲ

包(才ゆ¥.4-d'1t-B仰チ)をそのまま耳ぃ、 Tシrt手、これに保紋017 'f左小ヴえ?位軍

ワ計警の P家11 ラングゐコイ jレ;院佐での客 7ミ/酸位置左 ZFZ事に珂い?と.アミ Ji提
種殺別に比較 l てみ~ ~、いずれも (A )の帰属終案じ上く持た LてM 多(国(， ) 0 

〔結語J
以上り上う l二、結晶構造 ttヒにい〈づかの方法て帰梶 lた結果11互いに富 νー

致E手lてあsソ. との民事"結果の正 lさ主主す 'Lr tに‘ BP T L 砂子ポ水率;夜サ
にあ‘いて f‘平均的に足て 1~1錐 9 コンブ才メー予言 γ まで舎の t結晶ナ ζ よ〈似走

構造をと，ていることを強ぐ示唆(1 いしさ主に理知性り高い片茎ほと一時金1'-鋭

いシゲ・ t)レ左手え苔こ Eがちみて、 ι%.， ALA--)d-(シ7“ナレ')."国 1)ヲぎ釘
也が1tヲ郁4トよツ高いこ ζ. すfわち BP T 1分子ヲ C末付屯J1Ij、ラク悦~るで

あ;:.ζ ポ予乾きれる。まJ;I 、以上ヲ紅栗 11. W必ムu芋e震えの再ζdJ仁被写 1，
y事瓦 L定範囲内"c一氏 l"lレt3 • 
最後に、音重ま試料ま 4吐く分サて下+1 定 文#埠才.思又場'土{字国紙・器)~こ
厚〈古'九ま中(上ザる，
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315 スピンラベルイヒ 1た酢酸キナーゼ k基質 t..o>鴫異的相互作用

(埼玉t大エ〉 。鎖国拭場面A:iUiえ-荒)'1陽一三回対孝

1. 緒玄
酢酸キナーセ'{EC2.ヮ.2.1JIオ微生念会司村主婦IZ志、、1τ 次弐10¥友ふ古紙嫉す J• 

ATP + acetate ミニ主 ADP + acetyl-P 

崎気・は室を固定苗 CLostrÑÁ.iu.附 ~je(，(r-À~YI /A.州予 l本本瀦わv ド lレピバト代謝品会下
空支固定反応k蜜持(::.関連 el‘d~主 Aで C乱開ιka.礼らや Bうがm ら|こよラマ明与
がにぎわ1"'-.C.似叫W 斗ゃ E.ω h.-千ぱ yヌト踏まれ寸、スホトランスアセ 4ラーセ-

k 共投寸 3 こ~ {:::より酢面支?与全性イt:.lてアセチ JレCoA1 ~主配す 3 ~ ~ ~""俳ら.k-乙い

3。近年 1二存勺て {1t-0¥争く町微生物 lこ叱酢酸キナ--t"tr存在 iてい aと tA，--a月い、
lこされ t2.j;"'， tf""t町も守島 k今主主1)こよヲマ#主主菌 B.st~roT:J...ermo fh.i //Mjから精製きれ
T三面下職キ十一セ"li1.ト与を的/刈m で分与量ぬ料 O()()0)向一司 4勺ぬサアユユァト
かもなるデトラマー続表。高 3 ご与が.-9肉付、 I~ 字~ I 高度\~精製さ.1\，結晶化寸 3
7';. t:j興味深いも m て叫~"3.:;t酵を Ii:- VむI'~ 域‘ 1::. ヒス今ジシ乏持サヤアミノ覇支分析吟緯
呆システイン巧基戸、高-XLl字、、こヒ P少'1I SH基i立面下覇支キナ-t・13針主亮毛足1工l宜伸
ずしも刷費?字、、庄~"'， E. eoLニら今僻事実キナーで乞宴?ラてい~ . 
反式初期持品急性質 l-t去は突は坊!こよ勺之英字.， s. st'.創刊加問。pk.iL /A.d町面本主で

Itサプユニマト溝造主礼つ求掛 I~ 反岳、 1-:: 協同性84忍められ 17 1しクトース 1， 6ーニリ
シ面食(F8P)折アロステリゥク予エフエクターと l之作聞l'3 ~とF見虫きれ 11?
-%， E.voL-司酢政キナーでは1へ的之 q基与を濃度iこ井 Lて反応遺度比ヌ又命線笠ι
もり I Mì.じいilis-M側恥1 。丞皮~'\~イえ今て t 、'Jと J ゲJレ?包マトゲラフィーを 50S
rt 気流封町メインハ“〉ト“から布、制全令与を(何 OOO~ 57，(00)語、ち完支え，争タモ
ノマー酪圭子おろ)Z 才色刷さ臥てい~ . 
E. cr>l.ん品事政ヰナーゼ‘司沌性キ It..-.¥:はリン面貨基今続全す:37"1レ生ミシ畷持基向。
1νポキシ}レ基 F 与ステ4ン事会基勾 $H基，会島母校Aとす 3ヒぇチジ、ン銭基，アミ j基
~\- ì't:性実現 1:Z主専念牧~I 壬自主γτ l\ 3~ 'l/JV'ふかちて 1\ ~ .あふわふlまと 014ヮ司
基副キで$1-1基の鳩能l~ 議 a l ， ごとを又ザシラパ lしイヒす:1 ~ヒ!こより} E. ~ R i主
主通 lて E.ω心崎直下駐キナーで‘ k企鳥文?レ方今}-".，.， te.n'\~ 'd-ωηIe.x 0)僻雄平衡
セ解析し，直蕗去 k基質 t町特異色。相互作用 I-=-勺川てZ者全 lfz...。
2.安、歌

略奪司 ~H基主史量的 1: イヒ苧4村守 1 '3ス U ンラヘ，")レ刻} t刊rd削 :oJoa.ιεね叫んl-t
S rm 'f"V̂..-A ss叫a.Ies よ 1)購入 lT-:.. E.ω1.;μj精裂をふれ面下厳キナーセ、Itbt法性
.2.2ο伽よれ/rnd'ròτ・ 9 5.ヤ仏.f1-~tf欺品をイ実用 t f~. ス巴ンラベリしイヒほ 0 ・ <:'.1ごで pH叫

20"，M Tn'ト cL， o. 1 ~ K C) t .l戸ナリセリ〉経緯'fIilミキでa上主Eめラベ・Jし刺E 仏門ド手
玉川 l之和九百まま司会主性主制定 Lを S刊行守， f7... 1 時間伎 I~ 拾性P初期句 ，~2.メ
lz滅今lt~ とこちで，スヒ・〉ラベ Jレイt "ti毛主"3l， Se.p~Jf.X 6--2!> 0}カラム 1i!.L τ過
、山Tこ・・ 1ミけあきこ L示、 まざヒ L ， aえらがわ よ~ ¥1"17，みたむら Tごかし
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剰なスヒοンヲペ‘lレを除主 1t-z..・拭料1ミ肝 It，ス「シヲペ・1レイヒ酢酸キナーセ了〈収下こ
臥zE' t略すい i態度11.60~ 5'0メ人何であヲ全. E S Rス川ラトルl-tVo..Y'AIVvI E-'J聖
者~~l"X パ〉ド J '1，53奇Hl! J 3400土 1M今aMA<'I 走査丞度8分，支飼拍車早川削il，
也市 /Or>tWI すそ調幅 4~tW剖 7" 剛史\ tz 。基質 ~I "1 1念 ADP l:: ATP~ 用い，
0， 1刊かろ 20)>1阿量子柔ィtさせ花. A D P l: A T P "J'<' M~(豆} ~十少 I~ M~A D f l: 

i'A~ AT P鍔体 E 帝~p\ す 3 よ~ I芝町住)0\圭 1* 寺 l と ADP~ATP'" 濃度向 1，.5" 佳
ヵ正i. t乙。ノ金広一文ウ L つ方今ド I~ ~ ~ E・両 ESR;" ケ寸ル推定""ì亀央協議 l本 R~dや
られ M うr~主?)すをわち PrÀY\ð-吟作製!こ.t l N 元~備粒平衡を餅く 70~ ~ラ A
マ開、寸僻析ii)IdJLて埼E大合HよrlA.c8150型4をふ計二尊株E枝、 τ計-t-L tz-0 
3.結果
E' ao E S' Rス尽手ト 1レ11ェト区有レド

ラ ν カ 1レ内不対t電~l::巾今枝えヒ。ン(I=l)
):01 非匝互 1þ:.吊で trip\~ 0)しゲナ iレを与え

:3 ÍJ"' ， 面ままイトふ I~ \~七~l でい 3 ので p 三
木~ 'i 'rナiし l宮間 i1:矛E 可ょ i1"非対綿、
|工字、て要介助白魚モ反映 1てい "3 0 す

をふ今工芸 =0明写分何喚かろくる守央ピ

ーうが，工主主 10.--1的支r向主持ヲイ生会主

ず高疏場tO- つ川高く叙ι辛可てい 3
仇炉‘特徴τhあ 3.ご明中央1::::0-10) it 
t li A D P i:，. ~ W' A T P t加え3 ごl:Iニ£

3210 J2却 32'30 3240 32日 32"60
IJl践すす J. ~ 0) ì~‘タ l-t A D Pみよ 11"A TP GAUSS 

叫 i農反F 仏川干建制句わ5"%，間経 ::::fiぷ7P:;1:::;;Rt:;e::::;t。;f311P
援で，烹?しオチレかスU シラペ・ 1し局、星 1abe1ed acetate kinase. を 2Z0C:

部下抑制さ"ttJ ~同時 1 1.. f 実方面五霊産品 I~ 支号ヒe ーヴ司 7・ロート・・=ンゲを走t 寸 h 川主主是

哨きれJ. M~問主こ q 系 lミ和 L ~ l:国之lj51ょ{ I ミ l刈 ADf およい~ M:lA TP錯体

J6.... E'lc'社会L1加fv¥0) 1泉康志九リから ωよ vv

i時十L火色付ノ 10刊刊で 60'10 I士、圭す 3・ Z 80 
門~ A DP k. l'句ATP1.枕較す 3~ M~- 言
.4TP吋 t'..-/果定司{卑いl: ~ ~方、与減少 f，n 
l枇的 IE' I~ιI) 花、、和けを持， T i uv 
、J::' l: !禾¥"l.‘、主.酢酸キナーセ・ z 
偽及弘司直宅制~ L (*'1>-3れ 37."YI但) E 40 
品埼ライ量I Z，，， A D r l:: 2.， A T f 司有~~. l:奄 3 20 
れ~ '" E' 八時 3皇、、主主~内-r>'列 rz. ，国之 三

I~ 示今よ，~ i晶定合維は基t賓履J主O-T i n 
，..，1'1がち ili当+-1. \.-員立的 J 'ZVl ADP~ZV\ N 10-

5 
10¥  10-

3 
10-
2 

[Substrate] (M) 

ATPt1同大行 lA~ 認めうれ γ、司 Fig.2 EPR titration of spin-1abe1ed acetate 
kinase with MgADP， MgATP， ZnADP and ZnATP. 

。ャ鵠イ教向-r'携し

(1) E'-ADP 

(2) E'-ATP 

(3) E'-Mg-ADP 

(4) E ・-Mg-ATP

(5) E'ーZn-ADP

(6) E'-Zn-ATP 

1 
2 

3 

λ
U『

p
h
J
ζ
U

10-1 
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4. -5毎義
直毒素 (E)，金属イオン(fV1)，基l貨(S)町三えわい港j夜中で・角手軽平衡をます tき

畑正由僻脅生平衡史教 K1.， KJ).Ks， K主主次 q よ~ I~ えゑす L

l-
cu--J 

F
l
-
s
 

l
一M
M
一
[

[同
可
ム

V
A
 

(1) ， 

L"'-.l旦le.L
S [ES] (3) ， 

K-'" [r:L[~] 
D---U:百了一 (2) ， 

]一S
T
J
 

M
一S
I
R
 

-E 
E
T
I
 

-
-
一-q4 
K
 

(4) 

角寺弘主平イ告T由保存式‘ li(E)τ，(IV1]T， [SJT ~売れ?れ酵素，全烏) ，基雪t"金;震度 kす
J 1:;:欠 it‘で.~之ちが J. [E]T'" [E] + [ES] + [EM] + [EMS] (5) 

[M]T'" [M] + [MS] + [EM] + [EMS] (6) 

[SlT~ [S] + [MS] + [ES] + [EMS] (7) 

沙i 史され lESIZ ス岬ラト lレキの E" 却と。一?推定じヒ品イ亘~*'" 1ま;え六， (.与えろ..k3 • 

E*z ZEiEi/[E]TzIE]+Ea IESIT-fbIEMl+Et [EMS(8)  

'-'T 

ミ三千 E"'-Jε1>， 'C:t 1主主1.~J(、企t [ESJ， [EIVlJ，[EMS]司 Su.rrre.ssi 0刊 fq.c;十.oY'で ε'"~ t 1> 
iな安験がち ì~ め 1 Z 1i .... -i.‘き 1.t .... ~， ft 1立予め払 b東筒川交えl，基1{1こよ 33鼠央曲
線 !Vミュドト l-z..ゆく通事呈モ員通イ査か点的ら hJ • 

(αωf付)~(1作ク)同ヲ式苛九t‘ 句 可是f主乙介付完雄呈ヲ式桝九可付.寸寸

養数勧民~Iはl. q引イ伯薗&η...， ， とリ吟 主まてで、 i巾ま唐、重色的む幻い1い亡角栴寺!t伶茎J 包 lはt矛可詩能邑七いτで-<亥民 し 弓 と汁でで..l<s ~I<凡z 
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Tab1e 1 Peak工ntensity Line Width (Hz) 
戸-Lys- A1a -一一一Lys-ーー{
Cα Ce: Cα CαC工 Co Ce: 

No NaC1 1 l 1 46 39 42 25 
0.2 M 1.1 0.81 1.2 35 21 25 18 
0.4 M 1.4 0.85 1.3 53 21 25 18 
0.6 M 1.8 1.1 2.1 28 18 18 14 
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